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        巻頭詩 
 
それは黄金の昼下がり 

気ままにただようぼくら 

オールは二本ともあぶなげに 

小さな腕で漕がれ 

小さな手がぼくらのただよいを導こうと 

かっこうだけ申し訳につけて 

ああ残酷な三人！こんな時間に 

こんな夢見る天気のもとで 

どんな小さな羽さえもそよがぬ 

弱い息のお話をせがむとは！ 

でもこの哀れな声一つ 

三つあわせた舌に逆らえましょうか？ 

居丈だかなプリマがまずは唱える 

その宣告は「おはじめなさい」 

すこし優しげに二番手の希望 

「でたらめをいれること」 

そして三番手が語りをさえぎること 

一分に一度以上ではないにせよ 

すぐに、とつぜんの沈黙が勝り 

想像で彼女らが追いかける 

夢の子が奔放で新しい謎の地を 

動き回るのを追って 

鳥や獣と親しく語る―― 
そしてそれを半ば真に受け 

そしてやがて、お話が渇えると 

想像の井戸も枯れ 

そして疲れた語り手が 

肩の荷をおろそうとすれば 

「つづきはこんど――」「いまがこんどよ！」 



と声たちがうれしそうにさけぶ。 

かくして不思議の国のお話がそだち 

ゆっくり、そして一つ一つ 

その風変わりなできごとがうちだされ―― 
そして今やお話は終わり 

そしてみんなでおうちへと向かう 

楽しい船乗りたちが夕日の下で 

アリス！ 子どもじみたおとぎ話をとって 

やさしい手でもって子供時代の 

夢のつどう地に横たえておくれ 

記憶のなぞめいた輪の中 

彼方の地でつみ取られた 

巡礼たちのしおれた花輪のように 

 
目次にもどる 

  



1. うさぎの穴をまっさかさま 
 
 アリスは川辺でおねえさんのよこにすわって、なんにもす

ることがないのでとても退屈(たいくつ)しはじめていました。

一、二回はおねえさんの読んでいる本をのぞいてみたけれど、

そこには絵も会話もないのです。「絵や会話のない本なんて、

なんの役にもたたないじゃないの」とアリスは思いました。 

 
  そこでアリスは、頭のなかで、ひなぎくのくさりをつくっ

たら楽しいだろうけれど、起きあがってひなぎくをつむのも

めんどくさいし、どうしようかと考えていました（といって

も、昼間で暑いし、とってもねむくて頭もまわらなかったの

で、これもたいへんだったのですが）。そこへいきなり、ピ

ンクの目をした白うさぎが近くを走ってきたのです。 

 
 



 それだけなら、そんなにめずらしいことでもありませんで

した。さらにアリスとしては、そのうさぎが「どうしよう！ 

どうしよう！ ちこくしちゃうぞ！」とつぶやくのを聞いた

ときも、それがそんなにへんてこだとは思いませんでした

（あとから考えてみたら、これも不思議に思うべきだったの

ですけれど、でもこのときには、それがごく自然なことに思

えたのです）。でもそのうさぎがほんとうに、チョッキのポ

ケットから懐中時計(かいちゅうどけい)をとりだしてそれをな

がめ、そしてまたあわててかけだしたとき、アリスもとびあ

がりました。というのも、チョッキのポケットなんかがある

うさぎはこれまで見たことがないし、そこからとりだす時計

をもっているうさぎなんかも見たことないぞ、というのに急

に気がついたからです。そこで、興味(きょうみ)しんしんにな

ったアリスは、うさぎのあとを追っかけて野原をよこぎって、

それがしげみの下の、おっきなうさぎの穴にとびこむのを、

ぎりぎりのところで見つけました。 

 
  次の瞬間(瞬間)に、アリスもそのあとを追っかけてとびこ

みました。いったいぜんたいどうやってそこから出ようか、

なんてことはちっとも考えなかったのです。 
 
  うさぎの穴は、しばらくはトンネルみたいにまっすぐつづ

いて、それからいきなりズドンと下におりていました。それ

がすごくいきなりで、アリスがとまろうとか思うひまもあれ

ばこそ、気がつくとなにやら深い井戸みたいなところを落っ

こちているところでした。 
 
 井戸がとっても深かったのか、それともアリスの落ちかた

がゆっくりだったのかもしれません。だってアリスは落ちな

がら、まわりを見まわして、これからどうなっちゃうんだろ

うと考えるだけの時間がたっぷりあったからです。まずは下

をながめて、どこに向かおうとしているのかを見きわめよう



としました。でも暗すぎてなにも見えません。それから井戸

の横のかべを見てみました。するとそこは、食器だなと本だ

なだらけでした。あちこちに、地図や絵がとめ金に引っかけ

てあります。アリスは通りすがりに、たなの一つからびんを

手にとってみました。「マーマレード」というラベルがはっ

てあります。が、空っぽだったので、とてもがっかりしてし

まいました。下にいる人を殺したくはなかったので、びんを

落とすのはいやでした。だから落ちる通りすがりに、なんと

か別の食器だなにそれを置きました。 

 
 アリスは思いました。「でもこんなに落ちたあとなら、も

う階段をころげ落ちるなんて、なんとも思わないわよ！ お

うちじゃみんな、あたしがすごく勇敢（ゆうかん）だと思う

でしょうね！ ええ、おうちのてっぺんから落っこちたって、

もう一言も文句を言わないはずよ」（そりゃまあそのとおり

でしょうけど） 

 下へ、下へ、もっと下へ。このままいつまでもずっと落ち

てくのでしょうか？ 「いままでもう何マイルくらい落ちた

んだろ」とアリスは声に出して言いました。「そろそろ地球

のまん中くらいにきたはず。えーと、そうなると四千マイル

くらい落ちたことになる、のかな――」（つまりね、アリス

は教室の授業で、こんなようなことをいくつか勉強していた

わけ。で、このときはまわりにだれもいなかったから、も 

の知りなのをひけらかすにはあまりつごうがよくはなかった

んだけれど、でもこうして暗唱してみると、いいれんしゅう

にはなったってこと）「――そうね、きょりはそんなもんね

――でもそれだと、緯度(いど)や経度(けいど)はどこらへんに

きたのかしら」（アリスは緯度(いど)や経度(けいど)ってのが

なんなのか、まるっきり見当もついてなかったけれど、でも

口にだすのにかっこいい、えらそうなことばだと思ったわけ

ね） 



 
 しばらくして、アリスはまたはじめました。「このまま地

球をドンッとつきぬけて落ちちゃうのかな！ 頭を下にして

歩く人たちのなかに出てきたら、すっごくおかしく見えるで

しょうね！ それってたとえば日本とかだとあるぜん人、だ

っけ――」（ここではだれも聞いてる人がいなくて、アリス

はむしろホッとしたんだ。だってどう考えても正しいことば

には聞こえなかったし）「――でも、国の名前はだれかにき

かないと。あの、奥さま、ここってニュージーランドでしょ

うか、オーストラリアでしょうか？」（そしてアリスは、し

ゃべりながらおじぎをしようとした――宙を落っこちながら

会釈をするなんて、考えてもごらんよ！ きみならそんなこ

と、できると思う？）「そしたらその方、そんなことを聞く

なんて、あたしのことをすごくバカな女の子だと思っちゃう

わ！ だめだめ、そんなこと聞いちゃ。どっかに書いてある

のが見つかるかもしれない」 

 
 下へ、下へ、もっと下へ。ほかにすることもなかったので、

アリスはまたしゃべりだしました。「今夜、ダイナはあたし

がいなくてさびしがるでしょうね！」（ダイナってのはね

こ。）「お茶の時間に、みんなダイナのミルクのお皿を忘れ

ないでくれるといいけど。かわいいダイナ！ おまえがいっ

しょにここへいてくれたらいいのに！ 空中にはネズミはい

ないみたいだけれど、コウモリがつかまるかもしれないわよ、

コウモリってすごくネズミみたいなんだから。でもねこって

コウモリ食べるのかな？」 

そしてここで、アリスはいささか眠くなってきて、ちょっと

夢うつつっぽい感じで、こうつぶやきつづけました。「ねこ

ってコウモリ食べる？ねこ、コウモリ食べる？」そしてだん

だん「ねこうもりって食べる？」とも。だって、どの質問に

も答えられないので、どれをきいてもあんまりちがわなかっ



たのですね。うつらうつらしてきて、ダイナと手に手をとっ

て歩いている夢を見はじめました。そしてその中で、とても

真剣にこうきいています。「さあダイナ、正直におっしゃい。

おまえ、コウモリ食べたことあるの？」とそのときいきなり、

ズシン！ズシン！アリスは小枝と枯れ葉の山のてっぺんにぶ

つかって、落ちるのはもうそれっきり。 

 
 けがはぜんぜんなくて、すぐにとび起きました。見上げて

も、頭上はずっとまっ暗。目の前にはまた長い通路があって、

まだ白うさぎがその通路をあわてて走っていくのが見えまし

た。これは一刻もむだにできません。アリスはびゅーんと風

のようにかけだして、ちょうどうさぎがかどを曲がりしなに

「やれ耳やらヒゲやら、こんなにおそくなっちゃって！」と

言うのが聞こえました。そのかどをアリスが曲がったときに

は、かなり追いついていました。が、うさぎがどこにも見あ

たりません。そこは長くて天井のひくいろうかで、屋根から

ランプが一列にぶら下がって明るくなっていました。 

 
 そのろうかはとびらだらけでしたが、どれも鍵がかかって

います。アリスは、ろうかの片側をずっとたどって、それか

らずっともどってきて、とびらをぜんぶためしてみました。

どれも開かないので、アリスはろうかのまん中をしょんぼり

歩いて、いったいどうやってここから出ましょうか、と思案

するのでした。 



 
 いきなり、小さな三本足のテーブルにでくわしました。ぜ

んぶかたいガラスでできています。そこには小さな金色の鍵

がのっているだけで、アリスがまっ先に思ったのは、これは

ろうかのとびらのどれかに合うんじゃないかな、ということ

でした。でもざんねん！ 鍵穴が大きすぎたり、それとも鍵

が小さすぎたり。どっちにしても、とびらはどれも開きませ

ん。でも、二回目にぐるっとまわってみたところ、さっきは

気がつかなかったひくいカーテンがみつかりました。そして

そのむこうに、高さ40センチくらいの小さなとびらがありま

す。さっきの小さな金色の鍵を、鍵穴に入れてためしてみる

と、うれしいことにぴったりじゃないですか！ 

 
 あけてみると、小さな通路になっていました。ネズミの穴

くらいの大きさしかありません。ひざをついてのぞいてみる

と、それは見たこともないようなきれいなお庭につづいてい

ます。こんな暗いろうかを出て、あのまばゆい花だんやつめ

たいふん水の間を歩きたいなぁ、とアリスは心から思いまし

た。でも、その戸口には、頭さえとおらないのです。「それ

に頭はとおったにしても、かたがないとあんまり使いものに

ならないわ」とかわいそうなアリスは考えました。「ああ、

望遠鏡みたいにちぢまれたらな！ できると思うんだ、やり



かたさえわかれば」というのも、近ごろいろいろへんてこり

んなことが起こりすぎたので、アリスとしては、ほんとうに

できないことなんて、じつはほとんどないんだと思いはじめ

ていたのです。 
 
  その小さなとびらのところで待っていてもしかたないので、

アリスはテーブルのところに戻りました。別の鍵がのってた

りしないかな、となかば期待していたのです。あるいは少な

くとも、望遠鏡みたいにちぢまるやりかたを書いた、規則の

本でもないかな、と思いました。するとこんどは、小さなび

んがのっかっていて（「これってさっきはぜったいになかっ

たわよねえ」とアリスは言いました）、そしてびんの首のと

ころには紙のふだがついていて、そこに「のんで」というこ

とばが、おっきな字できれいに印刷されていました。 

 
 「のんで」は結構なのですけれど、でもかしこいアリスは、

そんなことをあわててするような子ではありません。「いい

え、まずちゃんと見てみようっと。『毒』とか書いてないか



どうか、たしかめるんだ」とアリス。というのも、お友だち

に教わったかんたんな規則をまもらなかったばっかりに、や

けどをしたり、野獣に食べられちゃったりした子供たちにつ

いて、すてきなお話をいくつか読んだことがあったからです。

そういう規則というのは、たとえばまっ赤にやけた火かき棒

をあんまり長くにぎっているとやけどをするよ、とか、指を

ナイフでとぉってもふかく切っちゃったら、たぶん血が出て

くるよ、とかですね。そして『毒』と書いてあるびんの中身

をたくさんのんだら、たぶんまちがいなく、いずれ困ったこ

とになるよ、というのも、アリスはぜったいにわすれなかっ

たのでした。 

 
 でも、びんには「毒」とは書いてありませんでした。そこ

でアリスは、ためしに味見をしました。そしてそれがとって

もおいしかったので（どんな味かというと、チェリータルト

と、カスタードと、パイナップルと、しちめんちょうロース

トと、トフィーと、熱いバターつきトーストをまぜたような

味ね）、すぐにそれをのみほしてしまいました。 
 

*     *     *     *     * 
*     *     *     * 

*     *     *     *     * 
 
 「へんなの、へーんなの！」とアリス。「あたし、望遠鏡

みたいにちぢまっちゃってるのね」 

 
  そしてたしかにそのとおり。アリスはいまや、身のたけた

ったの25センチ。これであの小さなとびらをとおって、あの

きれいなお庭にいくのにちょうどいい大きさになったと思っ

て、アリスは顔をかがやかせました。でもまず、もう何分か

まってみて、もっとちぢんじゃわないかどうかたしかめまし

た。これはちょっと心配なところでした。「だってあたしが



ロウソクみたいに、ぜんぶ消えちゃっておしまいになるかも

しれないでしょ」とアリスはつぶやきました。「そうなった

らあたし、どうなっちゃうんだろ」そしてアリスは、ロウソ

クをふき消したあとで、ロウソクの炎がどんなようすかを想

像してみようとしました。というのも、そんなものを見たお

ぼえがなかったからです。 

 
  しばらくして、それ以上なにもおきないのがわかって、ア

リスはすぐにお庭にいこうときめました。でもかわいそうな

アリス、ざんねんでした！とびらのところにきてみると、あ

の小さな金色の鍵をわすれてきたのに気がついたのです。そ

してテーブルのところに戻ってみると、ぜったいに手がとど

きません。ガラスごしに、とてもはっきりと見えてはいます。

アリスはがんばってテーブルの脚をよじのぼろうとしました

が、つるつるでだめです。そしてがんばったあげくにつかれ

きって、かわいそうなこの子は、すわって泣き出してしまい

ました。 

 
  「こら、そんなふうに泣いてちゃだめだぞ！」とアリスは、

ちょっときびしく自分に言いきかせました。「いいわね、い

ますぐ泣きやみなさい！」アリスが自分にする忠告は、とて

もりっぱなものが多いのです（そのとおりにすることはほと

んどなかったんだけどね）。そしてときどきは、自分をきび

しくしかりすぎて、涙が出てくるほどでした。いちどなんか、

自分相手にやっていたクロケーの試合でいんちきをしたので、

自分の耳をぶとうとしたくらい。というのも、このふうがわ

りな子は、一人で二役をやるのがとても好きだったからです。

「でもいまじゃ、二役をやってみてもしょうがないわよね。

だってあたしはもうほとんど残ってなくて、まともな人間一

人にも足りないくらいなんだもの！」とかわいそうなアリス

は考えました。 

 



 やがて、テーブルの下の小さなガラスのはこが、アリスの

目にとまりました。あけてみると、中にはとってもちっちゃ

なケーキが入っていて、ほしぶどうで「たべて」ときれいに

書いてあります。「食べちゃおうっと」とアリス。「これで

大きくなれたら、鍵に手がとどくでしょ。小さくなるような

ら、とびらの下からもぐれるな。だからどっちにしてもあの

お庭には行けるわけよね。あたしはどっちだっていいわ！」 
 
  ちょっと食べてみて、アリスは心配そうに自分に言いまし

た。「どっちかな？どっちかな？」そして頭のてっぺんに手

をやって、自分がどっちにのびているかを確かめようとしま

す。ところが同じ大きさのままだったので、アリスはとって

もびっくりしました。そりゃたしかに、ふつうはケーキを食

べるとそうなるのですが、アリスはへんてこりんなことを期

待するのになれすぎちゃっていたもので、人生がふつうのや

り方でつづくなんていうのは、すごくつまんなくてばかばか

しく思えたのです。 

 
  そこでアリスはそのままつづけて、じきにケーキをたいら

げてしまいました。 

 
*     *     *     *     * 

*     *     *     * 
*     *     *     *     * 

 
目次にもどる 

  



 
2. 涙の池 
 

 「チョーへん！」とアリスはさけ

びました（びっくりしすぎて、ちゃ

んとしたしゃべりかたを忘れちゃっ

たんだね）。「こんどはこの世で一

番おっきな望遠鏡みたいに、ぐんぐ

んのびてる！ 足さん、さよなら！」

（だって足を見おろしたら、もうほ

とんど見えなくなっていて、どんど

ん遠くなっているのでした）。「あ

あ、かわいそうな足さん、これから

だれが、くつやストッキングをはか

せてあげるんだろう。あたしにはぜ

ったいにむりなのはたしかね！ す

っごく遠くにいすぎてて、あなたた

ちのことにはかまってられないの。

できるだけ自分でなんとかしてね：

――でも、親切にしといてあげない

と」とアリスは思いました。「そう

しないと、あたしの行きたいほうに

歩いてくれないかも！ そうねえ。

クリスマスごとに、新しいブーツを

あげようっと」 
 
 そしてそれをどうやろうか、アリスはほんとに計画をはじ

めました。「運送屋さんにおねがいしないと。でもすっごく

変でしょうね、自分の足におくり物をおくるなんて！それに

あて先もずいぶんとおかしなものになるな。 
 



 
だんろのかなあみ付近 

じゅうたん気付 

アリスの右足閣下へ 

  （アリスの愛をこめて） 
 
  あらあらあたし、なんてばかげたことを言ってるんだろ！」 
 
  ちょうどそのとき、頭がろうかの天井にぶつかりました。

もうそのとき、アリスは身長三メートルになっていたので、

すぐに小さな金色の鍵を手にとって、お庭へのとびらへとい

そぎました。 

 
 かわいそうなアリス！ できることといったら、ねそべっ

て片目でお庭をのぞくことだけでせいいっぱい。でも、とお

りぬけるなんてまったく絶望的。アリスはまたすわって泣き

出しました。 

 
  「はじを知りなさい」とアリスは言いました。「そんなお

っきななりをして」（まあたしかにそのとおり）「いつまで

も泣いてばかり。いますぐやめなさい、いいわね！」でもア

リスは、それでもかまわず泣きつづけて涙を何リットルも流

したので、まわりじゅうにおおきな池ができてしまいました。

深さ10センチくらいで、ろうかの半ばまでつづいています。 

 



 
 
 しばらくすると、遠くからピタピタという小さな足音が聞

こえたので、あわてて涙をふいて、なにがき 

ているのかを見ようとしました。あのうさぎが、りっぱな服

にきがえてもどってくるところで、片手には白い子ヤギ皮の

手ぶくろ、そしてもう片方の手にはおっきなせんすを持って

いました。とってもいそいで走っていて、こっちにきながら

も「ああ、公爵夫人が、公爵夫人が！ 待たせたりしたら、

なさけようしゃなんかありゃしない！」とつぶやいています。

アリスのほうは、もうせっぱつまっていて、だれでもいいか

ら助けてほしい気分。そこでうさぎが近くにきたときに、小

さなおちついた声でこうきりだしました。「あの、おねがい

ですから――」うさぎは、うっひゃあととびあがって、子ヤ

ギ皮の手ぶくろとせんすを落としてしまい、全速力（ぜんそ

くりょく）で暗闇（くらやみ）の中へとかけ去っていってし

まいました。 
 



 アリスはせんすと手ぶくろをひろって、ろうかがとても暑

かったので、せんすであおぎながらしゃべり続けました。

「あらまあ、きょうはなにもかもふうがわり！ きのうは、

ほんとにいつもどおりだったのに。あたし、夜のあいだに変

わっちゃったのかしら。そうねえ。起きたときには、おんな

じだったっけ？ なんだかちょっと変わった気分だったよう

な気もするみたい。でも、おんなじじゃないんなら、つぎの

質問は、いまのあたしはいったいぜんたいだれ？ それがか

んじんななぞだわ！」そしてアリスは、おないどしの子たち

を思いうかべていって、そのなかのだれかにかわってしまっ

たかどうかを考えてみました。 

 
「エイダじゃないのは確かだわ。エイダのかみの毛は、と

っても長い巻き毛になるけど、あたしのかみはぜんぜん巻き

毛にならないもの。それとぜったいにメイベルじゃないはず。

だってあたしはいろんなことを知ってるけど、メイベルとき

たら、まあ！ もうなんにも知らないでしょう！ それに、

あの子はあの子だし、あたしはあたしだし、それに――あれ、

わかんなくなってきちゃった！まえに知ってたことをちゃん

と知ってるか、ためしてみよう。えーと、四五の十二で、四

六の十三で、四七が――あれ、これじゃいつまでたっても二

十にならないぞ！ でも、かけ算の九九はだいじじゃないわ。

地理をためしてみよう。ロンドンはパリの首都で、パリはロ

ーマの首都で、ローマは――ぜんぜんちがうな、ぜったい。

じゃあメイベルになっちゃったのね！  『えらい小さな――』

を暗唱してみよう」そしてアリスは、授業でするみたいにひ

ざの上で手を組んで、暗唱をはじめましたが、声がしゃがれ

て変てこで、ことばもなんだか前とはちがっていました： 
 

*     *     *     *     * 
 
 



「えらい小さなワニさん 

ぴかぴかのしっぽをみがいて 

金色のうろこひとつずつを 

ナイルの水であらいます！」 

「うれしそうににったりと 

なんてきれいにツメをひろげて 

小さな魚をよびいれます 

やさしく笑うその大口で！」 

 
*     *     *     *     * 

 
  「いまの、ぜったいにまちがってるはずだわ」とかわいそ

うなアリスは言って、目に涙をいっぱいにうかべてつづけま

した。「じゃあやっぱりメイベルなんだ、そしたらあのちっ

ぽけなおうちにすんで、あそぶおもちゃもまるでなくて、あ

あ！それにお勉強しなきゃならないことが、ほんとに山ほ

ど！ いやよ、決めた。もしあたしがメイベルなら、このま

まここにいるわ！ みんなが頭をつっこんで『いい子だから

またあがってらっしゃい！』なんて言ってもむだよ。こっち

は見上げてこう言うの。『だったらあたしはだれ？ まずそ

れを教えてよ。それでもしその人になっていいなと思ったら、

あがってくわ。そうでなければ、べつの人になれるまでここ

にいる』――でも、あーあ！」とアリスは、いきなり涙をな

がしてさけびました。「ホントにだれか、頭をつっこんでく

れないかな！ もう一人ぼっちでここにいるのは、すっごく

あきあきしちゃったんだから！」 

 
  こう言いながら手を見おろしてみると、おどろいたことに

うさぎの小さな子ヤギ皮の手ぶくろが、手にはまってしまっ

ていました。「どうしてこんなことができちゃったんだろ

う？」とアリスは思いました。「あたし、また小さくなって

るんだ」立ち上がってテーブルのところへいって、それと比



べてせたけをはかってみると、まあだいたいの見当ですが、

いまや身長60センチくらいで、しかもぐんぐんちぢみつづけ

ています。やがてその原因が、手にもったせんすなのに気が

ついて、あわててそれを落としました。あぶないところで、

ちぢみきって消えてしまわずにすんだのです。 

 
 「いまのはまさにきき一発だったわ」アリスは、いきなり

変わったせいでとてもおびえてはいましたが、まだ自分がそ

んざいしているのを見て、とてもうれしく思いました。「さ

あ、そしたらお庭ね！」と、あの小さなとびらをめざしてぜ

んそくりょくでかけもどりました。が、ざんねん！ 小さな

とびらはまたしまっていて、小さな金色の鍵は、さっきとか

わらずガラスのテーブルのうえで、「しかもさっきよりもひ

どいことになってるじゃないの」とあわれな子は考えました。

「だってこんなに小さくなったのははじめてよ、ぜったい！ 

まったくざんねんしごくと断言しちゃうわ！」 

 

 
 
 そしてこのせりふを口にしたとたんに足がすべって、つぎ

のしゅんかんには、ボチャン！ あごまで塩水につかってい

たのです。最初に思ったのは、どういうわけか海に落ちたん

だろう、ということでした。「そしてもしそうなら、列車で

帰れるわね」と思いました。（アリスは生まれてから一回だ



け海辺にいったことがあって、そこからひきだした結論とし

て、イギリスの海岸ならどこへいっても海には海水浴装置

（かいすいよくそうち）があり、子どもが木のシャベルで砂

をほっていて、海の家がならんでいて、そのうしろには列車

の駅があるもんだと思っていたんだな）。でも、すぐに気が

ついたのは、自分がいるのはさっき身長3メートルだったとき

に泣いた涙の池の中だ、ということでした。 
 
訳者のせつめい：海水浴装置、というのは、むかしは水着に

なったところが見えるとイヤラシイとみんな思ってたから、

タンクみたいなものに入って、それでそれごと海に入れても

らったんだって、そのタンクのこと。 
 
 「あんなに泣かなきゃよかった！」とアリスはあちこち泳

いでそこから出ようとしました。「おかげでいま、おしおき

を受けているんだわ、自分の涙におぼれて！それってどう考

えても、ずいぶんと変なことよね！ でもきょうは、なにも

かも変だから」 

 
 ちょうどそのとき、すこしはなれたところで、なにかがば

ちゃばちゃしているのが聞こえました。そこでそっちのほう

に泳いで、なんだか調べてみました。最初はそれがセイウチ

かカバにちがいないと思ったのですが、そこで自分がすごく

小さくなっているのを思い出しました。そしてやがてそれが、

自分と同じようにすべってこの池にはまってしまった、ただ

のネズミなのがわかりました。 

 
 「さてさて、ここでこのネズミにはなしかけたら、どうに

かなるかしら？ ここではなんでもすっごくずれてるから、

たぶんこのネズミもしゃべれたりするんじゃないかと思うん

だ。まあどうせ、ためしてみる分にはいいでしょう」そう考

えて、アリスは口を開きました。「おおネズミよ、この池か



らでるみちをごぞんじですか？ ここで泳いでて、とっても

つかれちゃったんです、おおネズミよ！」（アリスは、ネズ

ミにはなしかけるにはこれが正しいやりかたなんだろうと思

ったわけだね。そんなことはこれまでしたことがなかったけ

れど、でもおにいさんのラテン語文法書で見かけたのを思い

だしたんだ。「ネズミは――ネズミの――ネズミへ――ネズ

ミを――ネズミよ！」）ネズミは、いささかさぐるような目

つきでアリスをながめて、小さな目のかたほうでウィンクし

たようでしたが、なにもいいません。 

 
 「もしかして、ことばがわかんないのかな？ 征服王ウィ

リアムといっしょにきた、フランスねずみにちがいないわ」

（歴史のことはいろいろ知っていても、アリスはいろんなこ

とがどれだけむかしに起きたか、あまりちゃんとはわかって

いなかったんだね）。そこでアリスはもういっかい口をひら

きました。「Ou est ma chatte?（わたしのねこはどこです

か？）」これはフランス語の教科書の、一番最初に出ている

文だったのです。ねずみはいきなり水からとびだして、こわ

がってガタガタふるえだすようでした。「あらごめんなさ

い！」とアリスは、動物のきもちをきずつけたかな、とおも

ってすぐにさけびました。「あなたがねこぎらいなの、すっ

かりわすれてたから」 

 

 



 
「ねこぎらい、とはね！」とネズミは、かん高くてきつい

声でさけびました。 
「あんたがぼくなら、ねこが好きになるかね？」 

 
 「ええ、そりゃならないかもしれませんね」とアリスは、

なだめるように言いました。「どうか怒らないでくださいな。

でも、うちのねこのダイナをお目にかけられたらいいのに。

あの子をひと目でも見れば、ねこも気に入るようになるんじ

ゃないかと思うんです。とってもかわいくておとなしいんで

すよ」とアリスは、池のなかをゆったりと泳ぎながら、なか

ば自分に向かって話しつづけました。「それでだんろのとこ

ろでのどをならしてると、手をなめたり顔を洗ったりして、

すごくかわいいんで――それにあやすととってもやわらかく

てすてきで――あと、ネズミをつかまえるのが名人級（めい

じんきゅう）で――あらごめんなさい！」とアリスはまたさ

けびました。ネズミはこんどはからだじゅうの毛をさかだて

ていて、ああこんどはまちがいなく、本気で怒ってるな、と

わかります。「もしよろしければ、わたしたちもう、あの子

の話はよしましょうね」 

 
 「わたしたち、だと！」とネズミは、しっぽの先までガタ

ガタいわせてさけびました。「ぼくが、そんな話をするとで

も思うか！ うちの一族は、ずっとねこがだいきらいなんだ。

いやらしい、低級（ていきゅう）で俗悪（ぞくあく）な生き

物！ 二度と名前もききたくない！」 

 
 「はい、ぜったいに！」とアリスは、あわてて話題を変え

ようとしました。「それなら、もしかすると――犬――はお

好き――かしら？」ネズミは返事をしなかったので、アリス

は熱心につづけました。「うちの近くには、すごくかわいい

小さな犬がいるんですよ、もうお目にかけたいくらい！ 小



さくて目のきれいなテリアなんです、それも、すごく長くて

クルクルした毛をしてて！ それでものを投げるととってく

るし、ごはんのときにはおすわりしておねがいするし、いろ

んな芸もして――半分も思い出せないんですけど――そして

それを飼ってるのがお百姓さんで、その人の話だととっても

ちょうほうしてるんですって。百ポンドの値打ちがあるそう

よ！ だってネズミをみんな殺すし、それに――あらどうし

ましょ！」とアリスはかなしそうな声でさけびました。「ま

た怒らせちゃったみたい！」というのもネズミは、おもいっ

きりアリスから遠くへ泳ごうとしていて、おかげで池にはか

なりの波がたっていました。 

 
 そこでアリスは、やさしくよびかけてみました。「ねえね

ずみさん、おねがいだからもどってらして。おきらいでした

ら、ねこの話もイヌの話もしませんから！」ネズミはこれを

きいて、くるりと向きをかえてゆっくりこっちに泳いできま

した。顔はかなりまっさおです（怒ったのね、とアリスは思

いました）。そしてひくいふるえる声で言いました。「岸に

たどりつこう、そうしたらぼくの話をしてあげよう。なぜね

こや犬がきらいなのか、それでわかるだろう」 

 
 そしてちょうどそこを出るころあいでもありました。池に

は鳥や動物がどんどんはまってきて、すごくこんできたから

です。アヒルにドードー、インコに子ワシ、そしてその他め

ずらしい生き物がいくつか。アリスがせんとうにたって、一

同みんな、岸におよぎつきました。 
 

目次にもどる 

  



3. がくがくかけっことながいお話 
 
 岸辺にあつまった一同は、じつにへんてこな集団でした

――鳥たちは羽をひきずり、動物たちはけがわがべったりは

りついて、みんなびしょぬれでしずくをボタボタたらしてい

て、きげんもいごこちもわるかったのでした。 

 
  最初の問題はもちろん、どうやってからだをかわかそうか、

ということでした。これについてみんな相談して、ものの数

分でアリスは、その動物たちを生まれてからずっと知ってい

たみたいに、なかよくしゃべっていてもあたりまえに思えて

きました。そしてインコとはかなりながい議論をしたあげく、

インコはついにつんっと顔をそむけて、「ぼくのほうが歳上

なんだから、ぼくのほうがちゃんとわかってるんだ」としか

言わなくなってしまいました。そしてアリスのほうは、その

インコが何歳なのか知らないうちは、しょうちできなかった

のですけれど、インコはぜったいに歳を教えようとはしなか

ったので、それ以上は話になりませんでした。 

 
  ついにネズミが、どうも一同のなかではえらい動物だった

みたいで、こう宣言しました。「すわって、そしてぼくの話

をききなさい！ ぼくがみんなをすぐに乾燥（かんそう）さ

せてあげよう！」みんなすぐに、おっきなわになってすわり、

ネズミを囲みました。アリスは心配そうにネズミを見ていま

した。はやく乾燥（かんそう）しないと、ぜったいにひどい

かぜをひいちゃうな、と思ったからです。 
 
 「えへん」とネズミは、さもえらそうに言いました。「み

んな用意はいいかな？ これはぼくの知るかぎりで、一番無

味乾燥（むみかんそう）なしろものだ。はいみんな、おねが

いだからおしずかに！  



『征服王ウィリアムの動機はローマ法王に支持を受け、じき

にイギリス人たちを下したのであるがそのイギリス人たちは

指導者を求めており、当時は王位簒奪と征服には慣れてしま

っていた。マーシアとノーサンブリアの太守たるエドウィン

とモルカールは――』 

 
 「うげっ」とインコが、みぶるいして言いました。 

 
 「なんですと？」とネズミが顔をしかめながらも、とって

もれいぎ正しく言いました。「なにかおっしゃいました？」 
 
 「ぼくじゃないですよ！」とインコはあわてていいます。 

 
  「きみだと思ったんだが」とネズミ。「――先をつづけよ

う。『マーシアとノーサンブリアの太守たるエドウィンとモ

ルカールはかれへの服従を宣言。さらにカンタベリーの愛国

的枢機卿たるスティガンドも、より賢明なる策を見つけんと

して――』」 
 
 「なにより?」とアヒル。 
 
 「も、より」とネズミは、ちょっときつい言い方でこたえ

ました。「きみは『も』がわからんのかね」 

 
 「『も』くらい知ってるけどね」とアヒル。「でもわたし

が『より』るときには、なによりかはわかるもんだ。カエル

より、とかミミズより、とか。でもわかんないのは、その枢

機卿は、なにより賢明な策を見つけようとしたわけ？」 

 
  ネズミはこの質問を無視して、いそいで先をつづけました。

「『――より賢明なる策を見つけんとしてエドガー・アセリ

ングとともにウィリアムに面会に赴き彼に王座を与えたので



あった。ウィリアムの行いは当初は穏健だった。しかしその

配下のノルマン人たちの傲慢ぶりは――』感想（かんそう）

はどうだね、お嬢さん？」とネズミは、しゃべりかけでアリ

スに向かって言いました。 
 
 「びしょぬれのまんま」とアリスは、ゆううつな声で言い

ました。「ぜんぜん乾燥してくれないみたい」 

 
  「かくなるうえは」とドードーがたちあがって、おもおも

しく述べました。「審議の一時中断動議を提出するものであ

ります、しかる後に一層活力的なる対処法を遡及的速やかに

採択すべく――」 

 
 「日本語しゃべれぇ！」と子ワシがいいました。「そんな

むずかしいことば、半分もわからんぞぅ、それにもっという

と、どうせあんただってわかってないんだろう！」そして子

ワシは顔をかがめて、こっそりと笑いました。ほかの鳥たち

は、きこえよがしにくすくす笑いをしています。 

 
  ドードーは、むっとして言いました。「なにを言いたいか

というと、からだをかわかすには、がくがくかけっこが一番

だってことだよ」 
 
  「がくがくかけっこって、いったいなんですか？」とアリ

ス。べつにしりたいとも思わなかったのですが、ドードーが

そこで口をとめて、だれかが口をはさむべきだと思ってるみ

たいだったし、ほかにだれもききたそうじゃなかったのです。 

 
  ドードーは言いました「おやおや、一番いい説明は、じっ

さいにやってみることだよ」（冬の日なんかには、きみたち

もやってみるといいぞ。だからドードーのやりかたを説明し

ておこうか） 



 
  まずドードーは、なんとなく丸いかんじのかけっこのコー

スをつくりました（「せいかくなかたちはどうでもいいんだ

よ」だそうです）。それから一同みんな、そのコースのあち

こちでいちにつきます。そしてだれも「よーい、どん！」と

いわないのに、みんなすきなときに走りだして、勝手なとき

に止まったので、いつかけっこがおわったのかなかなかわか

りませんでした。でも、みんな三〇分かそこら走って、かな

りかわいてくると、ドードーがいきなりどなりました。「か

けっこおわり！」するとみんなドードーのまわりにむらがっ

て、はあはあいいながら、ききました。「でも、だれが勝っ

たの？」 
 
  この質問は、ドードーとしてもずいぶん考えこまないとこ

たえられませんでした。そこで、ドードーはながいこと、ひ

とさし指をおでこにあててすわりこみ（シェイクスピアの絵

をみると、いつもこういうかっこうをしてるよね）、のこり

はだまってまっています。とうとうドードーはいいました。

「みーんな勝ったんだよ、だから全員が賞品をもらわなきゃ」 
 
 「でも、だれが賞品をくれるの？」かなりの声がいっせい

にききました。 

 
 「そりゃこの子に決まってるだろう」とドードーは、アリ

スを指さしました。するとみんながアリスのまわりにむらが

って、くちぐちにさけびます。「賞品！ 賞品！」 

 
  アリスはどうしたらいいかさっぱりわからず、困ってしま

ってポケットに手をいれると、キャンデーのはこがでてきま

した。（運よく塩水はそこまで入ってこなかったんだ）そし

てそれを賞品としてわたしてまわりました。ちょうどみんな

に一つずつありました。 



 
 「でもこの子だって、自分も賞品をもらわないと、ねえ」

とネズミ。 

 
 「もちろんだ」ドードーは、とってもえらそうです。そし

て「ポケットにはほかになにかもっとるかね？」とアリスに

いいました。 

 
 「ゆびぬき一つだけ」アリスはかなしそうにいいました。 

 

 
 
 「よこしなさい」とドードー。 
 
 するとみんな、またアリスのまわりにむらがって、すると

ドードーがおもおもしくそのゆびぬきを授与しました。「わ

れら一同、このゆーびなゆびぬきをおうけとりいただきたく、



心からおねがいするものである」そして、ドードーのこのみ

じかい演説が終わると、みんなかんせいをあげました。 

 
  アリスは、なにもかもずいぶんとばかばかしいな、とは思

ったのですが、みんながとってもまじめなようすだったので、

死んでもわらったりできませんでした。そして、なにを言っ

ていいか思いつかなかったので、ちょっとおじぎをしただけ

で、なるべくまじめくさったようすで、ゆびぬきをうけとり

ました。 

 
  つぎに、みんながキャンデーを食べるばんです。これはか

なりそうぞうしい混乱（こんらん）をひきおこしました。お

おきな鳥は、キャンデーが小さくてあじわえないともんくを

言うし、小さな鳥はのどにキャンデーをつまらせて、せなか

をたたいてもらわなくてはなりませんでした。でも、それが

やっとおわって、みんなは輪になってすわり、ネズミになに

かもっと話をしてくれ、とせがみます。 

 
 「ご自分の話をしてくれるっておっしゃってましたよね」

とアリス。「なぜ――『い』とか『ね』とかきらいなのかっ

て」アリスはここのところはひそひそ声で言いました。また

ネズミが怒っちゃうんじゃないかと思ったからです。 

 
  「ぼくのは、ながくてかなしいお話なのです」とネズミは、

アリスのほうをむいてため息をつきました。 
 
 「たしかに、ながーい尾話（おはなし）ですねえ」とアリ

スはネズミの尾っぽを見おろしました。「でも、どういうと

ころがかなしいんですか」そして、ねずみがしゃべっている

あいだも、それを考えてばかりいたので、アリスの頭のなか

では、お話はこんなかんじになりました。 

 



    「いえのなかで出く 

  わした犬がねずみに 

いうことにゃ「ふた 

 りで裁判所にいこう、 

  おまえを訴追して 

     やるからさ。―― 
        こいって、いやと 

        はいわせない、 

       ぜひともこれは 

          裁判だ：だって 

              けさはおれほん 

             となにもする 

          ことないから」 

         ねずみ犬にこ 

          たえて言う 

            には「だん 

              さん、陪審 

                  も判事もい 

                   ないそんな 

                 裁判なぞ、 

               するだけ息 

             のむだです 

             がな」「お 

              れが判事で 

                 おれが陪審」 

                   とずるい老犬。 

                  「おれが全 

                件さばき 

              つくし、 

                きさまに 

                  死刑を 

                     宣告し 

                        てくれる。」 

 



 「ちゃんときいてないな！」とネズミは、きびしい調子で

アリスに言いました。「なにを考えてる！」 

 
  「あらもうしわけありません」とアリスは、とってもれい

ぎ正しく言いました。「たしか、くねくねの五番目あたりま

でおっしゃいましたっけ？」 

 
  「そんなことはゆってないぞ」とネズミは、怒ってきつい

声でさけびます。 

 
 「結（ゆ）ってない！」アリスはいつでもおてつだいをし

ようとする子だったので、きょろきょろとあたりを見回しま

した。「じゃああたしがやりますから！」 

 
 「だれがそんなことするもんか」とネズミはたちあがって、

むこうに歩きだしました。「ふざけたことばかりいって、ば

かにしてる！」 

 
 「そんなつもりじゃなかったんです！」とかわいそうなア

リスはうったえました。「でも、あなたもそんな、すぐに怒

らなくても！」 

 
 ねずみはへんじがわりに、うなってみせただけでした。 

 

 



 「もどってきて、お話を最後まできかせて！」アリスはう

しろからよびかけて、ほかのみんなもそれに声をあわせまし

た。「うん、たのむよ！」でも、ネズミは怒ったように首を

ふるだけで、もっと足ばやにいってしまいます。 
 
 「いっちゃうなんて、まあなんでしょうねえ！」ねずみの

すがたが、完全に見えなくなるとすぐ、インコがためいきを

つきました。おばあちゃんガニが、ここぞとばかりにむすめ

にお説教です。「ほらごらん、いい子ですからね、あなたは

ぜったいカッカしちゃだめよ！」すると若いカニが、ちょっ

ときつくこたえます。「うっさいわね、母さん。母さんにか

かったら、しんぼうづよいカキでも頭にくるわよ！」 
 
  「ダイナがいたらいいのになあ、ぜったい」とアリスは、

だれに言うともなく、声に出していいました。「そしたらす

ぐにつれてきてくれるのに」 
 
 「そしてあえておたずねしてよろしければ、そのダイナと

はどなたですかな？」とインコ。 

 
 アリスはうれしそうにこたえました。自分のペットの話は、

どんなときでもしたくてたまらなかったからです。「ダイナ

は、うちのねこなの。それで、ねずみとりのうでまえは、思

いもよらないくらいにすごいんですよ！ それと、小鳥をね

らったときなんか、お見せしたいくらい！ 小鳥なんて、見

たしゅんかんにたべちゃうんです！」 

 
  この話で、一同は目に見えていろめきたちました。すぐに

あわててそこをはなれる鳥もいます。おとしよりのカササギ

は、しんちょうにみづくろいをはじめてこう言います。「そ

ろそろ家にかえりませんとねえ。夜風がどうも、のどにきつ

いもんでして」そしてカナリアがふるえる声で、子どもたち



によびかけます。「ほらみんな、いらっしゃい！ みんなと

っくにおねむの時間よ！」なんだかんだと口実をつけて、み

んなどこかへいってしまい、やがてアリス一人がのこされて

しまいました。 
 
 「ダイナのこと、いわなきゃよかった！」とアリスはゆう

うつにつぶやきました。「ここらだと、だれもあの子がすき

じゃないみたい。ぜったいに世界で一番いいねこなのに！ 

ああかわいいダイナ、もう二度とおまえに会えないんじゃな

いかしら」そしてここで、かわいそうなアリスはまた泣き出

しました。とってもさびしくて、おちこんでいたからです。

でもちょっとしたら、遠くのほうからピタピタいう小さな足

音がきこえてきました。アリスはよろこんで顔をあげました。

ネズミの気がかわって、おなはしを最後までしようとしても

どってきたのかな、とすこし思ったのです。 
 

目次にもどる 

  



4. うさぎ、小さなビルをおくりこむ 
 
 それはあの白うさぎで、ゆっくりトコトコともどってきな

がら、困ったようにあたりを見まわしています。なにかなく

したみたいです。そして、こうつぶやいているのがきこえま

した。「公爵夫人が、公爵夫人が！ かわいい前足！ 毛皮

やらひげやら！ フェレットがフェレットであるくらい確実

に、処刑されちゃうぞ！ まったくいったいどこでおとした

のかなあ？」アリスはすぐに、うさぎがさがしているのがせ

んすと白い子ヤギ皮の手ぶくろだとおもいついて、親切な子

らしく自分もさがしはじめましたが、どこにも見あたりませ

ん― ―池での一泳ぎでなにもかもかわっちゃったみたいで、

あのおっきなろうかは、ガラスのテーブルや小さなとびらと

もども、完全に消えうせていました。 
 
 さがしまわっていると、すぐにうさぎがアリスに気がつい

て、怒った声でこうよびかけました。「おやメリーアン、お

まえはいったい、こんなとこでなにしてる？ いますぐに家

に走ってかえって、手ぶくろとせんすをとってこい！」アリ

スはとってもこわかったので、すぐにうさぎの指さすほうに

かけだして、人ちがいです、と説明したりはしませんでした。 

 
  「女中とまちがえたのね」とはしりながらアリスは考えま

した。 「あたしがだれだかわかったら、すごくおどろくだろ

うな！ でもせんすと手ぶくろをとってこないと― ―みつか

れば、だけどね」こう言ったときに、きれいな小さいおうち

にやってきました。そのとびらには、ぴかぴかのしんちゅう

板がかかっていて「しろうさぎ」という名前がほってありま

した。ノックせずに中に入って、いそいで二かいへ急ぎまし

た。そうしないとほんもののメリーアンに出くわして、せん



すと手ぶくろを見つけるまでに家から追い出されるんじゃな

いかと、すごくこわかったのです。 

 
  「へんなの、うさぎのおつかいをしてるなんて！」とアリ

スはつぶやきました。「つぎはダイナにおつかいさせられる

のかな！」そしてアリスは、そうなったら何がおきるか想像

をはじめました。「『アリスおじょうさま！ すぐにいらし

て、おさんぽのしたくをなさい！』『すぐいく、保母さん！ 

でもネズミがにげださないようにみはってないと』でも、ダ

イナがそんなふうに人に命令しだしたら、おうちにいさせて

もらえなくなると思うけど！」 

 
  このころには、きちんとした小さな部屋にたどりついてい

ました。窓ぎわにテーブルがあって、そこに（思ったとおり）

せんすと、小さな子ヤギ皮の手ぶくろが、二、三組おいてあ

りました。せんすに手ぶくろを一組手にとって、部屋を出よ

うとしたちょうどそのとき、鏡の近くにたっている小さなび

んが目にとまりました。こんどは「のんで」と書いてあるラ

ベルはなかったのですが、それでもふたのコルクをとって、

くちびるにあてました。「なんでも食べたりのんだりすると、

ぜったいなーんかおもしろいことがおきるんだな。だから、

このびんがなにをするか、ためしてみようっと。もっと大き

くしてくれるといいんだけど。こんなちっぽけでいるのは、

もうすっかりあきちゃったもん」 

 
  たしかにそうなりました。しかも思ったよりずっとはやく。

びんの半分ものまないうちに、頭が天井におしつけられて、

首がおれないようにするには、かがむしかありませんでした。

アリスはすぐにびんをおいて、つぶやきます。「もうこのく

らいでたくさん― ―もうこれいじょうは大きくならないとい

いけど― ―いまだってもう戸口から出られない― ―あんなに

のまなきゃよかった！」 



 
 ざんねん！ そんなこといってもいまさらおそい！ アリ

スはどんどん大きく、もっと大きくなっていって、やがて床

にひざをつくしかありません。もう一分もすると、これでも

場所がなくなってきて、片ひじをとびらにくっつけて、もう

片うでは頭にまきつけて、よこになるみたいなかんじにして

みました。それでもまだ大きくなりつづけて、窓から片うで

をだして、片足はえんとつにつっこみました。そしてこうつ

ぶやきます。「もうこれで、なにがおきてもどうしようもな

いわ。いったいどうなっちゃうんだろう？」 

 

 
 
 アリスとしては運のいいことに、小さなまほうのびんは、

もうききめがぜんぶ出つくして、それ以上は大きくなりませ

んでした。それでも、とてもいごこちは悪かったし、この部

屋から二度と出られるみこみも、ぜったいになさそうだった

ので、アリスがあまりうれしくなかったのもあたりまえです

ね。 
 
  「おうちのほうがずっとよかったわ」かわいそうなアリス

は考えました。「おっきくなったりちっちゃくなったりばっ



かしじゃなかったし、ネズミやうさぎにこきつかわれたりも

しなかったし。あのうさぎの穴に入らなきゃよかったと思う

ほど― ―でも― ―でもね― ―ちょっとおもしろいわよね、こ

ういう生き方って！ あたし、いったいどうしちゃったのか

な、とか考えちゃうし！ おとぎばなしをよんだときには、

そういうことはおこらないんだと思ったけど、いまはこうし

てそのまん中にいるんだ！ あたしのことを本に書くべきよ

ね、そうですとも！ だから大きくなったら、あたしが書こ

うっと― ―でも、いまもおっきくはなってるんだわ」とかな

しそうにアリスはつけくわえました。「すくなくともここで

は、これ以上大きくなるよゆうはないわね」 

 
 「でもそしたら、あたしはいまよりぜんぜん歳（とし）も

とらないってこと？ それはある意味で、ほっとするわね― 
―ぜったいにおばあちゃんにならないなんて― ―でもすると

― ―いつもお勉強しなきゃいけないってこと？ そんなのや

ーよ！」 

 
  「ああ、アリスのおばかさん」とアリスは自分でへんじを

しました。「ここでお勉強なんかできないでしょ。だって、

あなた一人でもぎゅうぎゅうなのに、教科書のはいるとこな

んか、ぜんぜんないわよ！」 
 
  そしてアリスはそのままつづけました。まずは片側になっ

てしゃべり、それからその相手になってしゃべり、なんだか

んだでかなり会話をつづけました。でも何分かして、外で声

がしたので、やめてきき耳をたてました。 
 
  「メリーアン！ メリーアン！ いますぐ手ぶくろをもっ

てこい！」と声がいいます。そしてぴたぴたと小さな足音が、

階段できこえました。うさぎがさがしにきたな、とわかった

ので、アリスはがたがたふるえて、それで家もゆれましたが、



そこで自分がいまはうさぎの千倍も大きくて、ぜんぜんこわ

がらなくていいんだ、というのを思いだしました。 

 
 すぐにうさぎが戸口にやってきて、それをあけようとしま

した。が、とびらは内がわにひらくようになっていて、アリ

スのひじがそれをしっかりおさえるかっこうになっていまし

た。だもんで、やってもダメでした。アリスはうさぎがこう

つぶやくのをききました。「じゃあまわりこんで、窓から入

ってやる」 

 
 「そうはさせないわよ」とアリスは思って、音のかんじで

うさぎが窓のすぐ下まできたな、と思ったときに、いきなり

手をひろげて宙をつかみました。なにもつかめませんでした

が、小さなひめいが聞こえて、たおれる音がして、そしてガ

ラスのわれる音がして、だからたぶん、うさぎはキュウリの

温室（おんしつ）か、なんかそんなものの上にたおれたのか

も、とアリスは思いました。 

 

 



  つぎに怒った声がします― ―うさぎのです― ―「パッ

ト！ パット！ どこだ？」するとアリスのきいたことのな

い声が「へいへいこっちですよ！ リンゴほりしてまっせ、

せんせい！」 
 
  「リンゴほり、がきいてあきれる！」とうさぎは怒って言

います。「こい！ こっから出るのてつだってくれ！」（も

っとガラスのわれる音） 
 
 「さてパット、あの窓にいるのは、ありゃなんだね？」 
 
 「うでにきまってますがな、せんせい！」（でもはつおん

は、「しぇんしぇえ」だったけど） 

  
「うでだと、このばか。あんなでかいうでがあるか！ 窓い

っぱいほどもあるだろう！」 

 
 「そりゃそのとおりですけどね、せんせい、でもうでには

ちがいありませんや」 

 
 「とにかく、あんなものがあそこにいちゃいかん。おまえ

いって、どかしてこい！」 

 
  ここでみんな、ずっとだまってしまいました。そしてきこ

えるのは、ときどきひそひそ声だけ。「うんにゃ、いやです

よぅせんせい、だんじて、だんじて！」「いわれたとおりに

せんか、このおくびょうものめが！」そしてアリスはついに

また手をひろげて、もう一回宙をつかんでみました。こんど

は、小さなひめいが二つあがって、またガラスのわれる音が

しました。「ここらへんって、キュウリの温室（おんしつ）

だらけなのねぇ」とアリスは思いました。「さて、こんどは

どうするつもりかしら？ 窓からひっぱり出すつもりなら、



ほんとにそれでうまくいけばいいんだけど。だってあたしだ

ってもうここにはいたくないんだもん！」 

 
  しばらくは、なにもきこえないまま、まっていました。や

っと、小さな手おし車がたくさんガタガタいう音がきこえて、

話しあっているたくさんの声がします。ききとれたことばは

こんなふうです。「もいっこのはしごはどこだ？― ―え、お

れはかたっぽもってきただけだよ／もいっこはビルだ― ―ビ

ル！ ここにもってこいって、ぼうず！― ―ほれ、こっちの

かどに立てるんだよ― ―バカ、まずゆわえんだって― ―そん

だけじゃ半分しかとどかねえ― ―よーし！ それでなんとか

なるっしょ／おい、なんかいったか― ―ほれビル、ロープの

こっちのはしっこつかまえてくれ― ―屋根がもつかなあ― ―
そこ、屋根石がゆるんでるから― ―ほーら落ちた！ ふせ

ろ！」（おっきなガシャンという音）― ―「おい、いまのだ

れがやった？― ―ビルだと思うね― ―だれがえんとつから入

る？― ―えー、おれはいやだよ！ おまえやれって！― ―え

ー、おれやですぅ！― ―ビルにいかせましょう― ―おいビ

ル！ おやぶんが、おまえにえんとつ入れって！」 

 
 「あらそう！ じゃあビルはえんとつから入ってこなきゃ

ならないってわけ？ へえ、そうなんだ！」とアリスはつぶ

やきました。「まったく、みんななんでもビルにおしつける

のね。あたしなら、どうあってもビルの身にはなりたくない

なあ。このだんろはたしかにせまいけどでも、ちょっとはけ

っとばせるんじゃないかなー！」 
 
  アリスがえんとつの足をできるだけ下までおろしてまって

いると、小さな動物（どんな動物かはわかりませんでした）

が、えんとつのすぐ上のところで、カサコソとうごくのがき

こえました。そこでアリスはこう思いました。「これがビル



ね」そしてするどく一発けりを入れて、どうなるかまちかま

えました。 

 
  最初にきこえたのは、みんながいっ

せいに合唱する声です。「ビルがあがっ

たあがったぁ！」そしてうさぎの声がそ

こでしました― ―「おい、キャッチしろ、

しげみんとこのおまえ！」そしてしずか

になって、それから口々に声がきこえま

す― ―「頭をもちあげろ― ―ブランデ

ーだ― ―息をつまらせるな― ―どうだ

った、ぼうず！ なにがあった？ なに

もかも話してみろ！」 

 
  最後に、よわよわしい小さな、キイ

キイ声がきこえました（「あれがビルね」

とアリスは思いました）「ええ、ぜんぜ

んわかんないんっすけど― ―いやもうけ

っこう、どうも。もうだいじょうぶっす

― ―でもちょいと目がまわっちまって話

どころじゃ― ―わかったのは、なんかがビックリばこみたい

にせまってきて、それでおいら、ロケットみたいにビューン、

でして！」 

 
  「いやはやあんた、まったくそのとおりだねえ」とみんな。 

 
  「これは家に火をつけるしかないぞ！」とうさぎの声がい

いました。そこでアリスはおもいっきり声をはりあげました。

「そんなことをしたら、ダイナをけしかけてやるから！」 

 
  すぐに死んだみたいにしずかになったので、アリスは考え

ました。「つぎはいったいなにをする気かしら！ ちょっと



でも頭があれば、屋根をはずすはずだけど」一分かそこらで、

また一同は動きまわりはじめ、うさぎの声がきこえました。

「手おし車いっぱいくらいでいいな、手はじめに」 

 
  「手おし車いっぱいのなんなの？」とアリスは思いました。

でも、すぐにわかることになりました。というのも、つぎの

しゅんかんに、小石が雨あられと窓からとびこんできて、い

くつか顔にあたったのです。「やめさせてやるわ」とアリス

はつぶやいて、どなりました。「あんたたち、二度とやった

らしょうちしないわよ！」するとまた、死んだようにしずか

になりました。 

 
 その小石が床にころがると、みんなケーキにかわっていっ

たので、アリスはちょっとおどろきました。そしてすばらし

いアイデアがひらめきました。「このケーキをひとつ食べれ

ば、まちがいなく大きさがかわるはずよ。それでこれ以上は

ぜったいおっきくなれないから、かならず小さくなる、と思

う」 

 
  そこでケーキを一つのみこんでみると、すぐにちぢみだし

たので、アリスはおおよろこびでした。とびらをとおれるく

らい小さくなると、すぐに走ってそのおうちを出ました。外

では、小さな動物や鳥たちがかなりたくさんまちかまえてい

ました。かわいそうな小トカゲのビルが、そのまん中にいて、

それを介抱（かいほう）しているモルモット二ひきの手で、

びんからなにかをのませてもらっています。みんな、アリス

があらわれたとたんに、いっせいにかけよってきました。で

もアリスはおもいっきり走って、やがて深い森にはいったの

でひとまず安心。 

 
  「まずやんなきゃいけないのは、もとの大きさにもどるこ

とね」とアリスは、森のなかをさまよいながらつぶやきまし



た。「そして二ばんめに、あのきれいなお庭へのいきかたを

見つけることよ。それが一番いい計画だわ」 

 
  たしかに、すばらしい計画なのはまちがいないですし、と

っても単純明快（たんじゅんめいかい）です。ただし一つだ

け困ったことに、どこから手をつけていいやら、さっぱり見

当もつかなかったのです。そしてそうやって木の間を不安そ

うにのぞいていると、小さくてするどいほえ声がして、アリ

スはあわてて上を見ました。 

 
 きょだいなワンちゃんが、おっきなまるい目でこっちをみ

おろし、まえ足をかたっぽ、おずおずとさしのべて、アリス

にさわろうとしています。「まあかわいそうに」とアリスは、

なだめるような声で言うと、いっしょうけんめい口ぶえをふ

いてやろうとしました。でも、そのとき、そのワンちゃんが

おなかをすかせてたらどうしようとおもって、とてもこわか

ったのです。もしそうなら、どんなになだめても、たぶんす

ぐにアリスを食べちゃうはずでしょう。 

 

 



 
 自分でもなぜだかわからないまま、アリスは小さな棒っき

れをひろって、それをワンちゃんのほうにさしだしました。

するとワンちゃんは、四本足でぴょんととんで、うれしそう

にほえると、棒っきれにかけよってきて、それにかまけてる

ふりをします。そこでアリスは、おっきなイバラの後ろにか

くれて、おしつぶされないようにしました。反対側から出て

きたとたんに、ワンちゃんはもう一回、棒っきれにとびつい

て、それをおさえようとして頭からゴロゴロころがってしま

いました。そしてアリスは、これはまるでばしゃ馬とあそん

でるみたいで、いつふみつぶされるかわからないわ、と思い

ながら、またいばらのむこう側に走っていきました。そして

ワンちゃんは、何度か棒っきれにみじかくとっしんをくりか

えします。前にはほんのちょっとだけすすんで、それからお

もいっきりさがって、そのあいだずっとワンワンとほえてい

ました。そしてとうとう、ずっとはなれたところですわりこ

み、ベロをだらりとたらし、息をハアハアいわせて、おっき

な目を半分とじています。 
 
  これは、にげだすぜっこうのチャンスだとおもったので、

アリスはすぐにかけだして、かなりつかれて息がきれるまで、

走りつづけました。ワンちゃんのほえる声は、もう遠くでか

すかにきこえるだけでした。 

 
 「でも、すっごくかわいいワンちゃんだったなあ」とアリ

スは考えながら、キンポウゲにもたれてやすんで、はっぱで

自分をあおぎました。「芸を教えたかったなあ― ―あたしさ

えちゃんとした大きさだったら！ あ、そうだった！ あた

し、また大きくならないと！ わすれるとこだったわ。さー

て― ―どうすればいいのかな？ たぶんなんかしら、食べる

かのむかすればいいんでしょうね。でもなにを？ それが大

問題だわ」 



 
 たしかにそれは大問題でした。なにを？ まわりをぐるっ

と見ても、花やはっぱは目に入りますが、いまのじょうたい

で食べたりのんだりするのによさそうなものは、なんにも見

あたりません。近くに、アリスと同じくらいのせたけのキノ

コがありました。アリスはその下をのぞいて、両側を見て、

うら側も見てみたので、じゃあついでに、てっぺんになにが

あるかも見てやろう、と思いつきました。 
 
 つま先立ちになって、キノコのふちから上をのぞくと、そ

の目がおっきないもむしの目と、すぐにばっちりあってしま

いました。そいつはキノコのてっぺんにうで組みをしてすわ

り、しずかにながーい水パイプをすっていて、アリスも、そ

れ以外のなにごとも、ぜんぜんどうでもいい、というようす

でした。 

 
目次にもどる 

  



5. いもむしの忠告 
 

 
 
 いもむしとアリスは、しばらくだまっておたがいを見つめ

ていました。とうとういもむしが、口から水パイプをとって、

めんどうくさそうな、ねむたい声で呼びかけてきました。 
 
 「あんた、だれ？」といもむしが言います。 

 
 これは会話の出だしとしては、あんまり気乗りするものじ

ゃありません。アリスは、ちょっともじもじしながら答えま

した。「あ、あ、あの、あまりよくわかんないんです、いま

のところ― ―少なくとも、けさ起きたときには、自分がだれ

だったかはわかってたんですけど、でもそれからあたし、何

回か変わったみたいで」 



 
 「そりゃいったいどういうことだね」といもむしはきびし

い声で申します。「自分の言いたいことも言えんのか！」 

 
 アリスは言いました。「はい、自分の言いたいことが言え

ないんです。だってあたし、自分じゃないんですもん、ね？」 
 
 「『ね？』じゃない」といもむしが言います。 
 
 「これでもせいいっぱいの説明なんです」とアリスはとて

もれいぎ正しくこたえました。「なぜって、自分でもわけが

わからないし、一日でこんなに大きさがいろいろかわると、

すごく頭がこんがらがるんです」 

 
 「がらないね」といもむし。 

 
 「まあ、あなたはそういうふうには感じてらっしゃらない

かもしれないけれど、でもいずれサナギになって― ―だって

いつかなるんですからね― ―それからチョウチョになったら、

たぶんきみょうな気分になると思うんですけど。思いませ

ん？」 
 
 「ちっとも」といもむし。 

 
 「じゃあまあ、あなたの感じかたはちがうかもしれません

けれど、でもあたしとして言えるのは、あたしにはすごくき

みょうな感じだってことです」 
 
  「あんた、か！」といもむしはバカにしたように言いまし

た。「あんた、だれ？」 

 



 これで話がふりだしにもどりました。アリスは、いもむし

がずいぶんとみじかい返事しかしないので、ちょっと頭にき

ました。そこでむねをはって、とてもおもおもしく言いまし

た。「思うんですけれど、あなたもご自分のことをまず話し

てくださらないと」 

 
 「どうして？」といもむし。 

 
 これまたなやましい質問です。そしてアリスはいい理由を

考えつかなかったし、いもむしもずいぶんときげんがよくな

いようだったので、あっちにいくことにしました。 

 
 「もどっといで！」といもむしがうしろからよびかけまし

た。「だいじな話があるんじゃ！」 
 
 これはどうも、なかなか期待できそうです。そこでアリス

は向きをかえると、またもどってきました。 

 
  「カッカするな」といもむし。 

 
 「それだけ？」とアリスは、はらがたつのをひっしでおさ

えて言いました。 

 
 「いや」といもむし。 

 
 じゃあまちましょうか、とアリスは思いました。ほかにす

ることもなかったし、それにホントに聞くねうちのあること

を言ってくれるかもしれないじゃないですか。何分か、いも

むしはなにも言わずに水パイプをふかしているだけでしたが、

とうとううで組みをといて、パイプを口からだすと言いまし

た。「で、自分が変わったと思うんだって？」 

 



  「ええ、どうもそうなんです。むかしみたいにいろんなこ

とがおもいだせなくて― ―それに十分と同じ大きさでいられ

ないんです！」 

 
  「おもいだせないって、どんなこと？」といもむし。 
 
 「ええ、『えらい小さなハチさん』を暗唱しようとしたん

ですけれど、ぜんぜんちがったものになっちゃったんです！」

アリスはゆううつな声でこたえました。 

 
 「『ウィリアム父さんお歳をめして』を暗唱してみぃ」と

いもむし。 

 
 アリスはうでを組んで、暗唱をはじめました。 

 
*     *     *     *     * 

 

 



 
『ウィリアム父さんお歳をめして』とお若い人が言いました。 

『かみもとっくにまっ白だ。 

なのにがんこにさか立ちざんまい― ― 
そんなお歳でだいじょうぶ？』 

 
ウィリアム父さん、息子にこたえ、 

『わかい頃にはさかだちすると、 

脳みそはかいがこわかった。こわれる脳などないとわかった

いまは、 

なんどもなんどもやらいでか！』 

 

 
 

『ウィリアム父さんお歳をめして』とお若い人、 

『これはさっきも言ったけど。そして異様（いよう）なデブ

ちんだ。 

なのに戸口でばくてんを― ― 
いったいどういうわけですかい？』 



 
老人、グレーの巻き毛をゆする。 

『わかい頃にはこの軟膏（なんこう）で 

手足をきちんとととのえた。 

一箱一シリングで買わんかね？』 
 

 
 

『ウィリアム父さんお歳をめして』とお若い人、 

『あごも弱ってあぶらみしかかめぬ 

なのにガチョウを骨、くちばしまでペロリ― ― 
いったいどうすりゃそんなこと？』 

 
父さんが言うことにゃ 

『わかい頃には法律まなび 

すべてを女房と口論三昧 

それであごに筋肉ついて、それが一生保ったのよ』 

 



 
 

『ウィリアム父さんお歳をめして』とお若い人、 

『目だって前より弱ったはずだ 

なのに鼻のてっぺんにウナギをたてる― ― 
いったいなぜにそんなに器用？』 

 
『質問三つこたえたら、もうたくさん』と 

お父さん。『なにを気取ってやがるんだ！ 

日がなそんなのきいてられっか！ 

失せろ、さもなきゃ階段からけり落とす！』 
 

*     *     *     *     * 
 
 
 
 
 



 「いまのはまちがっとるなあ」といもむしは申しました。 
 
 「完全には正しくないです、やっぱり」とアリスは、ちぢ

こまって言いました。「ことばがところどころで変わっちゃ

ってます」 
 
 「最初っから最後まで、まちがいどおしじゃ」といもむし

は決めつけるように言って、また数分ほど沈黙（ちんもく）

がつづきました。 

 
 まずいもむしが口をひらきました。 
 
 「どんな大きさになりたいね？」とそいつがたずねます。 

 
 「あ、大きさはべつにどうでもいいんです」とアリスはい

そいでへんじをしました。「ただ、こんなにしょっちゅう大

きさが変わるのがいやなだけなんです、ね？」 

 
 「『ね？』じゃない」といもむしが言います。 

 
 アリスはなにも言いませんでした。生まれてこのかた、こ

んなに茶々を入れられたのははじめてでした。だんだん頭に

きはじめてるのがわかります。 

 
 「それでいまは満足なの？」といもむしが言いました。 

 
 「まあ、もしなんでしたら、もうちょっと大きくはなりた

いです。身長8センチだと、ちょっとやりきれないんですもの」 
 
 「じつによろしい身長だぞ、それは！」といもむしは怒っ

たようにいいながら、まっすぐたちあがってみせました（ち

ょうど身長8センチでした）。 



 
  「でもあたしはなれてないんですもん！」とかわいそうな

アリスは、あわれっぽくうったえました。そしてこう思いま

した。「まったくこの生き物たち、どうしてこうすぐに怒る

んだろ！」 
 
 「いずれなれる」といもむしは、水パイプを口にもどして、

またふかしはじめました。 

 
 アリスはこんどは、いもむしがまたしゃべる気になるまで、

じっとがまんしてまっていました。一分かそこらすると、い

もむしは水パイプを口からだして、一、二回あくびをすると、

みぶるいしました。それからキノコをおりて、草のなかには

いこんでいってしまいました。そしてそのとき、あっさりこ

う言いました。「片側でせがのびるし、反対側でせがちぢむ」 

 
  「片側って、なんの？ 反対側って、なんの？」とアリス

は、頭のなかで考えました。 
 
  「キノコの」といもむしが、まるでアリスがいまの質問を

声にだしたかのように言いました。そしてつぎのしゅんかん、

見えなくなっていました。 

 
 アリスは、しばらく考えこんでキノコをながめていました。

どっちがその両側になるのか、わからなかったのです。キノ

コは完全にまん丸で、アリスはこれがとてもむずかしい問題

だな、と思いました。でもとうとう、おもいっきりキノコの

まわりに両手をのばして、左右の手でそれぞれキノコのはし

っこをむしりとりました。 

 
  「さて、これでどっちがどっちかな？」とアリスはつぶや

き、右手のかけらをちょっとかじって、どうなるかためして



みました。つぎのしゅんかん、あごの下にすごい一げきをく

らってしまいました。あごが足にぶつかったのです！ 

 
  いきなり変わったので、アリスはえらくおびえましたが、

すごいいきおいでちぢんでいたので、これはぼやぼやしてら

れない、と思いました。そこですぐに、もう片方をたべる作

業にかかりました。なにせあごが足にぴったりおしつけられ

ていて、ほとんど口があけられません。でもなんとかやりと

げて、左手のかけらをなんとかのみこみました。 

 
*     *     *     *     * 

*     *     *     * 
*     *     *     *     * 

 
  「わーい、やっと頭が自由になった！」とアリスはうれし

そうにいいましたが、それはいっしゅんでおどろきにかわり

ました。自分のかたがどこにも見つからないのです。見おろ

しても見えるのは、すさまじいながさの首で、それはまるで

はるか下のほうにある緑のはっぱの海から、ツルみたいにの

びています。 
 
  「あのみどりのものは、いったいぜんたいなにかしら？ 

それとあたしのかたはいったいどこ？それにかわいそうな手、

どうして見えないのよ！」こう言いながらも、アリスは手を

動かしていましたが、でもなにも変わりません。ずっと遠く

のみどりのはっぱが、ちょっとガサガサするだけです。 

 
  手を頭のほうにもってくるのはぜつぼうてきだったので、

頭のほうを手までおろそうとしてみました。するとうれしい

ことに、首はいろんな方向に、ヘビみたいにらくらくと曲が

るじゃないですか。ちょうど首をゆうびにくねくねとうまく

曲げて、はっぱの中にとびこもうとしました。そのはっぱは、



実はさっきまでうろうろしていた森の木のてっぺんにすぎま

せんでした。するとそのとき、するどいシューっという音が

して、アリスはあわてて顔をひっこめました。おっきなハト

が顔にとびかかってきて、つばさでアリスをぼかすかなぐっ

ています。 

 
 「ヘビめ！」とハトがさけびました。 

 
 「だれがヘビよ！」とアリスは怒って言いました。「ほっ

といて！」 
 
 「やっぱりヘビじゃないか！」とハトはくりかえしました

が、こんどはちょっと元気がなくて、なんだか泣いてるみた

いでした。「なにもかもためしてみたのに、こいつらどうし

ても気がすまないんだからね！」 

 
 「なんのお話だか、まるでさっぱり」とアリス。 

 
  「木の根っこもためして、川岸もためして、生けがきもた

めしてみたのに」とハトはアリスにおかまいなしにつづけま

す。「でもあのヘビどもときたら、いっこうにお気にめさな

い！」 

 
 アリスはますますわけがわからなくなりましたが、ハトが

話し終えるまでは、なにをいってもむだだな、と思いました。 

 
 「たまごをかえすだけでもいいかげん、たいへんだっての

に」とハト。「おまけによるもひるも、ヘビがこないか見張

ってなきゃなんない！ この三週間、もうほんのちょっとも

ねてないんだよ！」 

 



  「たいへんですねえ、おきのどく」アリスは、だんだんハ

トがなにをいいたいのかわかってきました。 

 
 「それで、やっと森のなかで一番高い木に巣をつくったば

かりなのに」とハトの声があがってかなきり声になりました。

「やっとあいつらから解放（かいほう）されたと思ったとき

に、空からくねくねふってくるんだから！ まったくヘビと

きたら！」 
 
 「だからぁ、ヘビじゃないって言ってるでしょう！」とア

リス。「あ、あ、あたしは― ―」 

 
 「ふん、じゃああんた、いったいなんなのさ！」とハトが

言います。「なんかでまかせ言おうとしてるわね！」 
 
 「あ、あたしは女の子よ」とアリスは、ちょっと自信なさ

そうに言いました。今日一日で自分がなんども変わったのを

思いだしたからです。 
 
 「もうチトじょうずなウソついたらどうよ」とハトは、も

のすごくバカにした口ぶりで言いました。「女の子なら、こ

れまでたくさん見てきたけどね、そんな首したのは、一人だ

って見たことないよ！ いやいや、あんたヘビだよ。ごまか

したってダメだい。するとなんだい、こんどはたまごを食べ

たことないなんて言い出すんだろう！」 

 
 「たまごなら食べたことありますとも」アリスはとっても

正直な子だったのです。「でも女の子だって、ヘビと同じく

らいたまごを食べるのよ」 

 



 「信じるもんですか」とハトが言います。「でももしそう

なら、女の子だってヘビの一種さね。あたしに言えるのはそ

んだけだよ」 

 
 これはアリスにしてみれば、まったく新しい考え方でした

ので、一分かそこらはなにも言えませんでしたので、それを

とらえて、ハトはこうつけくわえました。「あんたがたまご

をさがしてるんだ、そこんとこはまちがいないね。だったら

あんたが女の子だろうとヘビだろうと、あたしにゃなんのち

がいもないだろが！」 

 
  「あたしにはかなりのちがいなの！」とアリスはすぐに言

いました。「でも、あいにくとたまごなんかさがしてないも

ん。それにさがしててもあんたのなんかいらないわ。なまた

まごはきらいだもの」 

 
 「だったらさっさと失せな！」とハトはつっけんどんに言

って、また自分の巣にもどりました。アリスは、なんとかか

んとか森のなかで身をかがめました。というのも首があちこ

ちでえだにからまってばかりいたので、そのたびに止まって

ほどかなくてはならなかったのです。しばらくして、自分が

キノコのかけらをまだ手に持っていたのを思いだして、とっ

ても気をつけて作業にかかり、まずは片方をかじって、それ

から反対側を、というぐあいにして、ときどきは大きくなっ

て、ときどきは小さくなって、やがてなんとかいつもの大き

さにもどったのでした。 

 
  まともな大きさくらいになったのは、ずいぶんひさしぶり

でしたので、かえってかなりきみょうな感じがしました。で

も数分でそれになれて、いつものように一人ごとをはじめま

した。「わーい、これで計画が半分たっせいだぞ！ こんな

に変わるなんて、不思議よね！ 毎分毎分、自分がなんにな



るのかちっともわかんない。でも、もとの大きさにはもどっ

た、と。つぎはあのきれいなお庭に入ることね― ―それって

いったいどうやったらいいだろ？」こう言ったとき、いきな

りひらけた場所に出て、そこに高さ120センチくらいの小さな

おうちがありました。「だれが住んでるのか知らないけど」

とアリスは思いました。「こんな大きさでちかよるわけには

いかないわね。だって死ぬほどこわがらせちゃうわ！」そこ

でまた右手のかけらをかじりはじめて、身長25センチになる

まで、けっしておうちには近づきませんでした。 

 
目次にもどる 

  



6. ぶたとコショウ 
 

 
 
 一分かそこら、アリスはそのままおうちをながめていて、

つぎにどうしようかと思っていると、いきなりお仕着せすが

たの召使い（めしつかい）が、森からかけだしてきました― 
―（それが召使い（めしつかい）だと思ったのは、お仕着せ

をきていたからです。さもなければ、顔だけみたらそれはお

さかなだと思ったはず）― ―そしてげんこつでそうぞうしく

とびらをノックしました。それをあけたのは、これまたお仕

着せすがたのべつの召使い（めしつかい）で、丸い顔とおお

きな目をしてカエルみたいです。そして召使い（めしつかい）

二人とも、おしろいをまぶしたかみの毛をしていて、それが

頭一面でカールをまいています。いったいなんのさわぎかな、

とアリスはすごく知りたくなって、ちょっと森からしのび出

ると、きき耳をたてました。 



 
  おさかな召使い（めしつかい）は、まずうでの下からおっ

きな手紙をとりだしました。自分とほとんど同じくらいおっ

きな手紙です。そしてこれを相手にわたしながら、おもおも

しい口ぶりでこう言いました。「公爵夫人どのへ～、女王さ

まより～、クロケーのごしょうたい～」。カエル召使い（め

しつかい）は、同じようなおもおもしい口ぶりでくりかえし

ましたが、ことばの順番をちょっと変えました。「女王さま

より～、クロケーのごしょうたい～、公爵夫人どのへ～」 

 
  そして両方とも、ふかぶかとおじぎをして、するとカール

がからまってしまいました。 

 
 アリスはこれを見てゲラゲラわらってしまって、きこえる

のがこわくて、森にかけもどったほどでした。そしてつぎに

またのぞいてみると、おさかな召使い（めしつかい）はいな

くなっていて、もう片方が、とびら近くの地面にすわって、

ぽかーんと空を見あげています。 

 
  アリスはおずおずととびらのところへいって、ノックしま

した。 

 
  「ノックなんかしてもむだよーん」と召使い（めしつかい）

が言いました。「わけは二つね。まずあたしがあんたと同じ

で、ドアのこっち側にいるもんねー。つぎに、中ではすんご

いそうぞうしいもんで、だれもあんたのノックなんかきこえ

やしないのよーん」そしてたしかに、中ではまあとんでもな

い大そうどうになってるようです― ―だれかずっと泣きわめ

いてはくしゃみをして、しょっちゅうものすごいガシャーン

というお皿かやかんがこなごなになったみたいな音がするの

です。 

 



  「おねがい、そうしたら、あたしはどうやって入ればいい

のかしら」とアリス。 

 
  「ドアがあたしたちのあいだにあったら、あんたがノック

しても、ちょいとはいみがあるかもしれないけど」と召使い

（めしつかい）は、アリスにかまわず先をつづけます。「た

とえば、あんたが中にいたら、ノックすれば、あたしが出し

たげられるんだけどねぇ」こういいながら、かれはずっと空

を見あげたままで、アリスはこれはどう考えても、失礼せん

ばんだと思いました。「でも、しかたないのかもね」とアリ

スはつぶやきました。「だってお目目があんな頭のすっごく

てっぺんにあるんですもん。でもそれにしても、きいたら返

事くらいすればいいのに。― ―どうやって入ればいいの？」

と声にだしてアリスはくりかえしました。 

 
 召使い（めしつかい）は言います。「あたしゃここにすわ

ってるわぁ、あしたになっても― ―」 

 
  このときおうちのドアがあいて、おっきなお皿がシュルル

ッと、めしつかいの頭めがけてとんできました。そしてその

鼻をかすめると、うしろの木にあたってこなごなになりまし

た。 

 
 「― ―ひょっとしてあさってになっても」と召使い（めし

つかい）はまったく同じ口ぶりで、なにもおきなかったみた

いにつづけました。 

 
 「どうやって入ればいいの」とアリスは、もっと大きな声

でいいました。 
 
 「そもそもあんた、入っていいのかしらねえ？」と召使い

（めしつかい）。「まずそれが問題、でしょう、ねえ」 



 
 たしかにそうです、まちがいなく。でもアリスは、そんな

こといわれたくありませんでした。「まったく頭にきちゃう

わよね、この生き物たちが口ごたえするのって。キチガイに

なっちゃいそうよ」 
 
  召使い（めしつかい）は、このすきに、さっきのせりふを

ちょっと変えてくりかえそうと思ったようです。「あたしゃ

ここにすわってるわぁ、ずっとずっと、何日も何日もぉ」 

 
 「でもあたしはどうすればいいの？」とアリス。 
 
  「お好きなように」と召使い（めしつかい）は口ぶえをふ

きはじめました。 

 
 「ああ、こんなのと話をしててもしょうがないわ」とアリ

スはぜつぼうして言いました。「完全なバカじゃないの！」

そしてとびらをあけるとなかに入っていきました。 

 
 とびらはすぐに大きな台所につづいていて、そこははしか

らはしまでけむりまみれでした。公爵夫人はまん中にある三

きゃくいすにすわって、赤ちゃんをあやしています。コック

は火の上にかがみこんで、スープでいっぱいらしいおっきな

おなべをかきまぜています。 
 
 「たしかにあのスープはコショウ入れすぎ」とアリスはつ

ぶやきました。くしゃみをしながらつぶやくのもたいへんで

す。 

 
 それが空気にたくさんまじりすぎているのはたしかでした。

公爵夫人でさえ、ときどきくしゃみをしています。そして赤

ちゃんときたら、ちょっとも間をおかずに、くしゃみ、なき、



わめきをくりかえしているのでした。台所でくしゃみをしな

いのは、コックと、ろばたにすわっているおっきなねこだけ

でした。ねこは、耳から耳までとどくくらいニヤニヤしてい

ます。 
 

 
 
  「あの、教えていただけませんでしょうか？」とアリスは、

ちょっとびくびくしながらききました。自分から口をひらく

のが、おぎょうぎのいいことかどうか、自信がなかったので

す。「なぜこちらのねこは、あんなふうにニヤニヤわらうん

でしょうか？」 

 
 「チェシャねこだから」と公爵夫人。「そのせいだよ。ぶ

た！」 

 
 最後のひとことは、いきなりすごいあらっぽさだったので、

アリスはほんとにとびあがってしまいました。が、すぐにそ

れが赤ちゃんに言ったせりふで、アリスに言ったのではない

のがわかりました。そこでゆうきをだして、またきいてみま

した：― ― 



 
  「チェシャねこがいつもニヤニヤわらうとは知らなかった

です。というか、そもそもねこがニヤニヤわらいできるって

知りませんでした」 

 
 「みんなできるよ。で、ほとんどみんなしてる」と公爵夫

人。 

 
 「あたしは、してるねこは見たことないんです」とアリス

はれいぎ正しく言いました。やっと会話ができたので、とて

もうれしかったのです。 
 
 「あんたはもの知らずだからね。まちがいないよ」と公爵

夫人。 

 
 アリスはこの意見の調子がぜんぜん気にいらなかったので、

なにかべつの話題にしたほうがいいな、とおもいました。な

にか思いつこうとしているあいだ、コックはスープのおなべ

を火からおろして、すぐにまわりのものを手あたりしだいに、

公爵夫人と赤ちゃんにむかってなげつけるしごとにとりかか

りました― ―まずは火かきどうぐ。つづいて小皿、中皿、大

皿の雨あられ。公爵夫人は、それがあたってもまったく無視

していました。そして赤ちゃんは、もともとすさまじくわめ

いていたので、おさらがあたっていたいのかどうか、ぜんぜ

んわかりません。 

 
 「ああ、おねがいだから自分のやることに気をつけてよ！」

とアリスはさけんで、怒ってかんしゃくをおこして、ぴょん

ぴょんとびはねました。「ほら、あのかわいいお鼻があんな

ことに」ちょうど、とんでもなくでっかなソース皿が赤ちゃ

んの鼻の近くをとんでいって、あやうくそれをもぎとるとこ

ろでした。 



 
  「みんなが自分のやることだけ気をつけて、ひとごとに口

出ししなけりゃ、この世はいまよりずっとずっとさっさと動

くこったろうよ」と公爵夫人が、あらっぽいうなり声をあげ

ました。 
 
 「それはぜったいに困ったことですよね」とアリスは、ち

しきをひけらかすチャンスができて、とてもうれしく思いま

した。「昼と夜がかわって、すごくたいへんなことになるは

ずですもの！ つまりですね、地球は一回まわるのに24時間

かかって、昼と夜でおのおの― ―」 

 
  「おのといえば」と公爵夫人。「この娘（こ）の頭をちょ

んぎっちまいな！」 
 
  アリスはいささか心配そうにコックのほうを見ました。コ

ックがいまのを本気にしたかな、と思ったのです。でもコッ

クはスープをかきまぜるのにいそがしくて、きいていないよ

うでしたので、アリスは続けました。「一日って24時間、だ

ったと思うんですけど。それとも12でしたっけ？ あたし― 
―」 

 
 「あら、あたしになんかきかないでよ」と公爵夫人。「あ

たしゃ数字はぜんぜんにがてなんだからね！」それからまた

子どもをあやしはじめ、いっしょになんだか子もり歌みたい

なものをうたいだしました。一行うたうごとに、赤ちゃんを

すさまじくゆさぶっています。 

 
*     *     *     *     * 

 
 
 



「ガキにはあらっぽい口きいて 

くしゃみしやがったらぶんなぐれ 

どうせいやがらせでするくしゃみ 

こっちが怒るの知ってやがる」 
 

合唱 

 
（ここでコックとあかちゃんもいっしょに）:-- 

 
「わぁ！ わぁ！ わぁ！」 

 
*     *     *     *     * 

 
公爵夫人は、歌の二番をうたいながら、赤ちゃんをらんぼう

にポンポン投げています。そしてかわいそうな赤ちゃんがす

ごくわめくので、アリスはほとんど歌がきこえませんでし

た：― ― 
 

*     *     *     *     * 
 

「ガキにはきつい口をきく 

くしゃみをしたらぶんなぐる 

勝手なときにはコショウでも 

しっかりきちんと味わうくせに！」 
 

合唱 

 
「わぁ！ わぁ！ わぁ！」 

 
*     *     *     *     * 

 



 「ほれ、なんならあんたにもちょっとあやさせてやるよ！」

と言いながら、公爵夫人は赤ちゃんを投げつけてよこしまし

た。「あたしゃちょっと、女王さまとクロケーをするんでじ

ゅんびがあるからね」そしてさっさと部屋を出てしまいまし

た。コックは、その出ぎわにフライパンをなげつけましたが、

おしいところではずれました。 

 
 アリスはずいぶんくろうして赤ちゃんをつかまえました。

すっごくへんなかっこうの生き物で、あっちこっちに手足を

つきだしてばかりいたからです。「ヒトデみたい」とアリス

は思いました。かわいそうな子は、つかまえたときには蒸気

機関車（じょうききかんしゃ）みたいみたいにフガフガ言っ

ていて、しかもからだをまげたりのばしたりするので、そう

いうのがぜんぶあわさって、最初の一分かそこらは、かかえ

ておくだけでせいいっぱいでした。 
 
  それをまともにあやすやり方がわかったので（ちなみに、

それは赤ちゃんをひねって、いわばゆわえちゃって、そして

右耳と左足をしっかりもって、それがほどけないようにして

やることだったんだけど）、アリスはすぐにそれを外につれ

だしました。「もしあたしがこの子をいっしょにつれてかな

いと、ぜったいに一日かそこらでころされちゃうものね。そ

んなところにのこしてったら、殺人でしょう？」ア 

リスは最後のところを声に出していいました。すると生き物

は、返事のかわりに鼻をならしました（このころには、くし

ゃみはやんでいたのです）。「鼻をならしちゃダメ。意見を

言うのにぜんぜんちゃんとしたやりかたじゃないわよ」 

 



 
 
  赤ちゃんはまた鼻をならして、アリスはとっても心配にな

って、そのかおをのぞきこんでどうかしたのか見ました。ま

ちがいなくこの子は、とっても上向きの鼻をしていて、人の

鼻よりはブタの鼻ヅラみたいでした。それと、赤ちゃんにし

ては目がすっごく小さくなってきてます。ぜんぶあわせると、

アリスとしてはこの子のようすがぜんぜん気に入りません。

「でも、しゃくりあげただけかも」と思って目をのぞきこみ、

涙がないかしらべました。 
 
 いいえ、涙はありません。「いい子だからね、ぶたになっ

ちゃうなら、もうかまってあげませんからね！」とアリスは

まじめに言いました。かわいそうな生き物は、またしゃくり

あげます（あるいは鼻をならしたのか、どっちかはぜんぜん

わかりません）。そして二人は、しばらくだまったままでい

ました。 

 



 「でもこの生き物をおうちにつれてかえったら、どうして

やったらいいんだろう」とアリスがちょうど思ったときに、

そいつがまた鼻をならしました。それがすごくきょうれつで、

アリスはびっくりしてその顔をのぞきこみました。こんどは、

もうまちがえようがありません。それはまったくもってぶた

そのものでした。だから、これ以上だっこしてやるのは、じ

つにばかげてる、と思いました。 
 
 そこでアリスはその小さな生き物を下におろし、するとし

ずかにトコトコと森にむかっていったので、ずいぶんホッと

しました。「あれでおっきくなったら、しぬほどみっともな

い子どもになったでしょうね。でもぶたとしてなら、なかな

かハンサムじゃないかな、と思う」そしてアリスは、知り合

いのなかで、ぶたになったほうがうまくやっていけそうな子

たちを思いうかべてみました。そして「もしちゃんとあの子

たちを変えるほうほうさえわかれば― ―」とちょうどいった

とき、何メートルか先の木の大えだに、あのチェシャねこが

すわっていたので、アリスはちょっとぎょっとしました。 
 
 ねこは、アリスを見てもニヤニヤしただけです。わるいね

こではなさそうね、とアリスは思いました。が、とってもな

がいツメに、とってもたくさんの歯をしていたので、ちゃん

と失礼のないようにしないと、と思いました。 

 



 
 
 「チェシャにゃんこちゃん」とアリスは、ちょっとおずお

ずときりだしました。そういうよび名を気に入ってくれるか

どうか、さっぱりわからなかったからです。でも、ねこはニ

ヤニヤ笑いをもっとニッタリさせただけでした。「わーい、

いまのところきげんがいいみたい」とアリスは思って、先を

つづけました。「おねがい、教えてちょうだい、あたしはこ

こからどっちへいったらいいのかしら」 

 



 「それはかなり、あんたがどこへいきたいかによるなあ」

とねこ。 

 
 「どこでもいいんですけど― ―」とアリス。 

 
  「ならどっちへいってもかんけいないじゃん」とねこ。 
 
 「でもどっかへはつきたいんです」とアリスは、説明する

ようにつけくわえました。 

 
 「ああ、そりゃどっかへはつくよ、まちがいなく。たっぷ

り歩けばね」 
 
 アリスは、これはたしかにそのとおりだと思ったので、べ

つの質問をしてみました。「ここらへんには、どんな人がす

んでるんですか？」 
 
 「あっちの方向には」とねこは、右のまえ足をふりまわし

ました。「帽子屋がすんでる。それとあっちの方向には」と

もうかたほうのまえ足をふりまわします。「三月うさぎがす

んでる。好きなほうをたずねるといいよ。どっちもキチガイ

だけど」 

 
 「でも、キチガイのとこなんかいきたくない」とアリスは

のべます。 
 
 「そいつはどうしようもないよ。ここらじゃみんなキチガ

イだもん。ぼくもキチガイ、あんたもキチガイ」 

 
  「どうしてあたしがキチガイなんですか？」とアリス。 

 



 「ぜったいそうだよ。そうでなきゃここにはこない」とね

こ。 

 
 アリスは、そんなのなんのしょうめいにもなってないとお

もいました。でも、先をつづけます。「じゃあ、あなたはど

うしてキチガイなの？」 

 
  「まずだね、犬はキチガイじゃない。それはいい？」 

 
 「まあそうね」とアリス 

 
 「すると、だ。犬は怒るとうなって、うれしいとしっぽを

ふるね。さて、ぼくはうれしいとうなって、怒るとしっぽを

ふる。よって、ぼくはキチガイ」 

 
 「それはうなるんじゃなくて、のどをならしてるっていう

のよ」とアリス。 

 
 「お好きなように」とねこ。「女王さまときょう、クロケ

ーをするの？」 

 
 「したいのはやまやまだけど。でもまだしょうたいされて

ないの」 

 
 「そこで会おうね」といって、ねこは消えました。 

 
 アリスはたいしておどろきませんでした。へんてこなこと

がおきるのに、もうなれちゃったからです。そしてねこがい

たところを見ていると、いきなりまたあらわれました。 

 
 「ところでちなみに、赤ちゃんはどうなった？」とねこ。

「きくのわすれるとこだった」 



 
 「ぶたになっちゃった」とアリスは、ねこがふつうのやり

かたでもどってきたのとかわらない声で、しずかにいいまし

た。 

 
 「だろうとおもった」ねこは、また消えました。 
 
 アリスはちょっとまってみました。ねこがまたでてくるか

も、とおもったのです。が、でてこなかったので、一分かそ

こらしてから、三月うさぎのすんでいるはずのほうに歩きだ

しました。「帽子屋さんならみたことあるし、三月うさぎの

ほうがおもしろいわよね。それにいまは五月だから、そんな

すごくキチガイでないかもしれない― ―三月ほどには」こう

いいながら、ふと目をあげると、またねこがいて木のえだに

すわっています。 

 
 「ぶたって言った、それともふた？」とねこ。 

 
 「ぶた。それと、そんなにいきなり出たり消えたりしない

でくれる？ くらくらしちゃうから」 
 
  「はいはい」とねこ。そしてこんどは、とてもゆっくり消

えていきました。しっぽの先からはじめて、最後はニヤニヤ

わらい。ニヤニヤわらいは、ねこのほかのところが消えてか

らも、しばらくのこっていました。 

 



 
 
  アリスは思いました。「あらま！ ニヤニヤわらいなしの

ねこならよく見かけるけれど、でもねこなしのニヤニヤわら

いとはね！ 生まれて見た中で、一番へんてこなしろものだ

わ！」 
 
  ほんのしばらく歩くと、三月うさぎのおうちが見えてきま

した。まちがいないと思ったのは、えんとつが耳のかっこう

をしていて、屋根が毛皮でふいてあったからです。あんまり

おっきなおうちだったもので、左手のキノコをちょっとかじ

って、身長60センチくらいになってからでないと、近づきた

くありませんでした。それでもなお、びくびくしながらちか

づいて、その間もこう思っていました。「やっぱりすごくキ

チガイかも！ やっぱり帽子屋さんのほうに会いにいけばよ

かったかなあ！」 

 
目次にもどる 

  



7. キチガイお茶会 
 
 おうちのまえの木の下には、テーブルが出ていました。そ

して三月うさぎと帽子屋さんが、そこでお茶してます。ヤマ

ネがそのあいだで、ぐっすりねてました。二人はそれをクッ

ションがわりにつかって、ひじをヤマネにのせてその頭ごし

にしゃべっています。「ヤマネはすごくいごこちわるそう。

でも、ねてるから、気にしないか」とアリスは思いました。 
 
  テーブルはとてもおっきいのに、三名はそのかどっこ一つ

にかたまっていました。「満員、満員！」とアリスがきたの

を見て、みんなさけびました。「どこが満員よ、いっぱいあ

いてるじゃない！」とアリスは怒って、そしてテーブルのは

しのおっきなひじかけつきのいすにすわりました。 

 
  「ワインはいかが」と三月うさぎが親切そうに言います。 

 
 アリスはテーブル中をみまわしましたが、そこにはお茶し

かのってません。「ワインなんかみあたらないけど」とアリ

ス。 

 
 「だってないもん」と三月うさぎ。 
 
 「じゃあ、それをすすめるなんて失礼じゃないのよ」とア

リスははらをたてました。 

 
 「しょうたいもなしに勝手にすわって、あんたこそ失礼だ

よ」 と三月うさぎ。 
 



 
 
  「あなたのテーブルって知らなかったからよ」とアリス。

「三人よりずっとたくさんの用意がしてあるじゃない」 

 
 「かみの毛、切ったほうがいいよ」帽子屋さんはアリスを

すごくものめずらしそうに、ずいぶんながいことジロジロ見

ていたのですが、はじめて言ったのがこれでした。 

 
  「人のこととやかく言っちゃいけないのよ」とアリスは、

ちょっときびしく言いました。「すっごくぶさほうなのよ」 

 
  帽子屋さんは、これをきいて目だまをぎょろりとむきまし

た。が、言ったのはこれだけでした。「大ガラスが書きもの

づくえと似ているのはなーぜだ？」 

 
 「わーい、これでおもしろくなるぞ！ なぞなぞをはじめ

てくれてうれしいな」とアリスは思いました。そして「それ

ならわかると思う」と声に出してつけくわえました。 

 



  「つまり、そのこたえがわかると思うって意味？」と三月

うさぎ。 

 
  「そのとおり」とアリス。 

 
  「そんなら、意味どおりのことを言えよ」と三月うさぎは

つづけます。 

 
 「言ってるわよ」アリスはすぐこたえました。「すくなく

とも― ―すくなくとも、言ったとおりのことは意味してるわ

― ―同じことでしょ」 
 
 「なにが同じなもんか」と帽子屋さん。「それじゃあ『見

たものを食べる』ってのと『食べるものを見る』ってのが同

じことだと言ってるみたいなもんだ」 
 
  三月うさぎも追加します。「『もらえるものは好きだ』っ

てのと『好きなものがもらえる』ってのが同じだ、みたい

な！」 

 
  ヤマネもつけくわえましたが、まるでねごとみたいです。

「それって、『ねるときにいきをする』と『いきをするとき

にねる』が同じだ、みたいな！」 

 
  「おまえのばあいは同じだろうが」と帽子屋さんがいって、

ここでお話がとぎれて、みんなしばらくなにもいわずにすわ

っていました。アリスは、大ガラスと書きものづくえについ

て、ありったけ思いだそうとしましたが、大して出てきませ

ん。 
 
  帽子屋さんが、まっ先にちんもくをやぶりました。「きょ

うって何日？」とアリスにききます。ポケットから時計をと



りだして、それを困ったように見ながら、ときどきふったり

しては、耳にあてています。 

 
 アリスはちょっと考えてから言いました。「四日（よっ

か）」 
 
  「二日（ふつか）もくるってる！」と帽子屋さんはためい

きをつきました。そして、怒って三月うさぎをにらみつけま

した。「だからバターじゃダメだって言ったじゃねぇか！」 

 
 「最高のバターだったんだぜ」と三月うさぎは力なくこた

えました。 

 
 「おぅ、でもパンくずがいっしょに入っちまったにちげえ

ねぇ」と帽子屋さんはもんくをたれます。「おめぇがパンき

りナイフなんかつかいやがるから」 

 
 三月うさぎは時計をうけとると、しょんぼりとそれをなが

めます。それからそれを自分のお茶にひたしてみてから、ま

たながめました。でも、最初のせりふ以上のものはおもいつ

きませんでした。「最高のバターだったんだぜ」 

 
 アリスは興味（きょうみ）しんしんで、そのかたごしにな

がめていました。「ずいぶんへんな時計ね！ 何日かわかる

けど、何時かはわからないなんて！」 

 
 「そんなのわかってもしょうがねぇだろ」と帽子屋さん。

「あんたの時計は、いまが何年かわかるのかぃ、え？」 

 
 「もちろんわかんないけど」とアリスは自信たっぷりにこ

たえます。「でもそれは、年ってかなりずっと長いことおん

なじままだからよ」 



 
 「おれの場合もまさにおんなしこった」と帽子屋さん。 
 
 アリスはものすごく頭がこんがらがってきました。帽子屋

さんの言ったことは、まるでなんの意味もないようですが、

でもちゃんと文にはなってるのです。「どうもよくわからな

いみたいです」とアリスは、できるだけていねいに言いまし

た。 

 
 「ヤマネのやろう、またねてやがる」と帽子屋さんは、ヤ

マネの鼻ヅラにちょっとあついお茶をかけました。 
 
  ヤマネはあわてて頭をふると、目をあけずにいいました。

「いや、まったくまったく。おれもそう言おうと思ってたと

ころ」 
 
  「なぞなぞはわかったかよ」と帽子屋さんは、またアリス

に話しかけました。 

 
 「だめ、こうさん。こたえはなに？」とアリスはこたえま

した。 
 
 「さっぱり見当もつかない」と帽子屋さん。 

 
 「わしも」と三月うさぎ。 

 
 アリスはうんざりしてため息をつきました。「もう少しま

しに時間をつかったら？ それを、答のないなぞなぞなんか

聞いて、むだにしたりして」 

 
 「おれくらい時間と仲がよけりゃ、それをむだにするなん

て言い方はせんね。やつだよ」 



 
 「なんのことやらさっぱり」とアリス。 
 
 「そりゃあんたにゃわかるめぇよ！」と帽子屋さんは、バ

カにしたようにみえをきりました。「どうせ、時間と口きぃ

たこともねぇんだろ！」 
 
 「ないかも」とアリスはしんちょうに答えます。「でも、

音楽を教わるときには、こうやって時間をきざむわよ」 

 
 「おぅ、それだそれ、そのせいだよ」と帽子屋さん。「や

つだってきざまれたかねぇやな。いいか、やつとうまいこと

やりさえすりゃあ、やつは時計がらみのことなら、ほとんど

なんでも塩梅（あんばい）してくれらぁね。たとえば、朝の9
時で、ちょうど授業の始まる時間だ。でもそこで時間にちょ

いと耳うちすれば、いっしゅんで時間がグルグルと！ さあ

午後一時半、ばんごはんの時間だよ！」 

 
 （「いまがそうならねえ」と三月うさぎは小声でつぶやい

た。） 
 
 「そうなったら、なかなかすごいでしょうねえ、たしかに」

とアリスは、考えぶかげにいいました。「でもそしたら― ―
あたしはまだおなかがすいてないわけよねえ」 
 
  「最初のうちは、そうかもしんねぇけど」と帽子屋さんが

言いました。「でも、いつまでも好きなだけ一時半にしとけ

るんだぜ」 

 
 「あなた、そんなことしてくらしてるんだ」とアリス。 
 



 帽子屋さんは、かなしそうに頭をふります。「おれはちが

うよ。おれと時間は、こないだの三月に口論してさぁ― ―ち

ょうどあいつがキチガイになるちょっと前だったけどね― ―」

（と三月うさぎを茶さじで指さします）「― ―ハートの女王

さまがやった大コンサートがあって、おれもうたうことにな

ったんよ」 

 
*     *     *     *     * 

 
「きらきらコウモリよ 

おそらで謀（はか）る！」 
 

*     *     *     *     * 
 
知ってるだろ、この歌？」 

 
「なんかそんなようなのは、きいたことある」とアリス。 

 
帽子屋さんはつづけます。「それでさ、こんなふうにつづく

じゃないか： 
 

*     *     *     *     * 
 

「世界のうえを 

お盆（ぼん）の飛翔（ひしょう） 

きらきら― ―」 
 

*     *     *     *     * 
 
 



 
 
 ここでヤマネがみぶるいして、ねむりながらうたいはじめ

ました。「きらきら、きらきら、きらきら― ―」そしてこれ

をいつまでもつづけたので、みんなでつねってなんとかやめ

させました。 

 
  「うん、それでおれが歌の一番もうたいおわらないうちに、

女王さんがとびあがって、ぎゃあすか言いやがってさ、『こ

やつ、ひょうしの時間をバラバラにしておるではないか！ 

首をちょん切れ！』 

 
 「まあなんてひどいざんこくな！」とアリスはさけびます。 

 



 「で、それからずっと、時間のやつったら、バラバラにさ

れたのを根にもって、おれのたのみをいっこうにきいてくれ

やしねぇんだ。だからいまじゃずっと6時のまんまよ」 

 
 急にアリスはひらめきました。「じゃあそれで、お茶のお

道具がこんなに出てるのね？」 

 
  「そ、そゆこと」と帽子屋さんはためいきをつきました。

「いつでもお茶の時間で、あいまに洗ってるひまがないのよ」 

 
 「じゃあ、どんどんずれてくわけ」とアリス。 
 
 「ごめいとう。使いおわるとだんだんずれる」 

 
 「でも最初のところにもどってきたらどうなるの？」アリ

スはあえてきいてみました。 
 
 三月うさぎがわりこみました。「そろそろ話題を変えよう

ぜ。もうあきてきたよ。このおじょうちゃんがお話をしてく

れるのに一票」 

 
 「悪いんですけど、なにも知らないの」とアリスは、この

提案にかなりびっくりして言いました。 

 
 「じゃあヤマネにやらせろ！」と二人はさけびました。

「おいヤマネ、起きろってば！」そして両側から同時につね

りました。 
 
 ヤマネはゆっくり目をあけました。「ねてないよぉ」と、

しゃがれたよわよわしい声で言います。「おまえたちのせり

ふ、ぜーんぶきいてたよぉ」 
 



 「お話してくれよぅ！」と三月うさぎ。 
 
 「ええ、おねがい！」とアリスもたのみます。 

 
 帽子屋さんが言います。「それと、さっさとやれよ。さも

ねぇと、おわんないうちにねちまうだろ、おめぇ」 
 
 ヤマネはあわててはじめました。「むかしむかし、三人姉

妹がいなかに住んでおりました。なまえは、エルシー、レイ

シー、ティリー。そしてこのいなか姉妹は、井戸のそこに住

んでいまして― ―」 
 
 「なにを食べてたの？」アリスは、食べたりのんだりする

質問に、いつもすごく興味（きょうみ）があったのです。 

 
 「とうみつを」とヤマネは、一分かそこら考えこんでから

いいました。 

 
 「そんなこと、できるはずないわ」アリスはしずかにもう

しました。「だって病気になっちゃうもの」 

 
 「まさにそのとおり」とヤマネ。「とっても病気でした」 
 
 アリスは、そんなとんでもない生き方ってどんなものか、

想像してみようとしました。でもなぞが多すぎたので、つづ

けました。「でも、なんだって井戸のそこになんかに住んで

たの？」 
 
 「茶ぁもっとのみなよ」と三月うさぎが、とってもねっし

んにアリスにすすめました。 

 



 「まだなにものんでないのよ。だからもっとなんてのめな

いわ」アリスはむっと返事をします。 

 
 「ちょっとはのめない、だろ。なにものんでないなら、ゼ

ロよりもっとのむなんてかんたんだぁ」と帽子屋さん。 
 
 「だれもあんたになんかきいてないわ」とアリス。 

 
 「ひとのこととやかく言うなってったの、だれだっけねぇ」

と帽子屋さんは勝ちほこってききました。 

 
 アリスはなんとこたえていいかわかりませんでした。だか

らお茶とバターパンをちょっと口にして、それからヤマネに

むかって質問をくりかえしました。「その子たち、なんで井

戸のそこに住んでたの？」 
 
 ヤマネはまた一分かそこら、それについて考えてから言い

ました。「とうみつ井戸だったのです」 

 
 「そんなものあるわけないでしょう！」アリスは怒り狂っ

て言いかけましたが、帽子屋さんと三月うさぎが「シイッ！ 

シイッ」と言って、そしてヤマネはきつい口ぶりで言いまし

た。「れいぎ正しくできないんなら、話のつづきはあんたが

やってくれよ」 
 
 「いえおねがい、つづけてください！」アリスはつつまし

く言いました。「もうじゃまはしませんから。とうみつ井戸

も、ひとつくらいならあるかも」 

 
 「ひとつくらい、だと！」ヤマネはおもしろくなさそうで

す。でも、先をつづけることには同意してくれました。「そ



こでこのいなか姉妹三人は― ―お絵かきをならってました。

ほら― ―」 

 
 「なにをかいたの？」とアリスは、やくそくをすっかりわ

すれてききます。 
 
 「とうみつ」とヤマネは、こんどはぜんぜん考えずにいい

ました。 

 
 「きれいなお茶わんがほしーぜ」と帽子屋さんがわりこみ

ます。「みんな一つずつずれろ」 
 
 そういいながら帽子屋さんが動いて、ヤマネがつづきまし

た。三月うさぎがヤマネのせきにうごいて、アリスはいやい

やながら三月うさぎのせきにつきました。動いてちょっとで

もとくをしたのは、帽子屋さんだけです。そしてアリスはさ

っきよりずっと悪いせきになりました。三月うさぎが、ちょ

うどミルク入れをお皿にひっくりかえしたばかりのせきだっ

たからです。 

 
 アリスは二度とヤマネのきげんをそこねたくなかったので、

とても用心してきりだしました。「でも、わかんないんです

けど。そのいなか姉妹って、どこからとうみつをかいたの？」 
 
 「水の井戸から水をかいだすののとおんなじだよぅ」と帽

子屋さん。「だからとうみつ井戸からだってとうみつをかい

だせるだろが― ―このバーカ」 
 
 「でも、そのいなか姉妹たちって、井戸の中にいたんでし

ょ？」アリスは、いま帽子屋さんのいったことは、むしする

ことにしてヤマネにききました。 

 



 「そうそう」とヤマネ。「だから井中（いなか）姉妹」 
 
 このこたえに、かわいそうなアリスはとてもまごついてし

まって、ヤマネがつづけてもしばらくはわりこみませんでし

た。 
 
 ヤマネは、あくびをして目をこすりながらつづけます。

「この子たちはお絵かきをならっていて、いろんなものをか

きました― ―まみむめもではじまるものならなんでも― ―」 

 
 「どうしてまみむめも？」とアリス。 
 
 「なんかいけない？」と三月うさぎ。 

 
 アリスはだまりました。 

 
 ヤマネはこのあたりでそろそろ目を閉じて、うつらうつら

しはじめていましたが、帽子屋さんにつねられて、またちょ

っとひめいをあげてとびおきて、先をつづけました。「― ―
まみむめもではじまるものならなんでも― ―たとえば『まん

じゅう』とか『みらい』とか、『むずかし』とか『めんどう』

とか、『もう』とか― ―ほら、『もうたくさん』っていうで

しょ― ―あんた、もうの絵なんて見たことある？ 

 
 「さてさて、そう言われてもあたしだってそんなこと」と

アリスは、頭がすごくこんがらがって言いました。「いまま

で考えたこともないし― ―」 

 
 「じゃあだまってな」と帽子屋さん。 

 
 この無礼さかげんには、もうアリスはがまんできませんで

した。思いっきり顔をしかめて立ちあがり、歩きさっていき



ました。ヤマネはすぐにねてしまい、ほかの二人はどっちも、

アリスがいっちゃってもまるで気にしませんでした。アリス

のほうは、一、二回ほどふりかえって、もどってこいと言っ

てくれないかな、とちょっと思ったりもしたのですが。最後

にふりかえったとき、二人はヤマネをお茶のポットにおしこ

もうとしていました。 

 

 
 
  「どうしたって、もうにどとあそこにはもどりませんから

ね！」とアリスは、森の中の道をすすみながら言いました。

「生まれてから出たなかで、いっちばんばかばかしいお茶会

だったわ！」 

 
  こう言ったとき、木の一つに中に入るとびらがついている

のに気がつきました。「あらへんなの。でも今日って、なに

もかも変よね。だからこれも入っちゃおう」そして入ってみ

ました。 



 
 きがつくと、アリスはまたもやあのながい廊下にいて、近

くにはあの小さなガラスのテーブルもあります。「さて、こ

んどはもっとうまくやるわ」とつぶやいて、まずは小さな金

色の鍵をとって、お庭につづくとびらの鍵をあけました。そ

れからキノコをかじりだして（かけらをポケットに入れてあ

ったのです）、身のたけ30センチくらいにしました。それか

ら小さな通路を歩いてぬけます。そしてやっと― ―ついにあ

のきれいなお庭にやってきて、あのまばゆい花だんやつめた

いふん水のあいだを歩いているのでした。 

 
目次にもどる 

  



8. 女王さまのクロケー場 
 

 
 
  お庭の入り口には、おおきなバラの木が立っていました。

そこにさいているバラは白でしたが、そこに庭師が三人いて、

それをいっしょうけんめい赤くぬっていました。アリスは、

これはずいぶん変わったことをしていると思って、もっとよ

く見ようと近くによってみました。ちょうど近くにきたら、

一人がこう言ってるところでした。おい五、気をつけろ！ 

おれをこんなペンキだらけにしやがって！」 

 
 「しょうがないだろ」と五は、きつい口ぶりで言いました。

「七がひじを押したんだよ」 

 



 すると七が顔をあげていいました。「そうそうその調子、

いつも人のせいにしてりゃいいよ」 

 
 「おまえはしゃべるんじゃない！」と五。「女王さまがつ

いきのうも、おまえの首をちょん切るべきだって言ってた

ぞ！」 

 
 「どうして？」と最初にしゃべったのが言います。 

 
 「二！ おまえにはかんけいない！」と七。 

 
 「かんけい、大ありだよ！」と五。「だから話しちゃうも

んね― ―コックに、タマネギとまちがってチューリップの球

根をもってったからだよ」 

 
 七はペンキのはけをふりおろして、ちょうど「まあだまっ

てきいてりゃいい気になりやがって― ―」と言いかけたとこ

ろで、たまたまアリスが目に入りいましたので、いきなり身

をとりつくろっています。ほかの二人も見まわして、みんな

ふかぶかとおじぎをしました。 
 
  「ちょっとうかがいますけど」とアリスは、こわごわきい

てみました。「なぜそのバラにペンキをぬってるんですか？」 

 
 五と七はなにもいわずに、二のほうを見ます。二は、小さ

な声でこうきりだしました。「ええ、なぜかといいますとで

すね、おじょうさん、ここにあるのは、ほんとは赤いバラの

木のはずだったんですがね、あっしらがまちがえて白いのを

うえちまったんですわ。それを女王さまがめっけたら、みー

んなくびをちょん切られちまいますからね。だもんでおじょ

うさん、あっしらせいいっぱい、女王さまがおいでになるま

えに― ―」このとき、お庭のむこうを心配そうに見ていた五



が声をあげました。「女王さまだ！ 女王さまだ！」そして

庭師三名は、すぐに顔を下にはいつくばってしまいました。

足音がたくさんきこえて、アリスは女王さまが見たかったの

でふりむきました。 
 
  まずはこん棒を持った兵隊さんが十名。みんな庭師三名と

おんなじかたちをしています。長方形で平べったくて、かど

から手と足がはえてます。つぎに廷臣（ていしん）たち十名。

これはみんな、ダイヤモンドで全身をきかざって、兵隊さん

たちと同じく、二名ずつでやってきました。そのあとからは

王さまの子どもたち。このかわいい子たちは、手に手をとっ

てたのしそうにぴょんぴょんはねながら、二名ずつでやって

きます。ぜんぶで十名いて、みんなハートのかざりだらけで

す。つづいてはお客たちで、ほとんどが王さまや女王さまた

ちですが、アリスはそのなかにあの白うさぎがいるのを見つ

けました。はや口で心配そうにしゃべっていて、だれがなに

を言ってもにこにこして、アリスに気がつかずにとおりすぎ

ました。それからハートのジャックがきます。王さまのかん

むりを、真紅（しんく）ビロードのクッションにのせてはこ

んでいます。そしてこのおもおもしい行列の一番最後に、ハ

ートの王さまと女王さまがやってまいりました。 
 
  アリスは、自分も庭師三名と同じようにはいつくばったほ

うがいいのかな、とまよいましたが、王さまの行列でそんな

きそくがあるなんて、きいたことはありませんでした。「そ

れに、もしみんなが顔を下にはいつくばって、だれも行列を

見られなければ、行列なんかしたってしょうがないじゃな

い？」そう思ってアリスは、そのまま立って、まっていまし

た。 
 
  行列がアリスの向かいにやってくると、みんな止まってア

リスをながめました。そして女王さまがきびしい声でききま



す。「これはだれじゃ！」きかれたハートのジャックは、へ

んじのかわりににっこりおじぎをしただけでした。 

 
 「ばかものめが！」と女王さまは、きぜわしく何度もふん

ぞりかえります。そしてアリスにむかってつづけました。

「そこな子ども、名前は？」 

 
  「アリスともうします、女王陛下」とアリスはとってもれ

いぎ正しくもうしました。でもそのあとでこう思いました。

「でも、これみんなただのトランプなんだわ。なんにもこわ

がることないわね！」 

 
  「してこやつらはだれじゃ？」と女王さまは、バラの木の

まわりにはらばいになっている庭師たちを指さしました。と

いうのも、顔を下にしてはいつくばっていたし、せなかのも

ようはみんないっしょなので、女王さまはそれが庭師か、兵

隊さんか、廷臣（ていしん）たちか、それとも自分の子ども

のうち三名なのか、わからなかったのです。 

 
  「あたしにわかるわけないでしょう」アリスはこう言って、

自分のゆうきにわれながらびっくりしました。「あたしには

かんけいないことですから」 
 
  女王さまは怒ってまっ赤になり、そして野獣みたいにしば

らくアリスをにらみつけてから、ぜっきょうしました。「こ

やつの首をちょん切れ！ こやつの― ―」 
 



 
 
  「ばかおっしゃい！」とアリスは、とても大声できっぱり

と言いまして、すると女王さまはだまってしまいました。 

 
  王さまが手を女王さまのうでにかけて、びくびくしながら

言います。「まあまあ、まだ子どもじゃないか！」 
 
  女王さまは怒って王さまからはなれ、ジャックにいいまし

た。「こやつらをひっくりかえせ！」 

 
  ジャックはとてもしんちょうに、片足でそうしました。 

 



 「立て！」と女王さまが、かんだかい大声で言うと、庭師

三名はすぐにとびおきて、王様と、女王さまと、お子たちと、

そのほかみんなにぺこぺこおじぎをはじめました。 

 
 「やめんか！ めまいがする！」と女王さまがどなります。

そしてバラの木のほうを見てつづけました。「ここでいった

いなにをしておった？」 

 
 「おそれながらもうしあげますと、女王陛下どの」と二が

とてもつつましく、片ひざをついて言いました。「てまえど

もがしており― ―」 

 
  「なるほど！」女王さまは、その間にバラの木を調べてお

りました。「こやつらの首をちょん切れ！」そして行列がま

たうごきだしましたが、兵隊さんが三名のこって、かわいそ

うな庭師たちの首をはねようとしますので、庭師たちはアリ

スに助けをもとめてかけよってきました。 
 
  「首なんか切らせないわ！」とアリスは、近くにあったお

っきな花びんに庭師たちを入れてあげました。兵隊さん三名

は、一分かそこらうろうろしてさがしていましたが、だまっ

てほかのみんなのあとから行進してきます。 
 
  「あやつらの首はちょん切ったか！」と女王さまはさけび

ます。 

 
 「あのものどもの首は消えてしまいました、女王陛下ど

の！」と兵隊たちがさけんでこたえました。 

 
 「よろしい！ おまえ、クロケーはできる？」 

 



  兵隊たちはだまってアリスのほうを見ました。この質問が

明らかにアリスむけだとでもいうように。 

 
  「ええ！」とアリス。 

 
  「ではおいで！」と女王さまがほえ、アリスは行列にまじ

って、これからどうなるのかな、と心から思いました。 

 
  「いやなんとも― ―よいお天気ですな」とびくびく声がよ

こできこえました。となりを歩いていたのは白うさぎで、こ

ちらの顔を心配そうにのぞきこんでいます。 
 
 「ええとっても」とアリス。「― ―公爵夫人はどちら？」 

 
  「これうかつなことを！」とうさぎは、小さな声ではや口

にもうします。こう言いながらも、かたごしに心配そうにの

ぞいて、それからつま先だちになって、アリスの耳近くに口

をもってきてささやきました。「公爵夫人は死刑宣告をうけ

たのですよ」 

 
  「どうして？」 
 
 「いま、『まあかわいそうに』とおっしゃいましたか？」

とうさぎ。 

 
 「いいえ、言ってませんけど。ぜんぜんかわいそうだと思

わないし。『どうして？』っていったんです」 
 
 「女王さまの横っつらをなぐったんです― ―」とうさぎが

言って、アリスはゲラゲラわらってしまいました。うさぎが

ちぢみあがってささやきます。「ああおしずかに！ 女王さ



まのお耳にとどきます！ じつはですな、公爵夫人はいささ

かおくれていらっしゃいまして、女王さまがそこで― ―」 

 
  「位置について！」と女王さまが、かみなりのような声で

どなりまして、みんなあちこちかけまわりだして、おたがい

にごっつんこしてばかりいます。でも、一分かそこらでみん

なおちついて、試合開始です。アリスは、こんなふうがわり

なクロケー場は見たこともないと思いました。そこらじゅう、

うねやみぞだらけ。玉は生きたアナグマで、マレットは生き

たフラミンゴ、そして兵隊さんたちがからだをおって四つん

ばいになって、ゲートをつくっているのです。 

 

 
 



  アリスがまず一番くろうしたのは、フラミンゴをじっとさ

せておくことです。フラミンゴのからだは、なんとかうまい

ぐあいにうでの下におさめて、足をたらすようにしたのです

けれど、でもだいたい、ちょうど首をきちんとのばさせて、

その頭でアナグマをたたこうとしたとたんに、フラミンゴは

ぐいっと首をねじって、アリスの顔を見あげます。そしてそ

の顔が、いかにもわけわかりませんという顔つきなので、つ

いふきだしてしまいます。さらに頭を下げさせて、もう一回

やってみようとすると、アナグマがまるまるのをやめて、も

ぞもぞあっちへいってしまおうとしているので、すごく頭に

きます。おまけに、アナグマをむかわせたい方向には、たい

がいうねやみぞがあったし、それに四つんばいの兵隊さんた

ちも、しょっちゅうおきあがってはクロケー場のよそにうろ

うろしています。アリスはじきに、こいつはじつにむずかし

いゲームだぞ、という結論にたっしました。 

 
  参加者たちはみんな、順番をまったりしないで、いっぺん

に玉をうっていて、そのあいだずっといいあらそっては、ア

ナグマをとりあってけんかしてます。そしてじきに女王さま

はカンカンに怒って、そこらじゅうズシズシうろついては、

「あやつの首をちょん切れ！」だの「こやつの首をちょん切

れ！」だの一分に一度くらいはわめいています。 

 
 アリスはとってもいやーな気持ちになってきました。そり

ゃたしかに、自分はまだ女王さまとはもめていませんけれど、

でもそれがすぐにでもおきかねないのはわかります。「そう

なったらあたし、どうなっちゃうの？ ここではみんな、首

切りが大好きなんだもの。まだ生きてる人がいるほうが不思

議ってもんだわ！」 
 
  アリスは、なんとかにげだすほうほうはないか、さがして

いました。見られずににげられないものかと思っているとこ



ろへ、宙に変なものがあらわれているのに気がつきました。

最初はとっても首をひねりましたが、一分かそこらながめて

いると、それがニヤニヤわらいだとわかりました。「あら、

チェシャねこだわ。これでお話相手ができた」 
 
  「ちょうしはどうだい」ねこは、しゃべれるだけのものが

あらわれたとたんに言いました。 

 
 アリスは、目があらわれるまでまってから、うなずきまし

た。「両耳が出てからじゃないと、話してもむだね。片耳で

もいいけど」一分かそこらで、頭がぜんぶあらわれたので、

アリスはフラミンゴをおいて、試合のようすを話しだしまし

た。ねこは、もうじゅうぶんにあらわれたと思ったらしくて、

頭から先はもう出てきませんでした。 

 
  「ぜんぜん公平にやってないと思うわ」とアリスは、ちょ

っとぐちっぽくきりだしました。「それにみんな、ものすご

くけんかばかりで、自分の声もきこえやしない― ―それにル

ールがぜんぜんないみたいなの。あったとしても、だれもそ

んなのまもってないわ― ―それに、なんでもかんでも生きて

るから、もうすっごくややこしいのよ。たとえばあそこ、あ

たしがこんどくぐるはずのアーチは、クロケー場のむこっか

わのはしをウロウロしてるし― ―それにいまは女王さまのア

ナグマにあてるはずが、あたしのアナグマを見たら、にげだ

しちゃったんだから！」 

 
  「女王さまは気にいった？」とねこは小声でききました。 

 
  「ぜーんぜん」とアリス。「だってすごく― ―」ちょうど

そこで、女王さまがすぐうしろにいて、きき耳をたてている

のに気がつきました。そこでつづけます。「― ―おじょうず



で、勝つにきまってるんですもの、試合を最後までやるまで

もないくらい」 

 
  女王さまはにっこりして、よそへいってしまいました。 

 
  「だれと話をしとるのかえ？」と王さまがアリスのところ

にやってきて、ねこの頭をとても不思議そうにながめました。 

 
 「あたしのお友だちでございます― ―チェシャねこなんで

すよ。しょうかいさせていただけますか」 

 
 「どうもようすがまるで気にいらん」と王さま。「しかし、

のぞみとあらば、わが手にせっぷんを許してつかわす」 

 
 「やめとく」とねこ。 

 
  「失敬なことを！ それと、わしをそんな目で見るな！」

と王さまは、アリスのうしろにかくれてしまいました。 
 
  「ねこだって王さまを見るくらいはできる。どっかでそう

読んだんですけれど、どこでかはわすれました」とアリス。 

 
 「ふん、こやつはここにいてはまかりならん」と王さまは

とてもきっぱりもうしまして、ちょうどとおりすがりの女王

さまによびかけました。「妻や！ おまえ、このねこをどう

にかしてもらえんかね？」 

 
  女王さまは、問題があればその大小をとわず、解決法は一

つでした。「首をちょん切れ！」とまわりを見もしないで申

します。 

 



  「わしみずから首切り役人をつれてまいるとしよう」と王

さまはうれしそうに言って、いそいで出かけました。 

 
  アリスは、いまのうちにもどって試合のようすを見てみよ

う、と思いました。女王さまが、カッカしてわめきちらして

いるのが遠くできこえたからです。順番をのがしたせいで、

参加者が三名、もう死刑にされたのがきこえたし、試合はも

うめちゃくちゃで、自分の順番かどうかぜんぜんわからなか

ったので、これじゃなんだかまずいぞ、と思いました。そこ

で自分のアナグマをさがしにでかけました。 

 
 アナグマはべつのアナグマとけんかのまっさいちゅうで、

だからアナグマどうしをぶつけるにはぜっこうのチャンス、

とアリスは思いました。ただ一つ困ったことに、フラミンゴ

がお庭のむこう側にいってしまっていて、そこでアリスが見

たところ、木にとびあがろうとして、むだにがんばっていま

す。 

 
 フラミンゴをつかまえてもどってきたころには、アナグマ

のけんかも終わっていて、二匹ともいなくなっていました。

「でもどうでもいっか。クロケー場のこっち側は、ゲートが

ぜんぶいなくなっちゃってるし」そう思ってアリスは、フラ

ミンゴがまたにげださないように、うでの下にしっかりとか

かえて、お友だちともっとおしゃべりしようと、もどってい

ったのです。 

 
  チェシャねこのところにもどってみると、まわりにかなり

おっきな人ごみができていたのでおどろきました。首切り役

人と王さまと女王さまが、論争（ろんそう）をしています。

三名は同時にしゃべっていますが、それ以外はみんなだんま

りで、すごくもじもじしています。 
 



 

 
 
 アリスがすがたを見せたとたん、その三名がいっせいに自

分の意見をうったえてきて、問題を解決してくれ、といいま

す。そして三名とも自分の言いぶんをくりかえすのですが、

みんな同時にしゃべるので、いったいそれぞれなにを言って

るのか、きちんと理解するのは、とてもたいへんでした。 

 
  首切り役人の言いぶんは、首を切りおとすには、まずその

首がどこかのからだにくっついていなくちゃダメだ、という

ものです。首だけの首を切りおとすなんて、いままでやった

こともないし、だからいまさらこの歳（とし）になってはじ

めるつもりもないよ、と言います。 
 



  王さまの言いぶんは、首がそこにあるんだから、それを切

りおとすだけのことでなんの問題もない、へりくつをもうす

な、というものでした。 

 
  女王さまの言いぶんは、いますぐなんとかしないと、みん

な一人のこらず死刑にしてやる、というものでした（この最

後のことで、みんなあんなに困って不安そうだったのです）。 

 
 アリスとしてはなんと言っていいかわかりませんでした。

「あれは公爵夫人のものだわ。だから公爵夫人におききにな

ったほうがいいわよ」 

 
 「あやつはろうやにおるぞ。つれてまいれ」と女王さまが

首切り役人にもうしますと、役人は矢のようにびゅーんとと

んでいきました。 

 
  役人がいってしまったとたんに、ねこの頭は消えだしまし

て、公爵夫人をつれて役人がもどってきたころには、もう完

全に消えてしまいました。だから王さまと役人はあちこちか

けずりまわって、必死でねこをさがし、ほかのみんなは試合

にもどっていきました。 

 
目次にもどる 

  



9. にせウミガメのお話 
 
  「またお目にかかれてどんなにうれしいか、あなた見当も

つかないでしょう、このかわいいおじょうちゃんったら！」

と公爵夫人は、愛情（あいじょう）たっぷりにアリスにうで

をからめてきて、二人は歩きだしました。 

 
 夫人がずいぶんごきげんうるわしいので、アリスはとても

うれしく思いました。そして台所であったときにあんなにあ

れ狂ってたのは、コショウのせいでしかなかったのかも、と

思いました。 

 
  「あたしが公爵夫人になったら」とアリスはつぶやきまし

た（が、自分でもあまり見こみあるとは思ってなかったけど）

「台所にはコショウなんか、ぜーんぜんおかないんだ。スー

プはコショウなしでもじゅうぶんおいしいもの― ―人がカッ

カしちゃうのは、みんなからいコショウのせいなのかも」ア

リスは、新しい規則みたいなものを見つけたので、とても得

意になってつづけました。「それでみんながにがにがしくな

るのはサンショウのせいなんだ― ―しぶくなるのは、茶しぶ

のせいで― ―それで― ―それで子どもがニコニコしてるのは、

おさとうとかのせいで。みんながこれをわかってくれればい

いのに。そうしたら甘いもの食べすぎてもあんなに怒らない

だろうし― ―」 

 
  おかげですっかり公爵夫人のことをわすれてしまっていた

ので、耳のすぐ近くで声がきこえてちょっとびっくりしてし

まいました。「なにか考えごとをしていたでしょう、それで

口がおるすになるんですよ。その教訓がなんだか、いまは話

せないけれど、しばらくしたら思いだしますからね」 

 



 「教訓なんかないんじゃありませんか？」アリスは勇気を

出して言ってみました。 

 
 「これこれ、おじょうちゃん。どんなことにも、教訓はあ

るですよ、見つけさえすれば」こう言いながら、夫人はアリ

スの横にもっとギュッと身をよせてきました。 

 
 アリスは、夫人とこんなにくっついているのは、あんまり

気に入りませんでした。まず、公爵夫人はすっごくブスだっ

たからで、さらにちょうどあごがアリスのかたにのっかるせ

たけで、しかもいやんなるくらいすごくとがったあごだった

からです。でも、失礼なことはしたくなかったので、なるべ

くがまんすることにしました。 
 
  「試合はちょっとましにすすんでるようですね」とアリス

は、間をもたせようとして言いました。 

 
 「いやまったく」と公爵夫人。「してその教訓は― ―『あ

あ、愛こそが、愛こそがこの世を動かす！』」 

 
  「だれかさんは、みんなが自分のやることだけ気をつけて

りゃ動くって言ってませんでしたっけ」とアリスはささやき

ました。 
 
 「ああそうでしたっけ。でも言ってることはまあ同じです

よ」そう言いつつ、夫人はとがったあごをアリスのかたにつ

きさします。「そしてその教訓は― ―『安言（やすごと）づ

かいの意味（いみ）うしない』」 

 
 「教訓さがしが、ほんっとに好きなのねえ」とアリスは思

いました。 

 



 
 
  夫人はちょっと間をおいて言いました。「ひょっとして、

わたしがなぜおじょうちゃんのこしに手をまわさないのかな、

と思ってるんでしょう。そのわけはね、そのフラミンゴがか

みつくんじゃないかって、ちょっと心配なのよ。ちょっと実

験してみましょうか？」 
 
  「ずいぶんピリピリしてますよ、このフラミンゴ」アリス

は不安そうにこたえました。そんな実験をためしてほしいと

は、これっぽっちも思いません。 

 
 「おっしゃるとおり」と公爵夫人。「フラミンゴとカラシ

はどっちもピリピリしてますからねえ。そしてその教訓は― 
―『たつ鳥あとをにごさず』」 

 



  「ただカラシは鳥じゃないでしょう」とアリス。 
 
 「いつもながら、おっしゃるとおり」と公爵夫人。「なに

ごともそうやって、ちゃーんとせいとんできてるのねえ」 

 
  「たしか鉱物（こうぶつ）だったと思うけど」とアリス。 
 
 「もちろんさよう」公爵夫人は、いまではアリスが言うこ

とならなんでもさんせいするみたいです。「このあたりの山

では、カラシをいっぱいほってますわよ。そしてその教訓は

― ―『権兵衛（ゴンベ）が山ほりゃ、カラシをほじくる』」 
 
 アリスはいまの夫人のせりふをきいていませんでした。

「あ、わかった！ あれは植物よ！ ちっとも植物らしくな

いけれど、でもそうよ」 
 
  「いやはやまったくそのとおり。そしてその教訓とは― ―
『自分らしくなろう』― ―あるいはもっとかんたんに言えば

― ―『自分がそうであったりそうであったかもしれないもの

が、自分が他人にそうでないと思われたものでないもの以外

のものとして見られるもの以外のものでないと思わないこと』

訳者のおねがい：論理的にこれであってるかどうか自信がな

いので、だれかチェックしてほしいんだけど。 
 
 「いまのは、かみに書いたらもっときちんとわかると思い

ますけれど、でもそうやっておっしゃっただけだと、なかな

かついてけませんでした」アリスはとてもれいぎ正しく言い

ました。 

 
  「わたしがその気になったら、いまのなんかメじゃないで

すよ」と公爵夫人は、うれしそうに返事しました。 

 



 「おねがいだから、いまよりながく言おうとなんかなさら

ないで、お手間でしょうから」とアリス。 

 
  「おやまあ、手間だなんてとんでもない！」と公爵夫人。

「これまで申し上げたことはすべて、プレゼントとしてさし

あげますですわよ」 

 
 「ずいぶん安上がりなプレゼントですこと！」とアリスは

思いました。「おたんじょう日のプレゼントがそんなのでな

くてよかったわ！」でもこれはもちろん口には出しませんで

した。 

 
  「また考えごと？」と伯爵夫人は、またまたあごでつつい

てきます。 
 
 「あたしにだって考える権利があります！」アリスはきっ

ぱりといいました。だんだん心配になってきたからです。 

 
 「ちょうどぶたに空とぶ権利があるように。そしてそのき

ょうく― ―」 
 
  でもここで、アリスがとってもおどろいたことに、公爵夫

人の声がとぎれました。大好きな「教訓」ということばのど

まんなかだったのに。そしてアリスのにからめたうでが、ガ

タガタふるえはじめました。目をあげると、まんまえに女王

さまが立っていて、うで組みして、かみなり嵐みたいなしか

めっつらをしています。 
 
  「なんともすばらしいお天気でございます、陛下！」公爵

夫人が、小さなよわよわしい声で言いかけました。 

 



  「さぁて、きちんと警告を出してやろうぞ」と女王さまは

地面をふみならしてどなります。「おまえか、おまえの頭の

どちらかが消えうせるのじゃ、しかもいますぐに！ すきな

ほうを選ぶがよい！」 
 
 公爵夫人はすきなほうを選んで、いっしゅんですがたを消

しました。 

 
 「試合を続けるがよいぞ」女王に言われたアリスは、おっ

かなくて一言もいえずに、だまって女王さまについてクロケ

ー場にもどりました。 

 
  ほかのお客たちは、女王さまがいないのをいいことに、ひ

かげで休んでいました。でも、すがたが見えたとたんに、あ

わてて試合にもどりました。女王さまが、一刻でもおくれた

らいのちはないよ、ともうしわたしただけなのに。 

 
 みんなの試合中、女王さまはずっとほかのプレーヤーたち

といいあらそってばかりいて、「あやつの首をちょん切れ！」

だの「こやつの首をちょん切れ！」だのとどなっています。

女王さまに死刑せんこくされた人たちは、兵隊さんたちに連

行（れんこう）されるのですが、するとその兵隊さんは、ゲ

ート役をやめなくてはならず、そしてプレーヤーたちも王さ

まと女王さま、そしてアリス以外はみんな連行（れんこう）

されて、死刑の宣告をうけていたのでした。 
 
  すると女王さまは、かなり息をきらして試合の手をとめて、

アリスにこう申しました。「おまえ、にせウミガメには会っ

たかえ？」 
 
  「いいえ。にせウミガメってなんなのかも知りません」 
 



  「にせウミガメスープの材料になるものじゃ」と女王さま。 
 
 「見たことも、きいたこともございません」とアリス。 

 
 「ではおいで。あやつが身の上話をしてくれるであろう」 

 
 二人がつれだって歩き出すと、王さまが小さな声でそこに

いた全員にむかって、こうもうしわたすのが聞こえました。

「みなの者、刑（けい）は免除（めんじょ）してつかわす」 

 
 「わーい、それはすてき！」とアリスは思いました。女王

さまが命じた処刑（しょけい）が多すぎて、ずいぶんいやー

な気持ちだったからです」 

 
  まもなく、二人はグリフォンに出くわしました。ひなたぼ

っこをしながら、ぐっすりねむっています（もしグリフォン

ってなんだか知らなかったら、イラストを見てね。) 起きんか、

このぐうたらめが！」と女王はもうします。「このわかいご

婦人をつれて、にせウミガメのところであやつの身の上話を

きかせてやるのじゃ。わしはもどって、めいじた処刑（しょ

けい）をいくつか監督せねばならんのでな」そして歩みさっ

て、アリスとグリフォンは二人きりになりました。アリスは、

この生き物のようすがあんまり気に入りませんでしたが、い

ろいろ考えても、あの荒（あら）っぽい女王さまについてく

よりは、グリフォンといっしょのほうが安全だろうと思いま

した。 
 



 
 
  グリフォンはおきあがって、目をこすりました。それから

女王さまがみえなくなるまでながめて、それからくすくすわ

らいます。そして「たのしいねえ」と、半分自分に、半分ア

リスにいいました。 
 
 「たのしいって、なにが？」とアリス。 
 
  「え、女王さんだよ。あれってみんな、女王さんの『ごっ

こ』なのね。だれも処刑（しょけい）なんかされないんだよ。

おいで！」 
 
 「ここじゃみんな、『おいで！』ばっかり。こんなに命令

ばっかされたことってないわ、いちども！」そう思いながら

も、アリスはゆっくりついていきました。 
 
  ほどなく、にせウミガメが遠くに見えてきました。いわの

ちょっとしたふちのところに、かなしくさびしそうにすわっ



ています。近くにくると、それがむねのはりさけそうなため

息をついているのがきこえます。まあほんとうにかわいそう、

とアリスは思いました。「なにがあんなにかなしいの？」と

アリスがグリフォンにたずねますと、グリフォンはほとんど

さっきと同じせりふでこたえました。「あれってみんな、あ

いつの『ごっこ』なのね。あいつはぜんぜんかなしくなんか

ないんだよ。おいで！」 
 
  そこで二人はにせウミガメにところにやってきました。に

せウミガメは、おっきな目に涙をいっぱいうかべてこっちを

見ましたが、なんにも言いません。 

 
 「このおじょうちゃんがさ、おまえの身の上話をききたい

って、とかなんとか」とグリフォン。 

 
 「話してあげるわよ」とにせウミガメは、ふかくうつろな

声でいいました。「二人とも、おすわんなさい。ぼくが話し

おえるまで、ひとことも口きくんじゃないよ」 

 
  そこで二人はすわり、しばらくはだれもなにも言いません

でした。アリスは思いました。「話しはじめなかったら、い

つまでたっても話しおえるわけないのに」でも、おとなしく

待ちました。 

 
  「むかしは、ぼくもほんもののウミガメでしたのさ」にせ

ウミガメはやっと口をひらきました。 
 
  このことばのあとには、とってもながーいだんまりがつづ

きました。それをやぶるのは、ときどきグリフォンのたてる

「ヒジュクルル！」とかいうしゃっくりと、にせウミガメが

ずっとたててる、めそめそしたすすり泣きだけでした。アリ

スはほとんどたちあがって「ありがとうございました、とっ



てもおもしろいお話でした」と言うところでしたが、ぜった

いにあれだけってはずはないと思ったので、じっとすわって

なにも言いませんでした。 

 

 
 
  やっとこさ、にせウミガメが先を話しはじめました。ちょ

っとは落ち着きましたが、まだときどきちょっとすすり泣い

てます。「小さいころは、海中学校に行ったんですよぅ。校

長先生は、おばあさんガメで― ―ぼくたちは、オスガメって

よんでけど― ―」 

 
  「どうしてメスなのにオスガメなの？」とアリス。 



 
  「すが目だったからに決まってるではないの、だからおす

がめ」とにせウミガメは怒ったように言いました。「あんた

バカァ？©ガイナックス」 

 
 「まったくそんなかんたんなこときいたりして、恥ずかし

くないのかよ」とグリフォンがつけたして、二匹ともだまっ

てすわったまま、かわいそうなアリスを見つめましたので、

アリスはこのまま地面にしずんで消えてしまいたい気分でし

た。ようやくグリフォンがにせウミガメに申しました。「つ

づけろよ、だんな。日がくれちまうぜ」そこでにせウミガメ

はこうつづけました。 

 
  「うん、ぼくらは、海の中の学校にいったのよ、信じない

でしょうけど― ―」 

 
 「信じないなんて言ってないでしょう！」とアリスが口を

はさみます。 
 
 「言ったね」とにせウミガメ。 
 
 「いいからだまって！」アリスが言いかえすより先に、グ

リフォンがわりこみました。にせウミガメがつづけます。 

 
  「最高の教育をうけてねぇ― ―もうまいにち学校にかよっ

たくらいで― ―」 

 
  「あたしだって学校くらいかよったわ。そんなにじまんす

ることでもないでしょ」訳者の説明：これはむかしのお話な

ので、学校はいまとちょっとちがう。いまはみんな学校にい

くけれど、むかしはお金持ちしか学校になんかいかなかった



んだ。だから学校にいった、というのはけっこうじまんでき

ることだったんだよ。 

 
 「追加で選べる科目もあった？」とにせウミガメはちょっ

と不安そうにききます。 
 
 「ええ。フランス語と音楽」 

 
 「せんたくも？」とにせウミガメ。 

 
 「あるわけないでしょう！」アリスはプンプンして言いま

した。 
 
 「ああ、じゃああなたのは、ほんとのいい学校じゃなかっ

たのよ」とにせウミガメは、すごくほっとし 

たような口ぶりです。「だってうちの学校では、請求書の最

後んとこに『フランス語、音楽、およびせ 

んたく― ―追加』ってあったもの」 

 
訳者の説明：イギリスの学校は私立ばっかりで、毎月かそこ

ら、学校から授業料の請求書がくるのがあたりまえだったわ

け。それで、それは科目ごとにお金がとられるようになって

いて、フランス語とか、音楽は、追加でお金をはらわなきゃ

ダメだったんだよ。いまの塾（じゅく）みたいなものだと思

ってね。 

 ついでに言っておくと、せんたくが追加料金なのは、別に

せんたくという授業があるからじゃなくて、生徒がずっと学

校に寝泊まりする寄宿学校では、洗濯物を学校におねがいす

ることができたということ。だから請求書には、ほんとうに

「せんたく」というのはあったんだけれど、でもそれは授業

じゃあないんだ。 
 



  「でもおせんたくなんてあんまりいらないでしょう。だっ

て海のそこに住んでるんだもん」 

 
 「だから選べたのよ、これがホントのせんたく科目。でも

うちはお金がなくて、せんたくはとれなかったのよ。ふつう

科目だけ」とにせウミガメは、ためいきまじりで言います。 

 
 「ふつう科目って？」とアリス。 

 
 「もちろんまずは、獄語と惨数ね」とにせウミガメ。「惨

数もいろいろで、打算とか、安産とか、あと美化（りか）に

醜怪化（しゃかいか）もね」 

 
 「『醜怪化』ってきいたことないけど、なんなの？」アリ

スはゆうきを出してきいてみました。 
 
 グリフォンは、びっくりして両まえ足をあげました。「な

んだと！ 『醜怪』をきいたことがないだと！ おまえ、さ

すがに『美化』のほうくらいはわかるよな？」 

 
 「ええ」とアリスは、自信なさそうにこたえました。「そ

れは― ―つまり― ―いろんなものを― ―その― ―きれい

に？― ―すること？」 

 
 「ふん、それがわかってるんなら、それで醜怪化（しゃか

いか）がわかんないんなら、おまえってホンっトの大バカも

んだぞ」 

 
 それ以上はきかないほうがいいぞと思ったので、アリスは

にせウミガメに言いました。「ほかにはどんなお勉強をした

の？」 

 



  「えーと、溺死（れきし）でしょ」とにせウミガメは、ひ

れで科目をかんじょうしていきます。「― ―溺死、古代死と

現代死ね。それと、致死学、それから頭蓋絞殺（ずがこうさ

く）― ―絞殺の先生は、年寄りのヤツメウナギで、週に一度

だけくんの。この先生は、アリバイ工作に上告（ちょうこく）

がとくいだったのよぅ。出血がホントにきびしくてねぇ」 

 
 「ちゃんと出たんですか？」とアリス。 
 
 「ぼくはあんまり。ウロコが硬くて血が出にくいもん。そ

れにグリフォンはとってないし」 

 
 「時間がなくてよ。でもおれ、惨数の上級はとったぜ。先

公がすんごいタコおやじ。いやまったく」とグリフォンが言

います。 

 
  「ぼくはその先生には教わってないけど」とにせウミガメ

がため息をつきました。「でも話によると、教えてたのが悲

っ惨（ひきざん）だってねぇ」 

 
 「ああそのとおり、そのとおり」とグリフォンもためいき

をついて、生き物は両方とも顔を前足でおおってしまいまし

た。 
 
  「じゃあどういう時間割（じかんわり）になってたの？」

アリスはあわてて話題を変えようとしました。 

 
  「最初の日は十コマあるのよ」とにせウミガメ。「つぎの

日が五コマ、そのつぎは三コマってぐあい」 
 
 アリスはびっくりしてしまいました。「ずいぶんへんな時

間割（じかんわり）ねえ！」 



 
 「え、そのまんまじゃん。時間を割ってるんだよ。日ごと

に割ってくわけ」とグリフォン。 

 
  これはアリスにしてみれば、なかなか目新しいアイデアで

したので、口をひらくまえに、よっく考えてみました。「じ

ゃあ、十日目には一コマだけだったはずね？」 

 
 「もちろんそのとおりよ」とにせウミガメ。 

 
 「じゃあ、十一日目からあとはどうしたの？」アリスはね

っしんにつづけます。 
 
 でもグリフォンがきっぱりといいました。「時間割（じか

んわり）はもうたくさん。こんどはこの子に、おゆうぎの話

をしてやんなよ」 
 

目次にもどる 

  



10. ロブスターのカドリーユおどり 
 
  にせウミガメはふかいためいきをついて、ひれの一つで目

をおおいました。そしてアリスを見て話そうとするのですが、

そのたびにすすり泣きがでて、一分かそこらは声がでません。

「のどに骨がつかえたときといっしょだよ」とグリフォンは、

にせウミガメをゆすったり、背中をたたいたりしはじめまし

た。やっとにせウミガメは声が出るようになって、ほっぺに

涙をながしながら、またつづけました。 

 
  「あなた、海のそこにはあんまり住んだことがないかもし

れないし― ―」（「ないわ」とアリス）― ―「あとロブスタ

ーに紹介されたこともないようねぇ― ―」（アリスは「まえ

に食べたことは― ―」と言いかけて、すぐに気がついて、

「いいえ一度も」ともうしました）「― ―だから、ロブスタ

ーのカドリーユおどりがどんなにすてきか、もう見当もつく

わけないわね！」 

 
 「ええ、ぜんぜん。どういうおどりなんですか？」とアリ

ス。 
 
 グリフォンがいいました。「まず海岸にそって、一列にな

るだろ― ―」 

 
 「二列よ！」とにせウミガメ。「アザラシ、ウミガメ、シ

ャケなんか。それでクラゲをぜんぶどかしてから― ―」 
 
 「これがえらく時間をくうんだ」とグリフォンが口をはさ

みます。 

 
 「― ―二回すすんで― ―」 



 
  「それぞれロブスターがパートナーね！」とグリフォンも

わめきます。 

 
 「もちろん。二回すすんで、パートナーについて― ―」 

 
  「― ―ロブスターを替えて、同じように下がる」とグリフ

ォンがつづけます。 
 
 そしてにせウミガメ。「そしたら、ほら、ロブスターを― 
―」 

 
  「ほうりなげる！」とグリフォンがどなって、宙にとびあ

がりました。。 

 
 「― ―沖へおもいっきり― ―」 

 
 「あとを追っかけて泳いで！」とグリフォンぜっきょう。 

 
 「海の中でとんぼがえり！」とにせウミガメ、こうふんし

てぴょんぴょんはねてます。 

 
 「またロブスターを替える！」グリフォン、ほとんどかな

きり声。 

 
 「陸にもどって最初の位置にもどるのねぇ」とにせウミガ

メが、いきなり声をおとしました。そして生き物二匹は、さ

っきまで狂ったみたいにはねまわってたのに、またとっても

かなしそうにしずかにすわって、アリスを見ました。 
 
 「とってもきれいなおどりみたいね」アリスはおずおずと

言いました。 



 
  「ちょっと見てみたい？」とにせウミガメ。 
 
 「ええ、ぜひ」 

 
 「よーし、じゃあ最初のところ、やってみましょうか」に

せウミガメがグリフォンにいいました。「ロブスターなしで

もなんとかなるわね。どっちがうたう？」 
 
  「ああ、おまえがうたってくれよ。おれ、歌詞（かし）わ

すれちゃった」 

 
 そこで二匹は、まじめくさってアリスのまわりをおどりだ

し、ときどき近くにきすぎてアリスのつま先をふんずけて、

ひょうしをとるのに前足をふって、そしてにせウミガメはこ

んな歌を、とってもゆっくりかなしそうにうたったのでし

た： 

 
*     *     *     *     * 

 
「『もっとさっさと歩いてよ』とスケソウダラがウミウシに。 

『ヤリイカうしろにせまってて、ぼくのしっぽをふんでるの。 

ロブスターとウミガメが、あんなにいそいそ進んでる！ 

みんな砂利浜で待ってるし― ―あなたもおどりに入ろうよ！ 

 
入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、

ぼくらのおどり 

入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、

ぼくらのおどり 

 
みんながぼくらをつかまえて、ロブスターと海へ投げ出す！ 

どんなにたのしいことなのか、あなたはたぶんわからない！』 



なのにウミウシ横目でにらみ、『遠すぎ、遠すぎ！』と申し

ます― ― 
スケソウダラさんありがとさん、だけどおどりにゃ入りませ

ん 
 

入らん、入れん、入らん、入れん、入らん、入れん、おどり

には 

入らん、入れん、入らん、入れん、入らん、入れん、おどり

には 

 
『遠くたっていいじゃない！』と、うろこの友だちこたえま

す。 

『世界は浜辺に満ちている。こちらじゃなければあちらにも 

イギリス浜からはなれるごとに、フランス浜辺に近くなる― 
― 

だからいとしいウミウシさん、青ざめないでおどろうよ。 

 
入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、

ぼくらのおどり 

入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、入ろう、おどろう、

ぼくらのおどり』」 
 

*     *     *     *     * 
 



 
 
 「どうもありがとう、見ててとってもおもしろいおどりで

した」アリスはそれがやっと終わってくれて、じつにホッと

しました。「それにあの、スケソウダラのふうがわりな歌も、

すごく気に入りました！」 

 
  「ああ、スケソウダラといえば、もちろん見たことあるの

よねぇ」とにせウミガメ。 

 
 「ええ、しょっちゅう出てくるもの、ばんご― ―」アリス

はあわてて口を閉じました。 
 
 「バンゴってどこだか知らないけど、そんなによく見かけ

てるなら、どんなかっこうかも知ってるわよねぇ」とにせウ

ミガメ。 

 



 「ええたぶん。しっぽを口にくわえてて― ―それでパン粉

まみれ」アリスは考えこんでいいました。 

 
  「パン粉はちがうわぁ。パン粉は海で洗い流されちゃうで

しょ。でもたしかに、しっぽは口にくわえてるよね。なぜか

というと― ―」ここでにせウミガメはあくびをして目をとじ

た。― ―「この子に理由とか、説明してやんなさいよぅ」と

グリフォンをせっつきます。 
 
  「理由はだねえ、やつら、ロブスターとホントにおどりに

いくんよ。それで海にほうりなげられるだろ。だからずいぶ

ん落っこちるわけね。それでもうしっぽをまいちゃうわけ。

するとそれが口に入る。するともう、それが出てこなくなる。

おしまい」 

 
 「ありがと。それはおもしろいわね。スケソウダラのこと、

こんなにはじめて知ったわ」 
 
 グリフォンが言いました。「じゃあもっと話してやろうか。

なんでスケソウダラっていうか知ってる？」 

 
  「考えたことない。どうしてなの？」とアリス。 

 
 「せんたくするんだよぉ」とグリフォンは、とってもおも

おもしい返事をします。 

 
  アリスはまるっきりわけがわかりません。「おせんたく、

をする！」と不思議そうにくりかえすばかり。 

 
  「しょうがねえなあ、じゃああんたの服はどうあらうの？ 

どうやってそんな、まっ白きれいになるの？」 

 



 アリスは自分の服を見おろして、ちょっと考えてから口を

ひらきました。「洗剤、だと思うけど。『透明感あふれる白

さです』って」 

 
 「海のそこのせんたくは、スケソウダラがやんの。『きれ

いすぎて、すけそうダラ（だわ）！』ってね。これで一つ、

かしこくなったろう」 

 
  「でもどこでかわかすの？」アリスはすごく不思議におも

ってききました。 
 
 「たたみいわしの上だよう、きまってるじゃん。そこらの

エビでもそんくらいは知ってるぜ」グリフォンはいささかあ

きれたようです。 
 
  アリスはまださっきの歌のことを考えてました。「あたし

がスケソウダラなら、ヤリイカにこう言ったと思うな。『下

がってくれませんか？ あなたにはついてきてほしくありま

せんの！』」 

 
 「うんたしかにヤリイカなんかぜったいにつれてかないわ

よねぇ」とにせウミガメ。「まともなさかななら、ヤリイカ

とつきあったりはしないもの」 
 
  「あら、そういうものなの？」アリスはとってもおどろい

ていいました。 

 
  「あたりまえだよ。もしぼくがおでかけするときに、どっ

かのさかながきて『おでかけですか』なんてきいたら、ぼく

言っちゃうよ。『うるせーな、ヤリィカ！』って！（訳注：

うるさいうるさい、苦しいのはわかってるんでぃ！）」 

 



 「… …それって『わりぃか』ってこと？」とアリス。 
 
  「ぼくがそうだと言ったらそうなのよ」とにせウミガメは、

ちょっとむっとした口ぶりで言いました。そしてグリフォン

がつづけます。「さあ、あんたの冒険をちょっときかせても

らおうじゃないの」 

 
  「あたしの冒険っていうと― ―けさからのなら話してあげ

られるけど」アリスはちょっとおずおずと言いました。「で

もきのうまでもどってもしかたないわ、だってそのころはあ

たし、別の人だったから」 

 
  「いまの、なんのこったか説明しなさい」とにせウミガメ。 

グリフォンがうずうずして言います。「だめだめ、冒険が先。

説明ってのは、ありゃえらく時間がかかるんだ」 

 
 そこでアリスは、白うさぎを見たところから自分の冒険の

話をはじめました。最初はちょっと不安でした。だって二匹

の生き物がすっごく近くによってきて、アリスの左右につい

て、お目目とお口をすんごくひらいていたからです。でも、

先にすすむうちに、ゆうきが出てきました。きき手はずっと

なにも言いませんでしたが、いもむしに『ウィリアム父さん

お歳をめして』を暗唱して、ことばがぜんぶちがって出てき

たところにくると、にせウミガメが思いっきり息をすいこん

で言いました。「それはじつにおもしろいわぁ」 
 
 「うん、なにもかもすっごくおもしろい」とグリフォン。 

 
 「ぜんぶちがって出てきたのねぇ」とにせウミガメは考え

こんでくりかえします。「ぼく、この子がここでなにか暗唱

するのをきいてみたいわ。やれって言ってやってよ」とにせ



ウミガメはグリフォンのほうを見ました。まるでグリフォン

がアリスに命令する力があるとでも思ってるみたいです。 

 
 「立って『不精者（ぶしょうもの）の宣言』を復唱するん

だ」とグリフォン。 
 
 「まったくここの生き物って、人に命令してばかりで、お

勉強の復習ばかりさせるんだから。いますぐ学校にもどった

ほうがましかも」でもアリスは立ちあがって復唱をはじめま

した。でも頭がロブスターのカドリーユおどりでいっぱいだ

ったので、自分がなにを言ってるのかまるでわからず、おか

げでことばもずいぶんへんてこになっちゃったのです。 

 
*     *     *     *     * 

 

 



 
「ロブスターの宣言を、わたしが聞いたところでは 

『わしはこんがり焼かれすぎ、髪に砂糖をまぶさなきゃ』 

アヒルがまぶたでするように、ロブスターは鼻ヅラで 

ベルトとボタンを整えて、つま先そとに向けまする」 
 

「砂がすっかりかわいたら、ヒバリまがいに大ごきげん 

サメを小ばかにしてまわる 

でも潮がみちてサメがくりゃ 

声はおびえてふるえます。」 
 

*     *     *     *     * 
 
 「おれが子どものころに暗唱したのとは、ちがってるなあ」

とグリフォン。 

 
  「うん、ぼくははじめてきくけど、でもわけわからないデ

タラメにしかきこえないわよ」とにせウミガメ。 

 
  アリスはなにも言いませんでした。すわって、顔を両手で

おおって、もうこの先二度と、なにもふつうにはおきないの

かしら、と考えていました。 
 
  「説明してもらえないかしらぁ」とにせウミガメ。 

 
 「説明できないよ、この子」とグリフォンがいそいで言い

ます。「つぎんとこ、やってごらん」 

 
  「でもつま先はどうなるのぉ？ だってロブスターが、ど

うやったらそれを鼻でそとに向けるのぉ、ねえ？」 

 



  「おどりの最初のポジションよ」とアリスは言いました。

が、なにもかもとんでもなく頭がこんがらがっていて、話題

を変えたくてしかたありませんでした。 

 
  「つぎんとこ、やってごらん」グリフォンが、まちきれな

いようすで言いました。「出だしは『とおりすがりにそいつ

の庭で』だよ」 

 
 アリスはとてもさからったりできませんでしたが、でもぜ

ったいにぜんぶめちゃくちゃになるな、と思ったので、ふる

える声でつづけました： 

 
*     *     *     *     * 

 
「とおりすがりにそいつの庭で、わたしが片目で見たことに

ゃ 

ヒョウとオウムがパイをわけ― ― 
ヒョウがたべたはパイ皮、肉汁と肉 

オウムの分け前、お皿だけ。 
 

パイがおわるとおなさけに 

オウムはおさじをもちかえり 

ヒョウはうなってナイフとフォーク 

夕餉（ゆうげ）のしめは、あわれな― ―」 
 

*     *     *     *     * 
 
 「こんなの暗唱してもらってどうしろってゆーの？」とに

せウミガメが口をはさみます。「とちゅうで説明してくれな

きゃ！ ぼくがこれまで聞いた中で、一番わけわからんしろ

ものだわ！」 

 



  「うん、そのくらいにしとこうね」とグリフォンが言って、

アリスはよろこんでそれにしたがいました。 

 
  グリフォンがつづけます。「ロブスターのカドリーユおど

りを、べつのやりかたでやろうか？ それともにせウミガメ

に歌をうたってほしい？」 

 
 「ああ、歌がいいです、おねがい、にせウミガメさんさえ

よろしければ」アリスのへんじがあまりに熱心だったので、

グリフォンはちょっと気を悪くしたようです。「ふん、まあ

いろんなしゅみの人がいるからね！ おいだんな、この子に

『ウミガメスープ』をうたってやってくんない？」 

 
  にせウミガメはふかいためいきをつくと、ときどきすすり

泣きでつっかえる声で、こんな歌をうたいだしました： 

 
*     *     *     *     * 

 
「みごとなスープ、みどりのどろどろ 

あつあつおなべでまっている！ 

だれでものりだすすてきな美食！ 

ゆうべのスープ、みごとなスープ 

ゆうべのスープ、みごとなスープ 

みぃぃごとぉなスゥゥゥプ！ 

みぃぃごとぉなスゥゥゥプ！ 

ゆぅぅぅべのスゥゥゥプゥ！ 

みごとなみごとなスープ！」 
 

「みごとなスープ！ 

さかなもおにくもサラダもいらぬ！ 

二ペンスほどのみごとなスープ 

でだれもがすべてをなげだしましょう！ 



みごとなスープが一ペンス！ 

みぃぃごとぉなスゥゥゥプ！ 

みぃぃごとぉなスゥゥゥプ！ 

ゆぅぅぅべのスゥゥゥプゥ！ 

みごとなみぃごとなスゥゥゥゥプ！」 

 
*     *     *     *     * 

 
「さあ、サビをもう一度！」とグリフォンがさけんで、にせ

ウミガメがちょうどそれをくりかえしはじめたとき、遠くの

ほうで「裁判がはじまるぞ！」とさけびがきこえました。 
 
  「おいで！」とグリフォンは、アリスの手をひいて、歌の

終わりをまたないで、かけだしました。 

 
  「なんの裁判なの？」アリスはきれぎれの息でききました。

でもグリフォンは「おいで！」と言うだけでもっとはやく走

りだして、にせウミガメのかなしそうな声は、背中からのそ

よ風にのって、ますますかすかにきこえてくるだけとなりま

した：― ― 
 

「ゆぅぅぅべのスゥゥゥプゥ 

みごとなみごとなスープ！」 

 
目次にもどる 

  



11. タルトをぬすんだのはだれ？ 
 

 
 
 ハートの王さまと女王さまは、ついたときには玉座にすわ

っていました。そのまわりには、大群衆が集まっています― 
―いろんな小さな鳥や動物、さらにはトランプひとそろい。

ジャックが王さまたちの前でくさりにつながれていて、その

両側に兵隊さんがついています。そして王さまの近くには、

白うさぎがいて、片手にラッパ、片手に羊皮紙（ようひし）

のまきものをもっています。法廷のまん中にはテーブルがあ

って、タルトののったおっきなお皿がありました。すごくお

いしそうだったので、アリスは見ているだけでおなかがすい

てきました― ―「はやいとこ裁判をすませて、おやつをくば

ってくれないかな！」でもこれはありそうになかったので、

ひまつぶしにアリスはまわりのものをなにもかも見ていきま

した。 

 
  裁判所にくるのははじめてでしたが、本でよんだことはあ

ったので、ほとんどなんでも名前がわかってアリスはとても



とくいでした。「あれが判事ね、おっきなかつらをかぶって

るもの」 

 
  ちなみにその判事というのは、王さまでした。そしてかつ

らの上から王冠をかぶっていたので（どんなぐあいだったか

見たければ、この本の最初にある口絵を見てね）、あまり落

ち着かなそうで、それがよくなりそうなようすもありません

でした。 
 
  「そしてあれば陪審席（ばいしんせき）。そしてそこにい

る十二匹の生き物だけど」（生き物っていうしかなかったん

だ、動物もいれば鳥もいたから）「あれがたぶん、陪審員

（ばいしんいん）ね」アリスはこの最後のことばを、二三回

くりかえしました。ちょっと得意だったのです。だって、こ

んなに小さくてこんなことばの意味をぜんぶ知ってるなんて、

あんまりいないはずだと思ったからで、それはそのとおりで

した。でも、ただの「陪審（ばいしん）」でもぜんぜんかま

わなかったのですけどね。 

 
 陪審員（ばいしんいん）12人たちは、みんな石板にいそが

しくなにか書きつけています。「あれはなにをしてるの？ 

裁判がはじまってないんだから、なにも書くことないはずで

しょう」とアリスはグリフォンにささやきました。 

 
 「自分の名前を書いてんの。裁判が終わるまでにわすれち

ゃうとこわいと思ってるんだよ」とグリフォンがささやきか

えします。 

 
  「馬鹿（ばか）な連中！」とアリスはおっきなけいべつす

るような声をあげましたが、すぐにやめました。白うさぎが

「せいしゅくに！」とさけんだからです。王さまはめがねを



かけて心配そうにあたりを見まわし、だれがしゃべっている

のかを見ようとします。 

 
 アリスは、陪審員（ばいしんいん）たちが「馬鹿（ばか）

な連中！」と書きとめたのがわかりました。まるでそのかた

ごしに見ているかのようです。なかの一人が「馬鹿（ばか）」

と書けなくて、となりにきいているのもわかりました。「裁

判が終わるまでに、あの石板はまるでわけわからなくなるだ

ろうなあ」とアリスは思いました。 

 
  陪審員（ばいしんいん）たちの一人が、きしる石筆を使っ

ていました。もちろんアリスは、これががまんできなかった

ので、法廷をぐるっとまわってそいつのうしろにくると、じ

きにすきを見つけて、その石筆をとりあげてしまいました。

とってもすばやくやったので、かわいそうな陪審員（ばいし

んいん）さん（それはあのトカゲのビルでした）はいったい

なにがおきたのか、さっぱりわかりませんでした。そこらじ

ゅうをさがしまわったあげくに、その日はずっと、指で書く

しかありませんで、これはまったくなんの役にもたちません。

石板になんのしるしものこさなかったからです。 

 
  「告知官（こくちかん）、訴状（そじょう）を読み上げる

がよい！」と王さま。 

 
 これをうけて、白うさぎはラッパを三回ふきならすと、羊

皮紙（ようひし）のまきものをひらいて、こんなものをよみ

あげました： 

 
*     *     *     *     * 

 
 
 



「ハートの女王、タルトをつくる 

ある夏の日に 

 
ハートのジャック、タルトを盗み 

一つのこらずかっさらう！」 
 

*     *     *     *     * 
 
 「では判決をまとめるがよい」と王さまは陪審に言いまし

た。 

 
 「まだです、まだです！」うさぎがあわてて止めます。

「それより先に、たくさんやることがあります！」 
 
  「最初の証人をよべ」と王さま。そして白うさぎがラッパ

を三回ふきならして、さけびました。「証人だい一号！」 

 
  最初の証人は、あの帽子屋さんでした。片手にお茶わん、

片手にバターパンをもっています。「国王陛下、こんなもの

をもってきやして、すまんこってす。でもよばれたときに、

まだお茶がすんでなかったもんでして」 

 

 



 
 「すんでいたはずだが」と王さま。「いつからはじめた？」 
 
 帽子屋さんは三月うさぎのほうを見ました。三月うさぎは、

ヤマネとうでをくんで、あとからついてきたのです。「たし

か三月の十四日だった、と思うけど」 
 
 「十五だよ」と三月うさぎ。 
 
 「十六」とヤマネ。 

 
 「書いておけ」と王さまは陪審にいいました。そして陪審

員は、ねっしんに、石板に日づけを三つとも書いて、それか

らそれを足して、そのこたえをこんどはシリングとペンスに

なおします。 

 
 
  「帽子をとりなさい」と王さまが帽子屋さんにもうします。 

 
 「こいつぁあっしのもんじゃございませんで」と帽子屋さ

ん。 

 
 「ぬすんだな！」と王さまはさけび、陪審のほうを見ると、

みんなすぐにそのじじつをメモします。 

 
  「こいつぁ売りものでさぁ。自分の帽子なんかもってませ

んや。なんせ帽子屋、ですからね」と帽子屋さんは説明しま

す。 

 
 ここで女王さまがめがねをかけて、帽子屋さんをじっとな

がめました。ながめられた帽子屋さんは、青ざめてヒクヒク

みぶるいしてます。 



 
  「証言をするがよい。それと、そうビクビクするな、さも

ないとこの場で処刑させるぞ」 

 
  こういわれても、証人はちっともげんきになりません。あ

いかわらずもじもじしながら、おどおどと女王さまのほうを

見て、混乱しすぎてバターパンのかわりにお茶わんのほうを

かじってしまいました。 

 
  ちょうどこのとき、アリスはとっても変な気分になりまし

た。いったいなんだろうとずいぶん首をかしげたのですが、

やがてなんだかわかりました。またおっきくなりだしてるの

です。最初は、立ってここを出ようかと思いました。でもや

っぱり考え直して、い場所があるうちはここにいようと決め

ました。 

 
  「そんなぎゅうぎゅう押すなよぅ。息ができないよぅ」と

となりにすわってたヤマネがいいました。 
 
  「しょうがないでしょう。おっきくなってるんだから」と

アリスはとってもよわよわしくいいました。 

 
  「なにもこんなところでおっきくならなくても」とヤマネ。 

 
  「バカなこといわないでよ。あなただって、おっきくそだ

ってるんですからね」アリスはもうちょっと強くいいました。 

 
 「うん、でもぼくはふつうにおっきくなってるんだからね。

そんなとんでもないはやさじゃないよ」そしてヤマネは、プ

ンプン怒って立ちあがると、法廷をよこぎって反対側にいっ

てしまいました。 

 



 この間ずっと、女王さまは帽子屋を見つめるのをやめませ

んで、ヤマネが法廷をよこぎったと同時に廷吏の一人に申し

ます。「前回のコンサートの歌い手一覧をもってまいれ！」

これをきいて、ひさんな帽子屋さんはガタガタふるえすぎて、

くつが両方ともゆすりぬげてしまいました。 

 
  「おまえの証言をのべよ」と王さまは怒ったようにいいま

す。「さもないと、ビクビクしているかにかんけいなく、お

まえを処刑させるぞ」 

 
 「あっしは貧しいものでして、国王陛下」と帽子屋さんは

ふるえる声できりだしました。「― ―そしてお茶もまだで― 
―もう一週間ほどもなんですが― ―んでもって、バターパン

もこんな心もとなくなってきて― ―それでキラキラの木が― 
―」 

 
  「キラキラのなんともうした？」と王さま。 
 
  「ですから木からはじまったんでして」と帽子屋さんはこ

たえます。 

 
 「キラキラがキではじまっておるのはとうぜんであろう

が！」と王さまはきびしく申しわたします。「わしをそこま

でうつけ者と思うか！ つづけよ！」 

 
 「あっしぁ貧しいもんでして」と帽子屋さんはつづけます。

「でもって、それからはなんでもキラキラで― ―でも三月う

さぎが言いますに― ―」 

 
 「言ってない！」と三月うさぎがあわててわりこみます。 

 
 「言った！」と帽子屋さん。 



 
 「否認します！」と三月うさぎ。 
 
 「否認しておる。その部分は除外するように」と王さま。 

 
 「まあとにかく、ヤマネが言いまして― ―」と帽子屋さん

はつづけてから、不安そうに首をまわして、ヤマネも否認す

るかどうか心配そうにながめました。が、ヤマネはぐっすり

ねむっていたので、なにも否認しませんでした。 

 
  「それから、あっしはもっとバターパンを切って― ―」と

帽子屋さん。 
 
  「でもヤマネはいったいなんと言ったんですか？」と陪審

の一人がききました。 

 
  「それは思い出せません」と帽子屋さん。 

 
 「なんとしても思いだすのじゃ。さもないと処刑するぞ」

と王さま。 

 
 みじめな帽子屋さんは、お茶わんとバターパンをおとして、

片ひざをついちゃいました。「あっしは貧しいんです、国王

陛下」と帽子屋さんは口を開きます。 

 
  「はつげんのなかみは、たしかに貧しいな」と王さま。 

 
  ここでモルモットが一匹、かんせいをあげて、すぐに廷吏

（ていり）に鎮圧（ちんあつ）されました。（これはちょっ

とむずかしいことばなので、どういうふうにやったか説明し

ようね。おっきなずだぶくろがあって、口にひもがついてい

てしばれるようになってるんだけど、モルモットはそこに頭



からおしこまれて、そしてみんなでその上にすわっちゃうん

だ）。 

 
  「いまのは見られてよかったな。よく新聞で、裁判の終わ

りに『拍手があがりかけたが、廷吏（ていり）によってそく

ざに鎮圧（ちんあつ）された』ってかいてあるのをよく見か

けるけれど、いままでなんのことかぜんぜんわからなかった

もん」とアリスは思いました。 
 
  「それで知ってることのすべてなら、下がってよいぞ」と

王さまがつづけました。 

 
  「これ以上はさがれませんや、うしろに柵があるもんで」

と帽子屋さん。 
 
 「ではすわるがよい」と王さまがこたえます。 

 
 ここでモルモットがもう一匹かんせいをあげて、鎮圧（ち

んあつ）されました。 

 
  「わーい、あれでモルモットはおしまいね。これでちょっ

とましになるかな」とアリスは思いました。 

 
  「それよりお茶をすませたいんで」と帽子屋さんが女王さ

まを心配そうに見ると、うたい手のいちらん表をよんでいる

ではありませんか。 

 
 「いってよし」と王さまがいうと、帽子屋はあわてて法廷

から出ていって、くつをはくことさえしませんでした。 

 



 
 
  「― ―そしてあやつの頭を外ではねておしまい」と女王は

廷吏（ていり）の一人に言い足しました。でも帽子屋さんは、

その廷吏（ていり）がとびらにつくより先に、すがたを消し

てしまいました。 

 
  「つぎの証人をよべ！」と王さま。 

 
  つぎの証人は公爵夫人のコックでした。手にはコショウの

はこをもっていて、とびら近くの人がいっせいにくしゃみを

はじめたので、アリスはそれがだれだか、法廷に入ってくる

前から見当がつきました。 
 
  「証言をのべよ」と王さま。 
 
  「やだ」とコック。 

 
 王さまは心ぼそげに白うさぎを見ました。白うさぎは小声

でもうします。「陛下、この証人を反対尋問（はんたいじん

もん）しなくてはなりませんぞ！」 

 



 「まあどうしてもというのなら、しかたあるまい」と王さ

まはゆううつそうなようすで言いました。そしてうで組みし

て、コックにむかってしかめっつらするうちに、目玉がほと

んど見えなくなってしまって、そしてふかい声でいいました。

「タルトはなにでできておるかな？」 
 

  「コショウ、ほとんど」とコック。 
 

 「とうみつ」とねむたい声がうしろでしました。 
 

 女王さまがかなきり声をあげます。「あのヤマネをふんじ

ばれ！ ヤマネの首をちょん切れ！ 法廷からたたき出せ！ 

ちんあつしろ！ つねれ！ ヒゲをちょん切れ！」 
 

  しばらくは、法廷ぜんたいがヤマネをおいだすので、混乱

しきっていました。そしてそれがおちついたころには、コッ

クは消えていました。 
 

 「まあよい」と王さまは、いかにもホッとしたようすでも

うしました。「つぎの証人をよんでまいれ」そして小声で女

王さまにいいました。「まったくおまえ、こんどの証人はお

まえが反対尋問（はんたいじんもん）しておくれ。まったく

わしゃ頭痛（ずつう）がしてきた！」 
 

  白うさぎがいちらん表をもたもたひらくのをながめながら、

つぎの証人はどんな生き物かなと、アリスはまちどおしくて

たまりませんでした。「― ―だってこれまではたいしたしょ

うこはまだ出てきてないんですもん」とアリスはつぶやきま

した。白うさぎが小さなかんだかい声をめいっぱいはりあげ

て、つぎの証人の名前を呼んだときに、この子がどんなにお

どろいたか、想像できますか？ 白うさぎのよんだ名前は：

「アリス！」 

目次にもどる 

  



12. アリスのしょうこ 
 

 
 
  「ここです！」とアリスは声をあげ、いっしゅんこうふん

してここ数分で自分がどれほど大きくなったかをすっかりわ

すれ、あわてて立ち上がりすぎて、陪審席をスカートのはし

にひっかけてたおしてしまい、おかげで陪審たちがその下の

ぼうちょう席に、頭から浴びせられることになってしまいま

した。そしてみんなベシャッと横になって、アリスは先週う

っかりひっくりかえした金魚鉢のようすを、まざまざと思い

だしました。 
 
  「あらほんとうにごめんなさい！」アリスはうろたえてさ

けび、できるだけすばやくみんなをひろいあげました。金魚

鉢の事故が頭のなかをかけめぐって、なんだかすぐにあつめ



て陪審席にもどしてあげないと、みんなすぐに死んじゃうよ

うな気がばくぜんとしたのです。 

 
  王さまがとてもおもおもしい声でもうします。「陪審員が

全員しかるべきいちにもどらないかぎり、裁判をすすめるこ

とはできない― ―全員、だぞ」と、とても強くくりかえしな

がら、アリスをにらみつけます。 

 
 陪審席をみてみると、あわてていたせいで、トカゲをさか

さにつっこんでしまったのがわかりました。かわいそうなト

カゲはかなしそうにしっぽをふって、まるでみうごきができ

ずにいたのです。すぐに出してあげて、ちゃんともどしてあ

げました。「でもべつにたいしたちがいじゃないと思うけれ

ど。あのトカゲなら、さかさだろうと裁判にはまるっきりえ

いきょうしないと思う」とアリスは考えます。 

 
  陪審たちが、ひっくりかえされたショックからすこし立ち

なおり、石板と石筆がみつかってかえされると、みんなすぐ

にこの事故のけいかを、こまごまと書きつけはじめました。

ただしトカゲだけはべつです。トカゲはショックがつよすぎ

て、口をぽかーんとあけて法廷の屋根を見あげながら、すわ

っているだけでした。 

 
 「このいっけんについて、なにを知っておるかね？」王さ

まはアリスにききました。 
 
 「なんにも」とアリス。 

 
  「なにもまったく？」と王さまがねんをおします。 

 
 「なにもまったく」とアリス。 

 



 「これはきわめて重要（じゅうよう）じゃ」と王さまはば

いしんにむかって言いました。ばいしんたちがこれを石板に

書き始めたところで、白うさぎが口をはさみます。「非重要

（ひじゅうよう）と、もちろん王さまはいわんとしたのです」

その口ぶりはとってもそんけいがこもっていましたが、でも

言いながら王さまにむかって、しかめっつらをして変な顔を

してみせています。 
 
 「非重要（ひじゅうよう）じゃ、もちろんわしのいわんと

したのは」と王さまはあわてて言いました。そしてそのあと

で「重要（じゅうよう）― ―非重要（ひじゅうよう）― ―重

要（じゅうよう）― ―非重要（ひじゅうよう）― ―」と小声

でぶつぶつつぶやいて、どっちのことばがしっくりくるかを

決めようとしてるみたいでした。 

 
 陪審（ばいしん）のなかには「重要（じゅうよう）」と書

いたのもいたし、「非重要（ひじゅうよう）」と書いたのも

いました。アリスは石板をのぞきこめるくらい近くにいたの

です。「でもどうだっていいや」と思いました。 
 
 このとき、しばらくノートにいろいろねっしんに書きつけ

ていた王さまが「せいしゅくに！」とかなきり声をあげて、

ほうりつ書をよみあげました。「規則だい四十二番。身のた

け1キロ以上のものは、すべて法廷を出なくてはならない」 
 
  みんなアリスのほうを見ました。 

 
 「あたし、身長一キロもないもん！」とアリス。 

 
 「あるね」と王さま。 

 
 「二キロ近くあるね」と女王さま。 



 
  「ふん、どっちにしても、あたしは出ていきませんからね。

それに、いまのはちゃんとした規則じゃないわ。いまでっち

あげただけでしょう」 

 
 「ほうりつ書で一番ふるい規則じゃ」と王さま。 
 
 「だったら規則一番のはずだわ」とアリス。 
 
  王さまはまっさおになり、ノートをあわててとじました。

そして陪審にむかって小さなふるえる声で「判決を考えるが

よい」ともうしました。 
 
 「まだしょうこが出てまいります、おねがいですから陛下」

と白うさぎがあわてて飛び上がりました。「ちょうどこのか

みきれが手に入りましたのです」 
 
  「なにが書いてあるのじゃ？」と女王さま。 
 
  「まだあけておりませんで」と白うさぎ。「でもなにやら

手紙のようで。囚人が書いたもののようです― ―だれかにあ

てて」 
 
 「そうだったにちがいない。ただし、だれにもあてていな

いかもしれないぞ、めったにないことではあるがな」と王さ

ま。 

 
 「だれあて？」と陪審の一人。 
 
 「あて先がまったくないのです。じつは、外側にはなにも

書かれていないのです」こういいながら、白うさぎはかみを



ひらいて、つけたしました。「やっぱり手紙ではありません

でした。詩です」 

 
  「囚人の筆跡かい？」とべつの陪審がききます。 

 
 「それがちがうのです。一番なぞめいた部分ですな」と白

うさぎ。（陪審たちはみんな、ふしんそうな顔をします。） 

 
 「だれか別人の筆跡をまねたにちがいない」と王さま（陪

審たちはみんな、顔がパッとあかるくなりました）。 

 
  「おねがいです、陛下。わたしは書いておりませんし、だ

れもわたしが書いたとは証明できないはずです。最後にしょ

めいもないじゃないですか」とジャック。 

 
  「しょめいしなかったのなら、なおわるい。きさまはまち

がいなくなにかをたくらんでおったろう。さもなければ、正

直者としてちゃんとしょめいをしたであろうからな！」と王

さま。 

 
 これにはあちこちではくしゅがおこりました。この日、王

さまが言ったはじめての、まともにかしこいことだったから

です。 

 
  「これであやつのゆうざいが証明された」と女王さま。 
 
  「ぜんぜんそんな証明にはならないわ！」とアリス。「だ

いたいみんな、なにが書いてあるかもまだ知らないくせに！」 

 
 「読むがよい」と王さま。 

 



 白うさぎはめがねをかけます。「どこからはじめましょう

か、陛下？」 

 
 王さまはおもおもしくもうします。「はじめからはじめる

がよい。そして最後にくるまでつづけるのじゃ。そうしたら

とまれ」 

 
 白うさぎが読みあげた詩は、こんなものでした： 

 
*     *     *     *     * 

 
「きみが彼女のところへいって、 

ぼくのことを彼に話したときいた： 

彼女はぼくをほめてはくれたが、 

ぼくが泳げないといった。 

 
彼はみんなにぼくが去っていないと報せた 

（これが事実なのはわかっている）： 

彼女がこの件を追求したら、 

きみはいったいどうなる？ 

 
ぼくは彼女に一つやり、みんなはかれに二つや

り、 

きみはぼくらに三つ以上くれた： 

みんな彼からきみへもどった、 

かつてはみんなぼくのだったのに。 

 
もしぼくか彼女がたまさか 

この事件に巻き込まれたら 

彼はきみにかれらを解放してくれという、 

ちょうどむかしのぼくらのように。 

 



ぼくの考えではきみこそが 

（彼女がこのかんしゃくを起こす前は） 

彼とわれわれとそれとの間に 

割って入った障害だったのだ。 
 
彼女がかれらを一番気に入っていたと彼に悟ら

れるな 

というのもこれは永遠の秘密、 

ほかのだれも知らない、 

きみとぼくだけの秘密だから」 

 
*     *     *     *     * 

 
 「これまできいたなかで、もっとも重要なしょうこぶっけ

んじゃ」と王さまは、手もみしながらもうします。「では陪

審は判決を― ―」 
 

 



 
  「あのなかのだれでも、いまの詩を説明できるもんなら、

六ペンスあげるわよ」（アリスはこの数分ですごく大きくな

ったので、王さまの話をさえぎっても、ちっともこわくなか

ったんだ）「あたしはあんな詩、これっぽっちも意味はない

と思うわ」 

 
  陪審（ばいしん）はみんな、石板に書きつけました。「こ

の女性はあんな詩、これっぽっちも意味はないと思う」でも

だれもそれを説明しようとはしません。 
 
 「これっぽっちも意味がないなら、いろいろてまがはぶけ

てこうつごうじゃ、意味をさがすまでもないんじゃからの。

しかしどうかな」と王さまは、詩をひざのうえにひろげ、か

た目でながめてつづけます。「どうもなにかしら意味はよみ

とれるように思うんじゃがの。『― ―泳げないといった― ―』

おまえ、泳げないじゃろ？」と王さまはジャックのほうをむ

きます。 

 
  ジャックはかなしそうに首をふりました。「泳げそうに見

えます？」（たしかに見えなかったね、ぜんしんがボールが

みでできていたもの）。 
 
  「いまのところはよいようじゃな」と王さまは、詩をぶつ

ぶつつぶやきながら、先をつづけます。 

「『これが事実なのはわかってる』― ―これはもちろん陪審

じゃな― ―『ぼくは彼女に一つやり、みんなはかれに二つや

り』― ―なんと、これはこやつがタルトでしでかしたことで

はないか― ―」 
 
 「でも、『みんな彼からきみへもどった』ってつづいてる

じゃないの」とアリス。 



 
  「ほうれ、そこにもどっておるではないか！」と王さまは

勝ちほこって、テーブルのタルトを指さしました。「明々

白々ではないか。しかし― ―『彼女がこのかんしゃくを起こ

す前』とは― ―つまよ、おまえはかんしゃくなど起こしたこ

とはないと思うが？」と王さまは女王さまにもうしました。 

 
 「一度もないわ！」と女王は怒り狂って、あわせてインク

スタンドをトカゲに投げつけました。（かわいそうなビルは、

あれから一本指で石板に書くのをあきらめていました。なん

のあともつかなかったからです。でもいまや急いでまた書き

はじめました。自分の頭をつたいおちてくるインキを、なく

なるまで使ったのです） 
 
 「ではこの詩があてはまらなくてかんしゃ（く）しよう」

といって王さまは、にっこりと法廷を見まわしました。あた

りはしーんとしています。 
 
 「しゃれじゃ！」と王さまが、むっとしたようにつけたし

ますと、みんなわらいました。「では陪審は判決を考えるよ

うに」と王さまが言います。もうこれで二十回目くらいです。 

 
  「ちがうちがう！ まずは処刑― ―判決はあとじゃ！」と

女王さま。 

 
 「ばかげてるにもほどがある！」とアリスが大声でいいま

した。「処刑を先にするなんて！」 
 
 「口をつつしみおろう！」女王さまは、むらさき色になっ

ちゃってます。 

 
 「いやよ！」とアリス。 



 
 「あやつの首をちょん切れ！」女王さまは、声をからして

さけびます。だれも身動きしません。 

 
  「だれがあんたたちなんか気にするもんですか！」とアリ

ス（このときには、もう完全にもとの大きさにもどってたん

だ）「ただのトランプの束のくせに！」 

 

 
 
  これと同時に、トランプすべてが宙にまいあがって、アリ

スのうえにとびかかってきました。アリスはちょっとひめい

をあげて、半分こわくて半分怒って、それをはらいのけよう

として、気がつくと川辺によこになって、おねえさんのひざ

に頭をのせているのでした。そしておねえさんは、木からア



リスの顔にひらひら落ちてきた枯れ葉を、やさしくはらいの

けているところでした。 

 
 「おきなさい、アリスちゃん！ まったく、ずいぶんよく

ねてたのね！」 
 
 「ね、すっごくへんな夢を見たの！」とアリスはおねえさ

んに言って、あなたがこれまで読んできた、この不思議な冒

険を、おもいだせるかぎり話してあげたのでした。そしてア

リスの話がおわると、おねえさんはアリスにキスして言いま

した。「それはとってもふうがわりな夢だったわねえ、ええ。

でもそろそろ走ってお茶にいってらっしゃい。もう時間もお

そいし」そこでアリスは立ちあがってかけだし、走りながら

も、なんてすてきな夢だったんだろう、と心から思うのでし

た。 

 
 でもおねえさんは、アリスがいってしまってからも、じっ

とすわってほおづえをつきながら、夕日をながめつつアリス

とそのすばらしい冒険のことを考えておりました。するとや

がておねえさんも、なんとなく夢を見たのです。そしておね

えさんの夢は、こんなぐあいでした。 

 
  まず、おねえさんは小さなアリス自身のことを夢に見まし

た。そしてさっきと同じように、小さな手がこちらのひざの

うえでにぎりしめられ、そして明るいいきいきとした目が、

こちらの目をのぞきこんでいます― ―アリスの声がまざまざ

ときこえ、いつも目にかぶさるおちつかないあのかみの毛を、

へんなふり方で後ろに投げ出すあのしぐさも見えます― ―そ

してそれをきくうちに、というかきいているつもりになるう

ちに、おねえさんのまわりがすべて、妹の夢の不思議な生き

物にいのちをふきこむのでした。 
 



 白うさぎが急ぐと、足もとで長い草がカサカサ音をたてま

す― ―おびえたネズミが近くの池の水をはねちらかして― ―
三月うさぎとそのお友だちが、はてしない食事をともにして

いるお茶わんのガチャガチャいう音が聞こえます。そして運

のわるいお客たちを処刑しろとめいじる、女王さまのかなき

り声― ―またもやぶた赤ちゃんが公爵夫人のひざでくしゃみ

をして、まわりには大皿小皿がガシャンガシャンとふりそそ

いでいます― ―またもやグリフォンがわめき、トカゲの石筆

がきしり、鎮圧されたモルモットが息をつまらせる音があた

りをみたし、それがかなたのみじめなにせウミガメのすすり

泣きにまじります。 

 
  そこでおねえさんはすわりつづけました。目をとじて、そ

して自分が不思議の国にいるのだと、なかば信じようとしま

した。でも、いずれまた目をあけなくてはならないのはわか

っていました。そしてそうなれば、まわりのすべてがつまら

ない現実にもどってしまうことも― ―草がカサカサいうのは、

風がふいているだけだし、池はあしがゆれて水がはねている

だけ― ―ガチャガチャいうお茶わんは、ヒツジのベルの音に

かわり、女王さまのかなきり声は、ヒツジかいの男の子の声

に― ―そして赤ちゃんのくしゃみ、グリフォンのわめきなど、

いろんな不思議な音は、あわただしい農場の、いりまじった

そう音にかわってしまう（おねえさんにはわかっていたんだ）

― ―そして遠くでいななくウシの声が、にせウミガメのすす

り泣きにとってかわることでしょう。 

 
 最後におねえさんは想像してみました。この自分の小さな

妹が、いずれりっぱな女性に育つところを。そして大きくな

ってからも、子ども時代の素朴で愛しい心をわすれずにいる

ところを。そして、自分の小さな子どもたちをまわりにあつ

め、数々の不思議なお話でその子たちの目を、いきいきとか



がやかせるところを。そのお話には、ずっとむかしの不思議

の国の夢だって入っているかもしれません。そして素朴なか

なしみをわかちあい、素朴なよろこびをいつくしみ、自分の

子ども時代を、そしてこのしあわせな夏の日々も、わすれず

にいるところを。 

 
目次にもどる 

 
訳したやつのいろんな言い訳 
 
 いやあ、ほかならぬこの本について、いまさら何かぼくが

つけくわえることがあるかね？ まあいちおう、さくしゃと

もとの本のことは書いておこうか。 

 
*     *     *     *     * 

*     *     *     * 
*     *     *     *     * 

 
 この本を書いたのは、ルイス・キャロルという人だけれど、

これはペンネーム。本名はチャールズ・Ｌ・ドジソンといっ

て、十九世紀の前半くらいにイギリスの数学の先生だった人

だ。この人は、ロリコンのへんたいで、ちっちゃな女の子を

はだかにして写真をとるのがだいすきだった。いまならカメ

ラこぞうとかいわれる人になったかもしれないね。 

 
 このお話は、1832年に出版された。もとは近所の三人姉妹

の女の子たちにせがまれて、ドジソン先生がその場の思いつ

きででっちあげたお話だ。アリスというのも、その女の子た

ちの一人。一番下の妹だった。お話のなかに出てくる「ダイ

ナ」というねこも、この子たちがほんとうに飼っていたねこ

の名前なんだって。それがおもしろかったので、そのまま本



にして出した。その後、ちょっと書き直したところもあるら

しいけれど、まあほとんど変わっていない。それがベストセ

ラーになって大評判になって… …そしていままでつづいてい

る。 
 
 それともう一つ、このお話にとって決定的だったのが、こ

こにも入れたイラストだ。ルイス・キャロルは「アリス」を

ちょっと書き直している、とさっき書いた。何度めかの書き

直しで出版したときに、イラストを描いたのがジョン・テニ

エルという人だ。そして人がかいたこのイラストは、どうい

うわけかアリスという子のイメージを完全にきめてしまった。

じつはこのアリス、じっさいにこのお話を最初にきいた、三

人姉妹のアリス（つまりほんとのモデル）とはぜんぜん似て

いないんだって。でも世界中の人が、「アリス」といって思

いうかべるのは、このイラストのイメージだ。ちがったイラ

ストをつけようとした人もいっぱいいる。でも、テニエルを

しのぐものは一つもない（足もとに及ぶものさえない）。デ

ィズニーがこれをアニメにしたんだけれど、そのときもこの

テニエルの絵に完全にえいきょうされているし、金子国義と

いう日本でちょっと有名な画家が、アリスが大好きで自訳自

挿画のアリス本を先日出したんだけれど、そのイラストもテ

ニエルの呪縛からは逃れられていない。 

 
*     *     *     *     * 

*     *     *     * 
*     *     *     *     * 

 
 もともと子ども向けのお話ではあるんだけれど、このお話

はなんだかみょうに、おとなたちに人気が出ちゃった。この

「アリス」をつつきまわしていろんな出まかせや思いつきを

いう人はたくさんいる。まあ出まかせやおもいつきにも、お

もしろいの、つまんないのといろいろある。 



 
 たとえばぼくたちのいるこの宇宙は、どんどんふくらんで

いることがわかっているんだけれど、このお話でアリスがの

びたりちぢんだりするのは、その宇宙のぼうちょうと似てる

じゃないか、とかね。こういうたとえばなしは、人によって

はおもしろいな。 

 
 あと、大人になると、人間はとてもエッチになるので、の

びたりちぢんだりというとみんなすぐにおちんちんのことを

考えちゃうのだ（ああ、大人のおちんちんはのびたりちぢん

だりするんだ。でも、みんなそれをはずかしいことだと思っ

ているので、お父さんとかにきいたりしないほうがいいよ）。

棒みたいなものが出てくると、それもじつはおちんちんなん

じゃないか、と思ったりする。あるいは女の子は、おちんち

んのかわりにわれめがついているので、すきまとかわれめと

か出てくると、みんな女の子のわれめじゃないかな、と思っ

たりするんだ。そういうことを考えすぎて頭がおかしくなっ

ちゃって、それで「アリス」をすみからすみまでさがして、

棒だの穴だのわれめだのをかぞえてよろこんでる人たちも、

ずいぶんいっぱいいるんだ。棒は78本あるんだって。バカだ

ね。 

 
 なぜこれが、大人に人気があるのかは、じつはよくわから

ない。わからないので、それをいっしょうけんめい考えてい

るような、これまたひまな人もたくさんいる。こういう人た

ちのいうことは、まちがいなしにとってもくだらないので、

あまりまじめにきいたりしないほうがいいよ。ひとは、なに

かを見ると、ついつい意味を考えちゃうんだ。特にどっかで

見たようなものを見かけると、なんか理由があってそれがそ

こにあったんだろう、とおもってしまう。 
 



 たとえば変な夢を見ると、それがときどきずっと気になる

ことがある。その夢に、なんか意味があるような気がするこ

とがある。夢の中で、満員電車のむこうのほうにお父さんが

いて、にこにこしてこっちをじっと見ている。でも、そのお

父さんには影がない。満員電車なのに、どうして影がないの

がわかるんだろう。でもわかる。そしておとうさんはずっと

ぼくを見ている。ぼくはそんな夢をみたことがある。すると

起きてからも考えてしまうんだ。あのときお父さんは、なぜ

にこにこしていたんだろう、なぜ影がなかったんだろう、と。

でも実は、それはぼくが頭の中でこしらえたお父さんの姿で、

ほんとのお父さんじゃない。だから「なぜ」なんて理由があ

るわけがないんだ。でも気になる。 

 
 「アリス」もそれと同じだ。ときどきみんなが、ふと考え

て、そのままわすれてしまうような変なおもいつきが、ここ

にはいっぱい入っている。それでぼくたちは、それになんか

意味があるように思ってしまう。でも、ほんとはそんな意味

はないのかもしれない。そんなものを考えても、しょうがな

いのかもしれない。そしていろいろ考えて「わかった！」と

思っても、ほんとにそれが正しいかどうかはわからない。夢

と同じで、あなたがそういうものをかってに頭の中で作っち

ゃっただけかもしれない。そしてルイス・キャロルはもう死

んじゃってるし、だからきくわけにもいかないので、それは

いつまでたってもわからないままだ。 
 
 ルイス・キャロルも、たぶんわからなかったんだろう。夢

をなんとなく見るのと同じで、これもなんとなく書いちゃっ

たんだろうと思う。あるいはときどき、なんだかみょうに調

子よくじょうだんをポンポン思いつくことがあるだろう。そ

れと同じで、キャロルも調子がよかっただけなのかもしれな

い。調子がとってもよかったもんで、このあとルイス・キャ



ロルはこのお話のつづきを書いた。それが『鏡の国のアリス』

だ。これは、この『不思議の国のアリス』の3.1415倍くらいへ

んてこで、不思議で、わけのわからない、でも（いや、だか

らこそ）おもしろくてすてきなお話なんだ。これはそのうち

またぼくが訳すけど、時間はこれよりずっとかかるだろう― 
―いやどうかな、ぼくの調子が出たら、あんがいすぐできる

かも。 
 
 そしてそれにつづいて、キャロルは『スナーク狩り』とい

う詩を書いた。これまたわけのわからないじょうだんだらけ

の、とってもおもしろい詩だ。このときもキャロルは、まだ

調子がよかったんだ。 
 
 だけどそのあとでキャロルが書いたのが『シルヴィーとブ

ルーノ』『シルヴィーとブルーノ完結編』というお話だった。

ながくて、お説教くさくて、イマイチだ。ところどころ、お

もしろい部分もないわけじゃない。でも、この「アリス」み

たいなおもしろさはない。キャロルでさえ、自分がなぜこん

なおもしろいものが書けたか、わかってなかったんだろう。

そして、急に調子が悪くなっちゃったんだろう。それでも、

この二つの「アリス」だけで、ルイス・キャロルはたぶんこ

の先何百年も、わすれられることはないはずだ。 
 

*     *     *     *     * 
*     *     *     * 

*     *     *     *     * 
 
  このお話は、もう世界中で読まれていて、まあありとあら

ゆることばにほんやくされているんだ。日本でもずいぶんむ

かしからほんやくはある。みじかいし、好きな人もたくさん

いるのでまあ、うまいの、へたなの、どうしようもないの、

といっぱいある。 



 
 ぼくがこれを訳したのは、やっぱり日本で何人目かのアリ

ス訳者になりたかったからだな。いまある訳がそんなに悪い

わけじゃない。なかには、アリスをいまの女の子ちっくにし

ようとしすぎて、がらの悪いスケバン（ふるいね）まがいに

しちゃった訳とか、ことばあそびにこだわりすぎて、なんだ

かとってもわざとらしい、ふしぜんなものにしてしまった訳

（柳瀬尚紀の、漢字だらけのおっかないほんやくとかね）も

あるけれど、高橋康也の訳とか、矢川澄子の訳とかは、わる

くはない。でも、それでもなんだかよどむ。こう、うまく流

れないところがある。高橋さんは学者で、矢川さんは詩をか

く人だけど、こういう人は自分でいっしょうけんめい考えた

りものを書いたりするのがおしごとだ。だから本や紙とばっ

かりにらめっこをしている。それで、よのなかの人のふつう

のしゃべりかたとかは、あんまり知らなかったりする。口に

だしたときのひびきと、字に書いて目にみたときの感じとで

は、字に書いた方をだいじにしちゃったりする。なーんてこ

とおもって首をかしげてるより、自分で気がすむように訳し

たほうがはやい。それで訳しちゃった。 

 
 それに、この人たちの訳は、コピーしてお友だちにあげた

りしてはいけないんだ。おもしろいな、と思って人にメール

で送ってもだめ。この人たちは（ぼくもだけれど）自分が書

いたものについて、ちょさくけん、というものを持っている。

これははたみたいなもので、「これはわたしがオッケーとい

わないと人にみせたりあげたりしちゃダメですよ」と書いて

あるんだ。だからきみたちがこの人たちの文を勝手に人にあ

げると、この人たちがそのはたをパタパタとふる。するとそ

れを見て、おまわりさんがくることになっている。こっそり

やればたぶんわからないけれど、でもだからといってやって

いいわけではない。 

 



 じつは、はたを持っているのは書いたり訳したりした人だ

けじゃない。ふつう、本をつくるときには、いろんな人がい

ろんなおしごとをする。字がまちがっていないかを確かめる

人もいる。イラストをどこにいれようか、とか字の大きさを

どのくらいにしようか、とか、決める人もいるし、ひょうし

をつくる人もいる。一番読みやすくてきれいになるように、

デザインする人もいるし、印刷する人もいるし、本屋さんま

でそれを運ぶ人もいる。その人たちみんなが小さなはたをも

っている。 

 
 でも、だれかに見せたいな、と思ったとき、いちいち書い

た人に「いいですか」ときくのはめんどうくさい。じゅうし

ょも電話番号もしらないし。それにさいきんでは、みんなが

はたをふりたがるようになっちゃったもので、いったいだれ

がはたをもってるのかさえわかんなくなっている。だからぼ

くは、この文にはそういうはたをつけないことにした。つい

でにほかの人も、そういうはたをつけちゃいけないことにし

た。これでみんな、もっときらくに文がつかえるようになる、

はずだ。 

 
 それにこの訳は、電子ファイルにもなっているんだ。いま

までみたいに紙の本でしか読めないと「三月うさぎはどこに

いたかな」と思ってもさがすのがたいへんだ。電子ファイル

にしておくと、コンピュータがそういうことをやってくれる。

そんなべんりさもあるんだ。 

 
*     *     *     *     * 

*     *     *     * 
*     *     *     *     * 

 
  どんなにべんりで、じゃまなはたがなくても、訳したもの

がまちがってたり、へたくそだったりしたらどうしようもな



い。でもぼくは、いままで日本でほんやくをしてきた人の中

では、かなり上手なほうなので、あまり心配しなくていい。

なかには、ニンジンがきらいな子がいるのと同じように、ぼ

くの訳がどうしても好きになれない人もいるし、それよりぼ

くという人間がきらいな人もいる。でも、そういう人がいっ

しょうけんめいさがしても、この訳でホントにまちがってる

ところはなかなかみつからないだろう。ぼくはこのお話をな

んども読んで、かなりよく知ってるんだもの。 

 
 ただしさっきもいったように、これはもう何度もほんやく

されてるお話だ。だからいままでの人たちも、もうずいぶん

いろいろくふうをしてきた。だもんで、ぼくがやったからと

いって、そんなすっごく訳がよくなったりはしていない。い

まある訳としても、ぶっちぎりの一番じゃなくて、二ばんと

の差はほんのちょっとしかない。 
 
 訳すときには、たいした注意はしていないけれど、ただな

るべくアリスの話かたを自然にしようとした。これまでの訳

だと、アリスは自分でぶつぶつ言っているときにも、かなり

よそゆきのことばをしゃべったりしてる。それってへんだろ

う。アリスはずいぶんむかしの女の子だから、たしかにちょ

っと古いしゃべりかたをしているけれど、でもそこ頃の人た

ちとしてはごくふつうにしゃべってたはず。そのふつうなと

ころをちゃんと出したいな、と思ったわけだ。 

 
 とはいえ、これはちょっとむずかしい。このお話で、アリ

スは6つくらいだろうけれど、でもじつは最近の日本の高校生

でも知らないようなことをたくさん知っている。たとえば最

初のところでうさぎの穴を落ちながら、アリスは地球のまん

中までどのくらいあるかを、すぐにおもいだせる。あるいは

フランス語もちょっとしゃべれちゃったりする。すごいね。

むかしの人はいっぱい勉強したんだ。だからふつうに訳すと、



すごくものしりな高校生もどきがしゃべってるみたいに聞こ

えちゃうんだ。そこはなんとかくふうして、小学校5年生くら

いの口ぶりにはしたつもりだけれど、それでもかなりませた

感じになる。でも、これでせいいっぱいなのでゆるしてね。 
 
 そしてそれ以外のところも、だれかが女の子に読んできか

せている、という感じをだいじにしようとしている。ふつう、

こういうのを読んであげるときは、ふつうに読みながら、ち

ょっとむずかしいところや説明なんかを、ちょっと口ぶりを

変えてはさんだりする。文中でかっこ（）に入っているのが

そういうところだ。そういうところで口ぶりを変える感じも

だそうとした。 
 
 で、それはうまくいってるかな？ ぼくはわれながら、な

かなかじょうずにできたと思っているけれど、それはみんな

が自分で読んできめてほしい。「こうしたほうがいいよ」と

思ったら、それをぼくに教えてくれてもいいし、あるいはこ

の文をもとにして、自分流の訳をつくったり（そのときは、

ぼくのをもとにしてるってことは書いておくようにね）、そ

れともこんな訳なんか完全にうっちゃって、まっさらな訳を

自分でやってみたりする人が、もっともっと出てくるといい

な。 
 

*     *     *     *     * 
*     *     *     * 

*     *     *     *     * 
 
  みじかくすませるつもりが、えらく長くなってしまいまし

た。では、次の『鏡の国のアリス』でまたお目にかかろう。

じゃあね。 
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